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中チューの下ゲ！


ランク３.中の上に踊らされるオレ


長岡マキ子
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　ごまえ




ＣＯＮＴＥＮＴＳ









プロローグ　中の上に踊おどらされるオレ


第一章　フェミ男人形に踊おどらされるオレ


第二章　メイド服に踊おどらされるオレ


第三章　ロリ巨きよ乳にゆう娘むすめに踊おどらされるオレ


第四章　ドＳ番長に踊おどらされるオレ


エピローグ　ロマンチックに踊おどらされるオレ
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　プロローグ　中の上に踊おどらされるオレ





　この十六年間、ずっと女の子にモテたいと思って生きてきた。皆みなの熱い視線を一身に集め、嬌きよう声せいを浴び、憧どう憬けいの的まとになりたいと願っていた。





　そして今、なんとオレは、自分が描えがいたその夢と、寸すん分ぶん違たがわず同じ状じよう況きようにある。


　なのに、ちっともうれしくない。





　なぜならオレは、決して男として女の子にモテたわけではないのだった。





　　　　　☆





　そもそもの発ほつ端たんは、一学期の期末試験後に開かれたホームルームだった。


「それでは、文化祭での我わが二年Ｃ組の出し物は、メイド喫きつ茶さに決定でいいでしょうか」


「はーい！」


「ちょっと待ったぁーっ！」


　黒板の前に立つ学級委員に向かって、オレは手を挙げて立ち上がった。


「メイド喫茶って、それじゃあ男子は何をやればいいんだ」


「裏方ね、当然」


　そう言い放ったのは、教室の隅すみで話し合いを見守っていた担任の真ま弓ゆみ先生だ。


「ぐっ……！」


　オレは拳こぶしを握にぎりしめて歯ぎしりする。


　文化祭。年に一度の学校のお祭り行事。校内外から大勢のお客さんが押おし寄せ、生徒たちがスターになれる日。


　そんな華はなやかな日に、オレに裏方でいろと言うのか。「中の下」から必死に這はい上がろうと努力をし、虎こ視し眈たん々たんと挽ばん回かいの機会を狙ねらっている、このオレに。


「あら、貴方あなたには手芸部で大役があるでしょう。すごく目立つわよ、あれ」


　オレの心を読んだかのような先生の発言で、イヤなことを思い出させられる。


　真弓先生が顧こ問もんを務める手芸部に所属しているオレは、一年の頃ころから片想いしている学園のアイドル的存在の美少女で、手芸部部長でもある瑞みず本もと絽ろ美みにいいところを見せようとして、文化祭のトンデモ企き画かくに貢こう献けんすることになってしまった。


　その名も「呪のろいのフェミ男お人形」。フェミ男というのはオレのあだ名であり、オレの顔をプリントした等身大ぬいぐるみに、来場者みんなで釘くぎを打って丑うしの刻こく参りというアグレッシブな企画である。


「目立つことは目立つけど、あれはなんか違ちがう！」


　グッと拳に力を入れ、オレは主張した。


「ここはぜひ、オレが提案した執しつ事じ喫きつ茶さを……！」


「もう多数決で負けたでしょう。潔く諦あきらめなさい」


　先生が言うと、周りから「そーだ、そーだ」という声が飛んでくる。


「じゃあ、せめて執事もいるメイド喫茶を……！」


「しつこいわよ、フェミ男！」


「そうよ！　あんた以外にそんなのやりたい男子いないわよ！」


「何言ってんだ！　執事喫茶は乙女おとめの夢だろ！　執事が嫌きらいな女子なんていません！」


「ただしイケメンに限る、よ！」


　最大限譲じよう歩ほしたつもりだったのに、たちまち女子から総スカンを食らってしまった。以前のオレだったら、ここで「それならオレはアリだな」などと空気を読まないナルシスト発言をかましたところだが、「中の下ショック」以降のオレは一味違う。


「……そうか、わかった」


　大人の落ち着きを見せ、低い声でそう呟つぶやく。


「ならば、オレがメイドになるより仕方あるまい！」


　さあ、女子ども！　叫さけべ！　喚わめけ！　「何言ってんのよ、フェミ男！　わかったわよ、それくらいなら一人で執事のコスプレしてなさいよ」と言うんだ！


　ところが、オレの耳に聞こえてきたのは予期せぬ反応だった。


「あ、いいんじゃない。やれば？」


「……へ？」


「一人くらい、そういうゲテモノがいてもいいかもね」


「かわいい娘こたちばっかりだと、いかにも男性客に媚こびてるみたいでイヤだしね」


　えっ？　ええっ!?


「ちょ、ちょっと皆サン……？」


「はい、合意が取れたようね。じゃあ早く進行して。終礼時間が押してるわよ」


　真弓先生が仕切って先を促うながし、学級委員が再びチョークを握る。


「では、次にメイド役の女子を決めたいと思います。自じ薦せんでも他た薦せんでも、候補者をどうぞ」


「はい、は───い!!」


　そこでクラス中の男が俄が然ぜん張り切り出した。


「雪ゆき菜なちゃんは絶対！」


「そうだ！　雪菜ちゃんは外せない！　ぜひともゴスロリメイドで！」


「いや、そこは甘ロリだろ！」


「何を言う、清せい楚そでクラッシックなヴィクトリア朝のハウスメイドスタイルしかない！」


　己の趣しゆ味みまる出しでがなり立てる彼らを横目に、オレは当の本人、妹せ尾お雪菜の様子をうかがった。


「じゃあ、とりあえず妹尾さんは決定ってことでいいかな？」


　学級委員の女子に尋たずねられ、座って俯うつむいていた妹尾は顔を上げた。


「……わたし……ですか？」


「うん。ヤダ？」


　妹尾は頰ほおを赤らめ、周囲にそっと目を向ける。そんな彼女を、瞳ひとみをギラギラさせた男子たちが見守っていた。


　気の毒に。これでは断れまい。


「……いえ、やります」


　案の定、妹尾はおずおずと頷うなずいた。


「やったぞ───っ！」


　男たちは戦いくさに勝利した武士もののふさながらの雄おたけびを上げ、たちまち次なるメイド選びに出しゆつ陣じんする。


　そうして、Ｃ組の出し物はメイド喫茶に決定したのだった。





　　　　　☆





　それが、七月の話。





　そして、今は夏休みが終わって二学期が始まった九月の頭だ。


「メイド服買ってきたよー！　サイズ合わせしよう！」


　クラスの文化祭係がロングホームルームで取り出したのは、スカートのふんわりしたワンピースに白いフリルエプロンという、いかにもなコスプレ用メイド服だった。なんでも、文化祭係は夏休みの間も集まって着々と準備を進めていたとのことで、色々検討して値段とデザインの点で一番良かったという衣装は、確かに華やかでかわいらしい。


「とりあえずＭサイズ何着か買ってきたけど、フェミ男もいるし、全員着てみて最終的な購こう入にゆう枚数決めようね」


「えっ！」


　聞き捨てならない固有名詞を耳にして、オレは椅い子すから飛び上がった。


「ままま、まさか冗じよう談だんじゃなくて本気だったのか!?　あの話！」


「何言ってんのよ、今さら」


　驚おどろくオレに対して、女子たちは冷静だ。


「フェミ男、目立ちたかったんでしょ？　目立つよ、女装なら」


「いっ、いや！　メイド姿で目立っても……！」


　男としての名めい誉よ挽ばん回かいにならないというか、何よりモテっこないじゃないか……！


「いいから、とりあえず着てみなよ。絶対いい感じだって」


「そうそう、まあ制服脱ぬいで。ハイ、これ」


「いっ、イヤだ！」


　メイド服を持ってにこやかに近づいてくる女子たちから、オレは後じさって首を振ふる。


　わかる。わかるぞ。今のオレは、もうそんな言葉じゃだまされない。


　これは決して、男子が妹尾に求めているような意味合いでコスプレを望まれているわけではない。みんな、オレを笑い者にしようとしているんだ。


「やだやだ！　絶対に着ないぞ！　絶対にだ！」


　微ほほ笑えみながら距きよ離りを詰つめてくる女子が恐おそろしくて、駄だ々だっ子このように喚き散らす。


「まあ、そう言わずに。ねえ？」


「そうそう。いいから、早く着なさいよ」


「やっ、やめてくれえぇっ！」


　彼女たちの口調が徐じよ々じよに威い圧あつ的てきになり、教室の隅に追いつめられたオレは悲鳴を上げた。


「いいから着なさいっ!!」


「ぎゃああああぁ――っ!!」





　　　　　☆





　それが、五分前の話。





　オレは今、教室の角の掃そう除じ用ロッカーに押し込まれ、生まれて初めて身に着けたスカートの穿はき心ごこ地ちに動どう揺ようを隠かくせないでいる。


　まさか二学期早々こんなことになるなんて、夏休みの頃には思ってもいなかった。


　オレ、瀬せ木き成なる道みちには野望がある。じーちゃんが作った変態高校「聖☆ジュウゾー学園」をつぶす。そのために、オレは自ら「聖☆ジュウ」に入学し、異性と両想いになることを目指す変態イベント「カップル試験」で、学年ランク一位の女子と両想いになった者に与あたえられる「ヴィーナス賞」を獲かく得とくしようと東とう奔ほん西せい走そうしている。ヴィーナス賞を獲とった生徒には、なんでも一つ願いを叶かなえてもらえるという特典がある。オレは賞を獲って、「じーちゃんの代わりに理事長になる」という希望を聞き入れてもらうのだ。


　四月の初めには真弓先生から「男として中の下」だの「ヴィーナスをオトすなんて身のほど知らず」だの言われたオレだったけれども、地道な努力の甲か斐いあって、ヴィーナス最有力候補の絽美との距離も縮まり、夏休み中の臨海学校では、グループのメンバーと友情を築き上げ、彼らと一丸となって「中の下」を脱だつ出しゆつすることができた。


　オレの未来は明るい。いよいよ二学期、張り切って行こう！


　いざ、モテ街道へ！





　その幕開けが、このザマである。


「ちょっとフェミ男ー！　着き替がえまだなのー？」


　パニエでふわっとふくらんだスカートをつかんで情けなさに震ふるえていると、薄うすいスチール扉とびらを容よう赦しやなくバコバコ叩たたいて女子が叫ぶ。


　大体、こんなところにメイド服と一いつ緒しよに放り込まれ、掃除用モップと場所を譲ゆずり合いながら着替えをしなきゃいけないことすら泣けてくる。


　うちのクラスの女子ってちょっとヒドくないか？　オレをなんだと思ってるんだ？　オレだって人間である。ガラスのハートを持った年頃のオトコの子なのである。もうちょっと丁重に扱あつかってくれたっていいじゃないか！


「ねえ、まだなのー!?」


「うるさいな！　オレにだって人権があるんだ！」


　あれこれ考えているうちに半ギレになり、勢いよくロッカーのドアを開けて飛び出た。


「どうだ、これで満足か、チクショー！」


　教室中の女子の視線が集まる中、オレはやけくそになって叫んだ。


「さあ、思う存分、笑うがいいっ！」


　ぎゅっと目をつぶり、屈くつ辱じよくに耐たえる準備をする。


　ところが、予期していた嘲ちよう笑しようが起こる気配はなく、教室は妙みように静まり返っている。おそるおそる目を開けると、オレを見る女子たちの顔に浮うかんでいたのは、拍ひよう子し抜ぬけしたかのような表情だった。


　あ……れ……？


「なんか……思ったより……」


「違い和わ感かんない……わ、ね」


　互たがいに顔を見合わせて、女子たちがざわつく。ちなみに、なぜ今教室に女子しかいないのかというと、女子たちが衣装合わせをするということで、オレ以外の裏方男子は廊ろう下かに追い出されて話し合いを続けているのだ。


「フェミ男、フェミ男。ちょっとこっち来なよ」


　一人の女子に手招きされて、オレはその娘の方へ行く。


「ここ座って」


「え？　うん……？」


　人を手近な席に座らせたかと思うと、彼女は他の女子たちとひそひそ話し始める。


「ねえ、明るい色のファンデ持ってる？　フェミ男ったらムダに色白いから」


「持ってるよ。っていうかさ、生っちろいんだよね。ピンクのチークで顔色よくしよう」


「だね。あと、誰だれかアイライナーちょうだい」


「やっぱウイッグつけようか。演劇部から借りてきたやつ、どれがいい？」


「これー！　これがいいよ！」


「つけまはどうする？」


「いーね！　つけよ、つけよ！」


　しばらくしてから化け粧しよう用のパフを片手に近づいてくる女子を見て、さすがのオレもすべてを理解した。


「うわっ、やめろ！　それだけは！　もう引き返せなくなる！」


「ちょっと、大人しくしてよ！」


「女装だけでもアレなのに化粧とか……！　オレ、カッコいい路線目指してるから！」


「うるっさい！　キレイにしてあげようって言ってんのよ！」


「余計なお世話だ！　もうイヤ！　これじゃどんどんモテなくなる……！」


　悲痛な叫さけびを上げて立ち上がろうとすると、たちまち数人の女子に取り押さえられる。あとはもうされるがままだ。


「……できた！」


　十数分後、オレは何がなんだか顔をいじくり回されたあと、金色巻き毛のかつらをかぶせられ、その上に白いレースのついたカチューシャを載のっけられて解放された。


「ほら、見てみなよ」


　誰かに大きな手鏡を渡わたされ、こわごわのぞいてみる。


「ぐ、ぐぉへぇ……！」


　驚きのあまり、変な声が出た。


「どう？　すごくかわいいでしょ？」
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　隣となりに立った女子が、自じ慢まんげな表情でオレに言う。周りを見れば、女子たちは皆みなうっとりとした顔でオレに視線を注いでいた。


「すっげぇ……」


　確かに、自分でも息を呑のむような変身ぶりだ。元々男くささに欠ける顔立ちを、女子のメイクテクですっかりかわいらしいロリ顔に仕立て上げられてしまっている。加えて、このフリルだらけのファンシーなメイド服で、今のオレはどこからどうみても美少女だ。


　そうか、そうだったんだな。オレ、今気づいたよ。


　オレ、今までカッコいい系を目指してたからダメだったんだ。オレの素材を本当に活いかせるのは、レースとフリルとお化粧の魔ま法ほうだったんだ。


　よし、今オレは決めたぞ。


　これからは女装系男子として、美少女らしさを追求して生き……。


「って、それじゃモテっこねぇ──────ッ！」


　床ゆかに手鏡を投げつけ、我に返ったオレはガニ股またで立ち上がった。


「ちょっと、何すんの！　鏡割れたらどうしてくれんのよ！」


「そうよ！　三十分かけてメイクしたあたしよりかわいいくせに、何が不満なの！」


「うるさい！　とにかくオレは降りさせてもらう！」


　カチューシャをむしり取って、足音も高らかに掃除用ロッカーへ帰ろうとする。そのとき、不意に何者かにスカートをつかまれた。


「……瀬木くん」


　振ふり向くと、そこにいたのはオレと同じメイド服を身にまとった妹尾だった。


「お……おお……」


　妹尾のメイド姿は、想像以上にかわいらしかった。彼女の清せい楚そな顔立ちを、純白の襟えりやエプロンが可か憐れんに引き立て、膝ひざ上うえ丈たけのワンピースの裾すそからは、白いストッキングに包まれたきれいな脚あしが伸のびている。


「瀬木くん、やらないんですか？」


「えっ……？」


「メイド、やめてしまうんですか……？」


　澄すみ切った瞳ひとみに見つめられ、オレはちょっと躊ちゆう躇ちよする。


「えっ、いや、だからその……やめるっていうか、元々やるつもりも……」


　と答えかけて、はっと気づく。


　妹尾のような大人しい娘こがコスプレするなんて、よっぽどの決意が必要なはずだ。高校の文化祭とはいえ、メイド喫きつ茶さのメイドを務めるからには、男性客の目など不安なことも色々あるだろう。男子はオレ以外店には出られないんだし、そんな彼女を現場で守ってあげられるのはオレしかいないんだ。


　臨海学校の最終夜のことは、確かにショックだった。それまで妹尾はオレに気があるんじゃないかと思っていたのが、まったくの勘かん違ちがいだったとわかったのだから。


　でも、と思うのだ。たとえ彼女がオレを異性として好きなわけでなくても、友達としてなら充じゆう分ぶん好意的に思ってくれているはずだ。だったら、こういうときに頼たよりにしてもらえるよう努めるのが、真のイイ男ってモンなんじゃないのか？


「……わかった。キミがそう言うなら、オレ、メイドやるよ」


　腹をくくってそう言うと、妹尾の瞳が輝かがやいた。ついでに、そこら辺の女子たちの顔も。


「一緒に頑がん張ばりましょうね、瀬木くん」


　優しく微ほほ笑えむその顔は、ちょっと悔くやしいけど相変わらず無茶苦茶かわいい。


「やった！　フェミ男がメイドやるって！」


「きゃー！　これは当日も腕うでが鳴るわぁ！」


　そうやって女子たちが喜び跳はねたところで、なんの前まえ触ぶれもなくドアがガラリと開いた。心なしか緊きん張ちようした面おも持もちで入ってきたのは、今まで席を外していた真弓先生だ。


「今からカップル試験について、校庭で理事長から緊きん急きゆう発表よ」


「えっ!?　じーちゃん!?」


　いつものことながら、まったく聞いていない。


「私たち教師もさっき聞いたのよ。理事長はお忙いそがしい方ですしね。すぐに次のご予定に向かわれるそうだから、早く校庭へ移動して」


　真弓先生が説明して、オレたちに退室を促うながす。


「確かに、じーちゃんは他にも会社とか持ってるし、毎日どこ行ってるか不明だけど……」


　それでも、自分の都合で教師や生徒を振り回すなんてワンマンにもほどがある。


「……っていうか、この恰かつ好こうで校庭って！　オレ行けねーよ！」


「何してるの！　早く全員教室から出なさい」


　おろおろしていたところを真弓先生に問答無用で追い立てられ、仕方なくメイド服のまま校庭へ向かった。


「……二年生の諸君、突とつ然ぜんすまんのーパン、ノーブラ！」


　オレがクラス列にたどり着かないうちに、校庭用スピーカーからじーちゃんの声が響ひびいてきた。うちの理事長は、なんとしても一発目の挨あい拶さつに己の煩ぼん悩のうをねじ込みたいらしい。


「皆の者、カップル試験頑張っておるかの～？」


「オーッ！」


　と答えるのは、やはり生徒ではなく昇しよう給きゆうを狙ねらう教師たちだ。


「今日はワシから諸君に、カップル試験の公式イベントである文化祭について発表がある」


　わかってるよ、それを早く言え！　そして帰れ！


　そう思いながら、オレは男女に分かれたクラスごとの列の後方につく。そして前方にある朝礼台を仰あおいだとき、ぶくぶく泡あわを吹ふいて倒たおれそうになった。


「へ、変態すぎる……！」


　本日のじーちゃんは「白鳥の湖」コスプレだった。プリマドンナもかくやのバレエ用チュチュを身に着け、それだけならまだしも、いや、全然まだしもじゃないんだけども、それを上回る問題なのは、チュチュの股こ間かんからニョッキリ生はえた下ネタ全開の白鳥の頭部だ。


「ドリフじゃねーんだから！」


　というツッコミも、ほとんどの平成っ子には通じるかどうか。オレは若人わこうどながら、テレビの懐なつかしコント特番が好きだった。


「通年通り、我が校の文化祭は二日間行われる。二年生の諸君は、学校全体のイベントでは中心的存在になっているじゃろうから、遊んでばかりもいられんだろう。そこで、今回は減点ナシの加点用イベントとする。二日間、特定の異性と約束して文化祭を見て回ることができれば、カップル試験のポイントとして大おお幅はば加点じゃ！」


「そんなことより、その服を脱ぬげ……！　っていうか、なんでフリフリ女装なんだよ！　ほんのり化粧までしやがって……！」


　思わずスカートの裾を持って地じ団だん駄だを踏ふんだオレは、そこで気づいて青ざめた。


「って、オレも他人ひとのこと言えね――っ！」


　むしろ、この恰好は間ま違ちがいなくあの祖父の血統だ。


「あわわわ……」


　しかし、オレの気も知らないで、じーちゃんの説明は続く。


「そしてさらに、じゃ。この文化祭のポイントを加算してから、ここで一度、☆スターランクの見直しを行う！」


　……へ？


「実は、☆ランクは投票日直前の最終決定まで、公式イベントがあるたびに変動するのじゃ。これまでもそうじゃったし、これからもそうじゃ。しかし、夏休み前にそれを発表してしまうと、臨海学校でのランク昇しよう進しん特典に価値がなくなってしまうから、今まで言わなかったわけじゃが」


「ええぇ────っ!?」


　そこでオレは盛大に叫んだ。級友たちの視線が集まるが、今はそれどころじゃない。


　だって、☆ランクが決定でないってことは、ランク一位のヒーローとヴィーナスも今の時点では未定ということだ。今からそんなに激しい変動はないにしろ、きわどいところで順位がひっくり返る可能性もある。ヴィーナス賞を狙っているオレにとっては大問題だ。


　それに自分自身のランクも変わるなら、じーちゃんの言う通り、オレたちがあれほど執しゆう念ねんを燃やして獲かく得とくした臨海学校での一位も、その意義がだいぶ薄うすくなる。


「なんてこった……！　いや、でも『中の下』を脱だつすることができたのは、オレにとってはかなりの意味があったわけで……。だって、今回一つランクを上げて『中の上』になれば、オレはもう上位組になれるんだぞ！」


「成道……？」


　頭を抱かかえてしゃがみ込んでいると、目の前に人ひと影かげが立つ。顔を上げると、悪友の石いし田だ晋しん哉やがおっかなびっくりという感じでこちらを見ていた。


「石田か。なんだよ、オマエ」


　オレが見つめ返すと、ヤツの顔つきが変わった。動どう揺ようした様子で、瞳を所在なさげに宙へさまよわせる。


「おっ、おまえ、ほんとに成道か……？」


「何言ってるんだよ。いくら女装してたってトモダチの顔くらいわかれよ」


　そう言ってにらみつけてやると、石田がはっとしたように首を振った。


「いや、すまねぇ。あんまりうまく化けてるもんだからよぉ」


「本気で寒気がしたぞ。いい加減にしてくれ……よ!?」


　言いながら視線をヤツの背後に向けたオレは、思わずぎょっとした。


　バラ色に染まる頰ほお、輝く瞳、熱に浮うかされたかのような危あやうい表情。恋こいの始まりを予感させる、ドラマチックな視線の邂かい逅こう。


　それらはすべて、オレと目が合った男子生徒の反応だった。


「さっ……サイアクだーっ……！」


「しゃて、というわけじゃから、文化祭後の☆ランク中間発表を視野に入れて、皆の者、祭りを楽しみながら頑張るんじゃぞ！」


　オレの個人的な女装パニックなど知る由よしもなく、朝礼台の上のじーちゃんは、股間におっ立てた白鳥をブルンと揺ゆらして力強く叫さけんだ。


「ぐっどらっく！」





　こうして、女子にモテモテな学園ライフを夢見て生きてきたオレの文化祭は、いまだかつてない対男性モテ期の中で始まったのだった。






　第一章　フェミ男人形に踊おどらされるオレ





「私も見たかったな～、成なる道みちくんのメイド姿」


　翌日の昼休み、屋上でランチをしているときに、絽ろ美みがオレの話を聞いてそう言った。


　彼女の傍かたわらには妹せ尾おがいて、彼女たちと微び妙みように距きよ離りを取ったところに、オレと黒くろ川かわと石いし田だが、それぞれ弁当を広げたりパンをかじったりしながら座っている。


　臨海学校のおかげで、同じコテージになったオレたちは、夏休み前には想像もできなかったほど仲良くなった。せっかくだからみんなで週に一度くらいはご飯を食べようという絽美の提案で、今日初めて、コテージメンバーで昼飯を共にしてみたのだ。


「いや、マジで女にしか見えねぇんだぜ、こいつの女装。そりゃもう驚おどろいたのなんの」


「そういう絽美たちＤ組は、どんな店をやるんだ？」


　興奮気味に語る石田を無視して、オレは会話を流した。


　聖☆ジュウの文化祭は、学年ごとにテーマが決まっている。一年生は舞ぶ台たい発表系、二年生は飲食店、三年は完全に自由参加で、受験のないＦ組くらいしか参加しない。


「うんとね、うちはカジノ喫きつ茶さ」


「カジノ喫茶？　なんだ、それ？」


「お客さんは、飲食の合間に、カジノっぽいトランプゲームで遊べるの」


「ああ、ポーカーとかブラックジャックとか？　じゃあ、絽美はディーラーか何かか」


「ううん、私はウェイトレス」


「僕はディーラー役だよ」


　隣となりの黒川がそう言って、オレはふうんと相あい槌づちを打った。


「まあ、いかにもサマになりそうだもんな、オマエ」


　認めたくはないが、男のくせにメイド服なんかが似合ってしまうオレとは大おお違ちがいだ。


「それにしても、妹尾はよくメイドをやる気になったよな。イヤじゃないのか？」


　ふと気になって、斜はす向むかいにいる妹尾を見た。彼女はゆったりとした物もの腰ごしで、お手製の弁当を口に運んでいる。


「イヤそうに、見えましたか？」


　妹尾は箸はしを持つ手を止め、オレを見つめて小首をかしげた。その表情は、どこか不思議そうにも見える。


「いや……。っていうか、あんなひらひらした服着て人前に立つなんて、そんな目立つこと、妹尾みたいな娘こは苦手じゃないのかなーって」


「……そんなことは、ないですよ」


　屋上の四よ隅すみには大きめの花か壇だんがあって、この時期にもまだ緑の葉が茂しげっている。オレの後方にあるそれを眺ながめながら、彼女は穏おだやかにそう答えた。


「それより、恵え比び寿すさん遅おそいですね」


「あっ、そうだ、莉れい子こちゃんね」


　それを聞いて、絽美が声を上げた。


「今日の昼休みは、生徒会の緊きん急きゆう招集がかかっちゃったんだって。ほら、莉子ちゃんって副会長でしょ？」


「ふ、副会長!?　莉子サマが!?」


　新事実を耳にして目を丸くするオレを、みんなは冷ややかに見守った。


「なんだ、知らねぇのか。おまえだって役員選出の投票には参加してたじゃねぇか」


「いや、でも結果を知らなかったっていうか……みんなは知ってたのか」


「はい」


「知っているよ」


　妹尾も黒川も、当然のごとく頷うなずく。


「マジかー。でも、アレだよな、うちの生徒会って確か、別名『懲ちよう罰ばつ委員会』とかいうトンデモな……」


　聖☆ジュウの生徒会は、やたらおっかないことで有名だ。生徒の自主性を重んじるとかいう理由で、我が校の校則には、女子の制服以外にも規定がゆるい点が散見する。そこで、風紀委員の役割も兼かねている生徒会が独自に細かいルールを設けた上で、生徒たちに守らせる執しつ行こう力りよくとして「少々の暴力」を行使する権限を有しているのだ。


　しかし、この「少々の暴力」というのが聞くだに恐おそろしい。


　オレが知っている噂うわさでは、一学期の終わり、学校にペットを入れてはいけないという規則を破って愛犬を連れてきた男子生徒に対し、数すう匹ひきの野良犬が待つ檻おりの中へ、ほぼ全ぜん裸らのところ体中にバターを塗ぬりたくられ放り込まれる、という刑けいが執行されたそうだ。


　要するに、ドＳの巣そう窟くつである。


「なんで知らなかったんだ、オレ……」


　あの高飛車お嬢じよう様さまな莉子サマがそんな生徒会の役員だなんて、ハマり役というかなんというか、ちょっとシャレにならないものがある。


「生徒会の緊急招集って、文化祭のことでですか？」


「うーん、違ちがうんじゃないかな。今日は、違い反はん者しやへの新しい罰ばつを考えるんだって莉子ちゃん言ってたよ」


　妹尾に説明する絽美のセリフを聞きながら、今後は莉子サマを怒おこらせないよう、より一層の注意を払はらおうと心に決めた。


「……恵比寿莉子といえばよぉ、聞いたか、あの噂」


　そこで、石田がオレを見てそんな話を切り出した。


「あの噂って、なんだよ？」


「この前、恵比寿病院に泥どろ棒ぼうが入ったらしいぜ。なんでも、金庫から四億円が持ち出されたとか」


「よっ、四億円!?」


　そんな大金が、そもそもなぜ金庫なんかにあるのか。


「犯人は？」


「わかんねぇって。警察にも届けてねぇみたいだし」


「えっ、なんで？」


「さぁな。なんか大事にしたくねぇ理由でもあんじゃねぇの？　大だい富ふ豪ごうの事情なんざ知らねぇけど」


「まあ……莉子サマの家がどんだけ金持ちなのかは知らないけど、どうせ四億円だって屁へでもない額なんだろうしな」


「それが、違うみたい」


　そこでオレたちの会話に入ってきたのは、深刻な面おも持もちの絽美だった。


「さっきお昼誘さそいに行ったとき、莉子ちゃん、すごく落ち込んでるみたいだった。どうしたのって聞いたらその話を教えてくれて、最近は病院の経営も昔みたいに羽は振ぶり良くいってなくて、実は苦しかったんだって」


「確かに、ものすごくお金がかかってそうな病院だからね」


　恵比寿病院に通院したことのある黒川が、訳知り顔に頷く。


「しかし、あの莉子サマが落ち込むなんてことが……」


　だって、あの傲ごう慢まんな態度に、「懲罰委員会」の副会長だぞ？


　それに、そんな大金を泥棒に盗ぬすまれて警察に言わないのはなんでだ？


　なんだか引っかかる。何かがおかしい。うちのじーちゃんを見ていればわかるように、大金持ちなんていう種族は思考がブッ飛んでいるものなんだ。


　そこでオレが思い出したのは、臨海学校の最後にじーちゃんから突つきつけられた宣戦布告だった。


　――ワシはオマエを陥おとしいれる！　ヴィーナス賞は絶対にやらん！


　――ワシは恵比寿家と手を組む。


　あれ以来、オレはじーちゃんと直接話をしていない。じーちゃんが恵比寿家と組んで何をするつもりなのかは不明だが、今後、莉子サマにからんだ出来事については注意しておいた方がよさそうだ。


「……でも、困っちゃったな。今日の放課後までに、生徒会へ文化祭の教室使用許可証を出さなきゃいけないの。さっき莉子ちゃんに会ったときは持ってなくて出せなかったけど、考えてみたら次は体育だし、放課後までに会えるかな？」


「そんなの、文化祭係に任せとけばいいんじゃないのか？」


「いや、クラス出し物ではなくて、部活の方の許可証だよ。僕もここで恵比寿さんに渡わたせばいいと思っていたんだけど、どうしよう」


　黒川がそう言ったので、オレは目をしばたたかせた。


「黒川。オマエ、部活なんか入ってたのか」


「ああ。部長が許可証を書かないといけないんだ」


「しかも部長なのか！」


「それも知らねぇのかよ、成道」


　石田が脇わきから口を出す。


「臨海学校の部屋でも、その話してただろうがよ」


「あ、でも、そういえば、瀬せ木きはあのとき寝ねていたかもしれない」


「そうだっけか？　あの話、傑けつ作さくだったよなぁ！　おまえが春山で遭そう難なんしかけて、昆こん虫ちゆうを食おうかとあわやカブトムシの幼虫を炙あぶりそうになったくだりなんざぁ……」


「やめよう、瀬木と妹尾さんがまだ食事中だよ」


　黒川が苦笑して石田に言い、ナチュラルにハブられていたオレの胸がしくりと痛んだ。


「そうか……。で、黒川、何の部活入ってるんだ？　登山部？　ワンダーフォーゲル部？」


「いや」


　のけ者の悲しみを押おし隠かくして尋たずねると、黒川は首を振ふる。


「天文部だよ」


「て……んもん……？」


　それでなぜ、カブトムシの幼虫なのか。


「って、いつも教室でプラネタリウムの上映会やってるとこだよな。お化け屋や敷しきに次いでカップルに人気の出し物の……」


「ひひひ、あの話を思い出しちまったら腹が痛ぇ！　一年が足を滑すべらせて『部長ぉ！』って叫さけびながら崖がけから落ちてくとこを片手でキャッチとか！　どこのファイト一発だよ！」


「おい、石田！　オレの話を遮さえぎるな」


　それに、そんな危き機き一いつ髪ぱつな話で大笑いできるオマエはなんなのか。


「……にしても、天文部とはまた、ヒジョーに女子受けの良さそうなところを……」


　響ひびきも出し物もロマンチックだし、「星座のわかる男の人ってステキ！」とか言って夢見がちな新入生女子が毎年殺さつ到とうしているに違いない。いくら女子だらけとはいえ、入部しただけで変なあだ名をつけられ、女め々めしいレッテルを貼はられてしまう手芸部とは大違いだ。


「いいなあ。黒川、オレにも星の見方を教えてくれよ」


「いいよ。今度、観測会があったら一いつ緒しよに行くかい？」


「えっ、行く行く！　いいのか？」


　興奮して尋ね返すと、黒川は快く頷いてくれる。


「ああ。観測はもちろん夜だから一いつ泊ぱく二日になるけど、それでよかったら」


「全然オッケー！　絽美も行こうぜ！」


　調子に乗って誘うと、絽美は視線をさまよわせて肩かたをちょこっとすくめた。


「うーん、行ってみたいんだけど……。自分のクラブの活動でもないし、男の子もいるお泊とまり行事には、両親の許可が出ないと思うな」


「そっかあ。妹尾は？」


「わたしも泊まりはちょっと……。弟の世話もありますし」


「うーん、そうだよな……。石田は来るよな？」


「行かねぇ！　行きたくもねぇ」


　さっきまで散々楽しげに笑っていたくせに、石田はあっさり断った。


「なんだよ。急に冷めたな、オマエ」


「話聞いただけで、俺はお腹なかいっぱいだもんよ。おまえもちゃんと聞いてから行けよ。マジで傑作だからよぉ」


　そうやって話し手が五人もいると、時間が経たつのはあっという間だった。あと十分で五時間目の予よ鈴れいというとき、Ｄ組の生徒が絽美と黒川を呼びに来た。


「Ｃ、Ｄ組のクラス委員、用事があるから本ほん鈴れい前に来いって鬼おに沢さわが言ってるー！」


「はーい！」


　答えた絽美は自分の弁当箱を鞄かばんにしまうと、代わりにそこから一枚のプリントを出した。さっき言っていた、教室使用許可証とかいう物だった。


「ね、ね。お願いなんだけど、誰だれか、莉子ちゃんに会いに行く時間ある人いる？」


　慌あわただしく立ち上がる絽美を見て、弁当箱を片づけていた妹尾がそっと手を上げた。


「わたし、行ってもいいですよ」


「ほんと？　ごめんね」


「いいえ。今日は体育を見学するので、着き替がえなくていい分、時間がありますし」


「ありがとう、雪ゆき菜なちゃん。助かるよう！」


「じゃあ、僕のもお願いしていいかな」


「はい、いいですよ」


　そうして絽美と黒川からプリントを受け取った妹尾は、二人が屋上を後にしてからほどなくして、鞄を持って立ち上がった。


「もう行くのか？」


「はい。生徒会室に直接出した方が、あとで恵比寿さんを捜さがすより確実だと思いますから」


「あ、なるほど」


　生徒会室は屋上の一階下である五階にあるので、教室に帰る途と中ちゆうで寄って行けばいいだけの話だ。


「じゃあ、少し早い気もするけど、オレたちも帰るか」


　実を言うと、オレは委員会での莉子サマの様子を見てみたかった。


「ボンテージとか着て、ムチ持ってたりしたらどうしよう……」


　脳内では、早くも莉子女王様のめくるめくＳＭプレイが繰くり広げられている。決してＭ男ではないはずなのだが、未知の世界への興味で胸がドキドキして仕方ない。


　しかし、そんなオレの期待は、意外な形で裏切られることになった。


「……あそこですね」


　五階に下りると、すぐに「生徒会室」のプレートの掛かかった教室が見える。妹尾と石田と共にドアの前に立ったオレは、細く開いたドアから見えた光景に思わず鞄を落とした。


「……おお、なかなかカワイイじゃないか、リコちゃん！」


　そう言って瞳ひとみを輝かがやかせているのは、生徒会長の三年生女子、四し条じよう先せん輩ぱいだ。下の名前は知らない。選挙の時期にはあちこちでフルネームを散々目にしたはずなのに、いかにオレが生徒自治に興味を持っていなかったかだ。


　女子テニス部の部長も務めている四条先輩は、ショートヘアに日に焼けた肌はだがさわやかな体育会系美少女だ。裏表のないサバサバした人ひと柄がらで、男女を問わず好感度の高い生徒会長……のはずなのだが、今オレの目に映る先輩は、どう好意的に解かい釈しやくしても、とんでもないことをしていた。


「だからぁ……っ！　ワタシは『リコ』じゃなくて『レイコ』ですっ、先輩！」


　対する莉子サマは、日ひ頃ごろの横おう柄へいな物言いはどこへやら、ほとんど涙なみだ目めになって先輩に訴うつたえている。


「そうか？　すまないな、アタシは頭が悪いから、一度聞いただけじゃ覚えられないんだ」


「一度や二度じゃありませんっ！　ご自分の右みぎ腕うでの名前くらい、いい加減覚えてください！　ワタシがいなきゃ、集会用の資料だってまともに作れないくせにっ！」


「悪い、悪い。許してくれ、リコちゃん」


「ほらッ！　絶対わざとやってますね!?　先輩ッ！」


「謝るよ、この通りだ」


「痛っ……！　ちょっ！　これ以上、縄なわを引っ張らないでください……ッ！」


　縄。


　な　わ　。


　そう、四条先輩は華か麗れいな手つきで縄を操り、莉子サマの全身を縛しばり上げていた。特に、上半身には大きな網あみ目めを作るように縄が渡され、極限まで肌に張りついたセーラー服が胸の形をくっきり写し取っている。その姿は、人並み以上にスケベなオレでも一いつ瞬しゆん目を逸そらしてしまったくらい生々しくイヤラシイ。


「うーん、やっぱり亀きつ甲こう縛しばりは実用的じゃないな。女の子だと若干楽しいが、男子生徒用の辱はずかしめにはならないしな」


　そう言って、四条先輩は縄で強調された莉子サマのバストをツンと突つく。


「先輩……ッ！」
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　顔を真っ赤にした莉子サマが、声を震ふるわせながら叫んだ。


「ずっと疑問に思っていたのですが、どうして我々は毎度毎度、こんな奇きっ怪かいな懲ちよう罰ばつを考えなければならないのですか!?　生徒を取り締しまるための罰ばつ則そくなら、反省文を提出させるなど、もっと違い反はん者しや本人の自覚を促うながすようなやり方があるではないですか！」


　すげぇ。


　莉子サマ、あんなエロい恰かつ好こうでめちゃくちゃまともなこと言ってる。


「反省文？　イヤだね」


　しかし、彼女の提案は会長に一いつ蹴しゆうされた。


「それって、要するに作文だろ。そんな頭の痛くなるようなものを書かせるなんて、いくら違反者にだってかわいそうだ」


「何をおっしゃいますか！　少なくとも、こんな人道に悖もとるような行こう為いよりはよほど……」


「第一、それじゃアタシが楽しくない。さあ、次行くよ、次！」


　高らかにそう言うと、四条先輩は莉子サマの縄を解き始めた。莉子サマがほっとするのも束つかの間、先輩は再び鮮あざやかな手さばきで縄を宙に躍おどらせる。


「ちょっ……！　先輩、いい加減にしてくださいっ！」


「そうか？　じゃあ仕方ないな、次は誰にしようかな」


　やけにあっさり引き下がった四条先輩の視線は、生徒会室の奥へ向いていた。顔の角度を変えて窓際をのぞいてみると、部屋の中にはもう二人、おそらく書記だか会計だかであるらしき女生徒が、これ以上ないほど小さく身を縮めて立ちすくんでいた。


「せっ、先輩！　一年生にまでこのような無体を働くのはおやめください！」


　見かねた莉子サマが叫さけぶと、先輩は彼女に向き直る。


「そ？　じゃあ、やっぱリコちゃんだな。アタシ好きだよ、リコちゃんの体。きれいだし、縛りやすいし」


「ああっ！　もういやああぁ――っ！」


　莉子サマの絶ぜつ叫きようもむなしく、素しろ人うととは思えないほど巧たくみな縄使いである生徒会長によって、彼女は着々と緊きん縛ばくを施ほどこされていく。


　教室の外にいるオレたち三人は、物も言えずにその光景を見守った。ドアを叩たたこうとしていた妹尾も、右手をノックする形に握にぎったまま固まってしまっている。


「……できた！」


　数分後、四条先輩はゲームセット後のテニスプレイヤーのような清すが々すがしい表情で額の汗あせを拭ぬぐった。


「上半身は後ろ手観音で、下半身は座ざ禅ぜん縛しばりにしてみた！　なかなか美しいだろう」


　会長の言っていることはなんのこっちゃだが、確かに縛られた莉子サマの姿はきれいだった。彼女は背筋を伸のばし、両手は背中の中心でぴったりと合がつ掌しようさせられ、脚あしは座禅を組んだ状態で動かないように足首を固定されている。一見すると仏像のような恰好で、そこはかとなく神秘性すら感じた。


「うん、今度の違反者にはこれにしよう。裸はだかだったら、男だって相当恥はずかしいぞお～」


「そうですか？　ワタシにはイマイチよくわかりませんけど……」


　首をひねる莉子サマに、先輩はそこで急にえげつない笑みを見せた。


「ふふふ、恥ずかしいのはこれからだよ。ここをね……」


　そう言いながら、莉子サマの肩かたに手を伸ばす。


「えいやっ！」


「きゃあっ！」


　上半身を勢いよく突き飛ばされた莉子サマは、バランスを失って後ろに倒たおれた。座禅を組んだ太ももから、ミニスカートが勢いよく翻ひるがえる。


「ほーら、恥ずかしい！　パンツ丸見え！」


「イヤッ！　起こして！　起こしてください、先輩ッ！　後生ですからっ！」


　両手の自由が奪うばわれているので、倒れた莉子サマは一人では起き上がれない。大きく開かい脚きやくしたままダルマのようにころころ転がり、金切り声で喚わめくだけだ。


「ほらほら、レースのついたかわいいパンツ、一年生にもしっかり見られちゃってるよ！　恥ずかしいなあ、リコちゃん先輩」


　その言葉通り、窓際の一年生二人は両手で目を覆おおいつつも、指の隙すき間まをちゃっかり開けて、自分たちをかばってくれた先輩のあられもない姿をバッチリ瞳に焼きつけていた。古典的である。


　生あい憎にくオレたちの位置からだとスカートの中身は見えないが、唇くちびるを嚙かみしめて屈くつ辱じよくに耐たえる彼女があまりにもかわいそうなので、それでよかったような気がする。


　というか、仮にも「性せい獣じゆう」の孫であるオレにこんな衷ちゆう心しんを起こさせるなんて、うちの生徒会長はすごすぎる。


「ちょっと！　黙だまって見てないでワタシを助けなさいよ、一年っ……！」


「アハハハ、大だい丈じよう夫ぶ、とってもかわいいよ、リコちゃん！」


　莉子サマが涙を浮うかべて悶もん絶ぜつする部屋の中に、会長の爽さわやかな笑い声が高らかにこだました。


「……すげぇ修しゆ羅ら場ば、見ちまったな」


「全米が震しん撼かんするドＳだったな」


　気づくと予よ鈴れいが鳴っていて、オレたちは言葉少なにその場を離はなれた。とても声を掛ける気にはなれなくて、二枚の教室使用許可証はドアの隙間から部屋へ滑すべり込ませておいた。


「……そういえば妹尾、今日の体育休むのか？」


　一いつ旦たん教室に戻もどって更こう衣い室しつに向かう途と中ちゆう、さっきの衝しよう撃げきを引きずりながらも、気を取り直して尋たずねた。石田がトイレへ行ってしまって、妹尾と二人きりになったのだ。


「はい、今日は見学です」


「そっか」


　妹尾は、時々体育を休む。その頻ひん度どが月に一、二回程度なので、今日も毎月の女子の事情的なものなんだろうとそわそわした。


　すると、隣となりを歩く彼女が俯うつむいて口を開いた。


「……持病があるんです、わたし。いつもは大丈夫なんですけど、日によっては走るのが辛つらいことがあって」


「へえ」


　深刻な雰ふん囲い気きに不ふ釣つり合いな、間ま抜ぬけな返事をしてしまった。すぐに気がついて、言葉を継つごうと息を吸う。


「……持病って……」


「瀬木ー！」


　そのとき、向こうからオレを呼ぶ声がした。見ると、体育館の方から黒川が走ってくる。すでに体操服に着き替がえていたヤツは、妹尾にちょっと目礼してオレに話しかけた。


「さっき言っていた観測会の話なんだけど、再来週の文化祭の翌日にやることになったよ。その日は代休で、次の日も祝日だから」


「文化祭終わってすぐに、また活動するのか？」


「山は十月になると入れないところも出てくるから、今のうちに活動しないと」


「そっか。別にオレは大丈夫だよ」


「それなら、部員のみんなに言っておくよ。じゃあ」


　そうして黒川が去っていくと、オレと妹尾の間に気まずい沈ちん黙もくが流れた。


「……で、なんの話してたっけ？」


　わざとらしく言ったオレに、妹尾はいつもの憂うれいと優しさの漂ただよう微び笑しようを見せた。


「わたしも、忘れてしまいました」


「……そ、そうか」


　ほっとしたような残念なような、複雑な気持ちだった。妹尾のことを知りたいような、知るのが怖こわいような、そんな気持ちに通じていた。


　まあ、いいさ。いつか話したいときがきたら、彼女は自分から話してくれるだろう。


　そう思って考えることを放ほう棄きしたオレの罪は、このときのオレには想像もつかないほど大きかったのだと、あとで知ることになるのだった。





　　　　　☆





　そうして、文化祭の日が近づいてきた。





「じゃじゃーん！　見て見て、成道くん！」


　数日後に文化祭が迫せまったある日の放課後、手芸部の部室に行くと、ドアを開けた先にオレの顔があった。


「えっ!?　えっ……？」


　よく見ればそれは等身大のぬいぐるみで、顔の部分にクラス写真から引き伸ばしたオレの顔がアイロンプリントされているのだった。


「完成したのか、文化祭のオレの人形」


「うん！」


　そこでぬいぐるみの後ろから、絽美がぴょこんと顔をのぞかせる。


「どう？　かわいいでしょ？」


「う、うん……、かわいいっていうか……」


　褒ほめられたい犬のような瞳ひとみでこちらを見上げている絽美には悪いが、そのぬいぐるみはお世辞にも「かわいい」なんて言える代しろ物ものではない。そもそも、ぬいぐるみのくせに八頭身の人型というのも気持ち悪いし、プリントされた顔は逆光寸前の激しい西日の中で撮とられたもので、いくらナルシストのオレでも自己弁護できないくらい、写真写り最悪だった。


「……ま、まあ、よくできてるよな。うん、すごい」


「でしょ？」


　満足げに笑った絽美は、続いて部室の奥を振ふり返った。


「ね、じゃあ、あの中でどれが一番いいかな!?」


「えっ!?」


　彼女が示す先を見て、オレは背筋がぞっとするのを感じた。


「な、なんで……」


　そこにはなんと、目の前にあるものと同じオレ人形が、変身の解けたコピーロボットさながらの不気味さで四体、横たわっていたのだった。


「最近、みんなクラス出し物の準備もあって、部室に人がそろわなかったでしょ？　だから、その間に自分で作ってたの。うまくできなくて、たくさん作っちゃった」


「うまくって……全部同じように見えるんですけど……」


「えっ、そう!?」


　絽美は急に顔を赤らめ、太もものあたりのスカートを両手で握ってモジモジした。


「や……やだな。一つ一つ違ちがうんだよ。こっちのはちょっと足が短くなっちゃったし」


「ぬいぐるみなんだから、もっと短くてもいいくらいじゃん？　手足長いとキモいし、安定感ないし。そもそもオレ自身、六頭身ちょっとしかないんだから、同じ身長ならこっちはスタイル良すぎるくらいだよ」


　皆みなさんも想像していただきたい。八頭身の人面ぬいぐるみがいかに異様であるかを。


「えっ！」


　絽美はさらに真っ赤になり、俯いて言葉を詰つまらせる。


「で、でも……。こっちの方がカッコいいかと思ったの」


「うん、もし人間だとしたら相当カッコいいよ」


　そう、モデルのオレよりも……。


「それに、出来の違いもオレにはわかんないなあ。よっぽど気にして見てないと……」


「ちっ、違うの！」


　そこで、絽美はなぜか大声を上げた。部室には他にも数人の部員がいて、彼女たちが一いつ斉せいにこちらを向く。


「気にしてたっていうか、私はほら、作り手だから、細かいところが気になっちゃって！」


「うん、わかるよ」


　オレも、ぞうきんの並なみ縫ぬいの目が少し乱れただけで、いつも数針戻ってやり直してしまう。こう見えて職人気質かたぎなのだ。


「別にいいじゃん、絽美。フェミ男の言う通り、どれも大して変わんないよ」


　そこで、他の女子部員たちがこちらの話に入ってきた。


「適当に選んで、あとはさっき話した通り、ダーツの景品にしようよ」


「ま、フェミ男人形もらってお客さんが喜ぶかはわかんないけどネ」


「五ご寸すん釘くぎとセットで渡わたして、自宅用のストレス発散人形にしてもらうとかは？」


「ちょっと待った！」


　なんだか色々聞き捨てならないが、とりあえずオレはストップを掛かけた。


「ダーツって、何？　オレそんな話聞いてないぞ」


「あ、それなんだけどね、成道くん」


　すると、絽美がオレに説明してくれる。


「ただ五寸釘を打つだけじゃ出し物としてどうかなって思って、ゲーム要素も取り入れることにしたの。ストレス発散用の他に、ダーツの的として使えるのをもう一体、ね」


「ま、的……！」


　一体うちの部員たちは、オレの分身がどれほど金属の先せん端たんで貫つらぬかれれば満足するのか。


「でも、どこが何点とかって、どうやって……」


「ああ、それならもう決まってるよ。右目が百点、左目が九十点、あとは適当に。三投した合計点が二百九十点以上の人に、余ったフェミ男人形あげることになったわけ」


　そう言って女子部員が引っ張りだしてきたのは第六のオレ人形で、よく見れば両目の眼球に色の違うシールが貼はられてオッドアイの様相を呈ていしている。


「何がなんだかひどすぎる……！」


　早くも自分が目つぶしをくらったような気分になって、両目を押さえて床ゆかによろけた。


「だっ、だいじょぶ？　成道くん！」


　そんなオレを絽美が支えようとして、手を離した拍ひよう子しにオレ人形が倒たおれる。


「あっ！」


　たかがぬいぐるみなのに、絽美は慌あわててそれに手を伸のばす。重心が傾かたむいた八頭身のぬいぐるみは、床を滑りつつ彼女に真正面から激げき突とつした。


「きゃっ！」


「おおっ……！」


　傍そばで見ていたオレは、思わず歓かん声せいを上げた。というのも、なんと倒れてきたぬいぐるみの顔部分に、絽美の顔がキスするような形で当たったのだ。


「大だい丈じよう夫ぶか、絽美。ごめん、オレがふざけたばっかりに……」


「ん、だいじょぶだよ」


　所しよ詮せんは綿の詰まったぬいぐるみなので、衝撃自体は大きくない。オレと同じく床にしゃがみ込んだ彼女は、そこで「あっ」と声を上げた。


「どうしよう、汚よごしちゃったかも。景品になるやつかもしれないのに」


　そう言って床に横たわるオレ人形に近づき、顔の辺あたりを検分する。


「やっぱり、リップクリームついちゃってる。取らなきゃ」


　呟つぶやいた絽美は、スカートのポケットからハンカチを取り出した。そうして、オレ人形の腹の上に跨またがって座る。


「おっ、おおお……！」


　そんな、大だい胆たんな！


　オレの動どう揺ようなどおかまいなしに、絽美は片手で人形の顔を支え、もう片方の手でハンカチを持ってオレの顔プリントの唇くちびる付近を拭ふき始める。


　ハンカチで布地を擦こする度たびに、彼女の上半身がオレ人形の腰こしの上でリズミカルに動く。魅み惑わくの太ももが、人形の胴どう体たいに両りよう脇わきから擦りつけられているのが見て取れる。


　エロい。エロすぎる……！


「落ちないよう」


　焦あせる絽美の手の動きが細かくなり、オレは布と綿でできた自分の分身に嫉しつ妬とした。


「な、なあ、絽美」


　ついにいたたまれなくなり、えいっと立ち上がって声を掛けた。


「うん？」


　絽美は手を止め、ぬいぐるみに跨ったまま汚けがれない瞳でこちらを見上げてくる。ちょっと気が引けるが、思い切って続けた。


「あの、その体勢ヤバいっていうか、一応オレの人形だし、他人ひと事ごととして見られないっていうか……」


「え……？」


　絽美は初め、何を言っているかわからないという表情をした。続いて、オレの視線をたどって人形に目を落とし、自分の取っている姿勢に気づいたようだ。


「やっ、やだっ！」


　ほとんど飛び跳はねるようにして人形から立ち上がり、スカートを何なん遍べんも撫なでてプリーツを整える。


「ヘンなこと言わないでよう、成道くんのエッチ！」


「ごっ、ごめん」


　あまりにもピュアな反応に、つられてオレも恥はずかしくなる。


「いやー、今のは絽美が悪いよ」


「そうそう、あたしもちょっとドキドキしたもん」


　すると、周りにいた女子たちがオレの援えん護ごをしてくれた。


「ほんと、絽美はウブだからねぇ」


「もしかして、今のぬいぐるみとのチューがファーストキスなんじゃない？」


　ニヤニヤ顔の部員にからかわれ、絽美はたちまち信号機のように赤くなった。恥ずかしいときの癖くせらしく、スカートの生地を両手で握にぎり、火ほ照てった顔もそのままに、自分を笑い者にした友人たちを恨うらめしげな上目づかいで見つめる。


「……そうだよ。悪い？」


　それだけ言って紅潮した頰ほおを膨ふくらませる絽美を、女子たちは数秒見守った。そして。


「……か、かわいいっ！」


「からかってゴメン、絽美ー！」


「一生そのままでいて！」


　女子部員が一斉に絽美のもとへ走り寄り、わっちゃわっちゃとおしくらまんじゅうのように抱だき合う。手芸部ではよくある光景だ。


「……ちょっと、フェミ男」


　彼女たちを眺ながめて突つっ立たっていたオレは、副部長の女子から呼びかけられる。


「ぼんやりしてないで、今から当日の段取りを確認するから、この人形片づけるよ」


「えっ、どこに」


「クラブ倉庫に決まってるでしょ。軽いから一気に持ってっちゃってよ」


「あっ、私も行くよ！」


　輪の中で皆みなに抱だきつかれていた絽美が、小さな手を上げてオレに言った。


「いくら成道くんが男の子でも、一人で六体はムリだよ」


　確かに、それはそうである。


「まあ、でもオレが往復すればいいだけだからさ。絽美は絽美でやることあるだろ？」


「そうだよ、フェミ男に任せなよ」


「いい、私行くよ！」


　珍めずらしく強い口調で言い張った絽美に、副部長もそれ以上は言わなかった。


　クラブ倉庫は、部室棟とうの地下一階にある。オレと絽美は八頭身ぬいぐるみをそれぞれ四つと二つ抱かかえて、廊ろう下かを歩いて倉庫へ向かった。


「…………」


　困った。さっきまであんなに楽しく会話できていたのに、二人きりになった途と端たん、話がなくなった。


　あれ？　絽美とオレって、そもそも普ふ段だんどんなこと話してたっけ？　確か、いつもは会話が途と切ぎれそうになると、絽美が「ねえねえ、成道くん」って明るく……。


　そうか。なんか今日、全体的に絽美の様子がおかしいんだ。


「絽美」


　気まずいので呼んでみると、傍かたわらの絽美はビクッと肩かたを震ふるわせた。


「なっ、何？　成道くん」


　こちらを見上げる顔は、不自然なほど上気している。


「え……っと……」


　待て。落ち着け、オレ。世の中、そんなに都合いいことなんてそうそうないんだぞ。


　以前のオレだったら、ここで「やっぱり、どう考えても絽美はオレに気がある」と容易に勘かん違ちがいしたところだ。


　でも、今のオレは違う。新しく生まれ変わった、いわば成道ＥＸたるこのオレは、ナルシスト仕様だった頃ころの思考回路を完全に断つのだ。それでなくても、臨海学校では辛しん酸さんをなめたじゃないか。妹尾がオレのことを好きだなんて勘違いして……。


　そこまで考えて、この前の妹尾との会話を思い出した。


　――持病があるんです、わたし。


　結局、あの話はなんだったのだろう。そうだ、このことを話題にしよう。


「なあ、絽美って妹尾と……」


「ねえ、成道くんは誰だれと……」


　思い切って言葉を続けたとき、絽美と見事に声が重なった。


「えっ？　なんて？」


　急いで言葉を切って尋たずね直すと、彼女は物もの凄すごい勢いで首を振ふる。


「ううん！　大したことじゃないから、成道くんからどうぞ！」


「あ、そう？　ありがとう」


　素直に厚意に甘え、オレは改めて質問をする。


「絽美って、今は妹尾と結構仲いいんだよな？」


「ん？　うん、雪菜ちゃんとは臨海学校から特に仲良くしてるよ。それがどうしたの？」


「いや、ちょっと話しにくいことなんだけど」


　そう前置きして、言葉を選ぶ。


「妹尾って、割とよく体育休むじゃんか。あれってなんでなのか知ってるか？」


「ううん、知らない」


　絽美はあっさり頭を振った。


「私も前にちょっと聞いてみたんだけど、『少し体調が……』って言って、話したくなさそうだったから、悪いと思ってそれ以上追つい及きゆうしなかったんだ」


「そうか……」


「成道くんは、理由知ってるの？」


「いや、オレも知らないから、絽美になら言ってるのかなと思ったんだ」


　考えてみれば、妹尾には謎なぞが多い。そもそも、あんなに大人しそうな子が変態学園と名高い聖☆ジュウに入ったのも不思議だ。


　オレたちにはみんな、入学した理由がある。オレはヴィーナス賞を獲とるためだし、絽美は難関私大の学校推すい薦せんを狙ねらって、石田は美少女目当てで、自分をモテないブサイクと信じ込んでいる黒川はカップル試験での奇き跡せきに賭かけて、莉子サマはカップル試験で恋れん愛あい力りよくを鍛きたえることを父親に期待されて、この学園にやってきた。


「妹尾は、なんでこんな学校に入ったんだろうな……」


　ほとんど独ひとり言ごとのように言ってから、ふと我に返った。


「……ああ、そういや、さっき絽美が言いかけたことってなんだ？　オレの話は終わったから、今度はそっちが話してくれよ」


　ところが、絽美はちょっと眉まゆ根ねを寄せて微笑した。


「ううん、いいの。ほんとに大したことない話だったから」


「そうなのか？」


「うん。それより、雪菜ちゃんの話しようよ！」


　急に明るい声になって、いつものように屈くつ託たくのない笑顔を見せる。


「この前聞いたんだけどね、雪菜ちゃんって、小学校のときピアノの他に水泳も習ってたんだって。謙けん遜そんしてたけど何かの大会にまで出たことあるらしいし、タイムもすごく速かったみたい。だから臨海学校でもあんなに上手だったんだね」


「へえ」


　初耳だった。妹尾のことは、どちらかと言えば図書室で本でも読んでいるタイプだと思っていたから、そんなに活動的で目立つ小学生時代を送っていたとは思わなかった。


「じゃあ水泳部入ればよかったのにな。水泳の授業はないけど、部活は今でもあるし……」


　一人でぶつぶつ呟つぶやいていると、絽美は心なしか気落ちしたように微笑む。


「いい子だよね、雪菜ちゃん。とっても優しいし、なのにちょっとミステリアスで、私がもし男の子だったら、きっと異性としてすごく惹ひかれちゃうと思う」


　それを聞いて、オレはふうむと唸うなった。


「やっぱそう思う？　うちのクラスでもすごい人気なんだよ。メイド決めのときにも野や郎ろう共から真っ先に名前が挙がってさ。みんな、ああいう娘こがタイプなんだよなあ」


「……成道くんも、そう？」


「うん……って、え？」


　控ひかえめな口調で問われたので、一いつ瞬しゆん質問だと思わずに聞き逃のがしてしまう。見れば、絽美は答えを待つようにオレを見つめていた。


「えーっと、オレは、なあ……」


　呟きながら、やはり臨海学校での苦い思い出が胸に去来する。


「んーと……」


「ごめん。やっぱりいいや」


　答えようとしたとき、絽美がそう言った。


「あ？」


　拍ひよう子し抜ぬけしてマヌケ面づらをするオレに、彼女は常と変わらぬ様子で微笑みかけてくれた。


　倉庫にぬいぐるみを置いて身軽になった帰り道の廊下、二人の間の空気はやわらかかった。あと少しで部室に到とう着ちやくするところで、絽美がふと立ち止まった。


「……ねぇ、成道くん」


「ん？」


　オレも歩みを止めて、後ろを振り向く。目が合った絽美は、もうすっかりいつもの彼女だった。


「成道くん、文化祭の当日、一いつ緒しよに回る女の子決めた？」


「え……？」


　あれ？　なんだっけ、その話。


「理事長先生が言ってたでしょ？　二日間、一人の異性と一緒に出し物を見て回ることができたら大おお幅はば加点だって。成道くんはヴィーナス賞を獲ることだけじゃなくて、☆ランクを上げることも目標にしてるんだよね。だったら、もう誰かと約束したのかなって」


「おお……っ！」


　忘れてた――っ！


　というか、あの時は色々混乱していて話自体よく聞いていなかった。だけどそうだ。絽美の言った通りだ。


　中の下を克こく服ふくしたオレが、ヴィーナスにふさわしい男を目指してさらなる高みへ上りつめるためにも、こんな絶好のチャンスを逃すわけにはいかない。


「……絽美は？　もう相手決まったのか？」


　ダメモトのつもりで聞いてみると、絽美は思いきり首を横に振った。


「ううん、まだ」


「なんでだ？　誘さそいならいっぱいあるんじゃないか？」


「そうでもないよ。佐さ々さくんには誘われたけど、カップル試験で両想いになれない人は元々認められないし、どうせなら部活とかが同じ人の方が仕事の合間に回りやすいかなって」


「部活が同じ……」


　そんな男子、オレしかいないじゃんか！


　……いや。


　ダメだ、成道。ダメだぞ、勘違いはダメだ。絽美は部活「とか」って言ったじゃないか。「とか」に何が含ふくまれるのかはまったく不明だけれども、きっと彼女の中では深い含がん蓄ちくのある助詞に違いないんだ。もしかして絽美はオレと一緒に文化祭を見て回りたくて、他の男からの誘いを断りまくってひたすらオレの誘いを待ってくれていたとか、そんな風に考えては決してダメだ。また痛い目を見たいのか。女なんてもんはきっと、男を軒のき並なみその気にさせていくのが仕事なんだ。そうだ、そう思え。


　よーし、段々テンションが下がってきたぞ……うん……。


「……ダメだったらいいんだけどさ」


　オレが言うと、絽美は顎あごを跳はね上げるようにしてこちらを見た。その瞳ひとみが期待と不安で震えているように見えるのを、再び「勘違いはダメだ」と自分に言い聞かせて打ち消す。


「よかったら、オレと一緒に見て回らないか、絽美」


　すると、絽美は大きな目を見開いてオレを見つめた。断られるのだろうかと腹に力を入れたとき、その口元がほころび、かわいらしい八や重え歯ばがのぞく。


「うん！」





　こうして、オレは誰もが認める美少女で学園のアイドルの絽美と、文化祭で一緒に行動する約束をしたのだった。
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　第二章　メイド服に踊おどらされるオレ





　それから数日を経て、待ちに待った文化祭の日がやってきた。


　前の晩、この歳としになってまさかの「遠足前夜、楽しみすぎて眠ねむれない」現象で夜中悶もだえ苦しんだオレは、ようよう白む部屋と意識の中で、何やら怪かい奇き音おんを耳にした。


　コツッ……コツッ……。


　その音は、頭の上の方から聞こえてきていた。


　コツッ、コツッ、ゴッ……！


「ん～～？」


　うるさいなあと思いながらも、眠いので無視する。そのうち、音は段々と間かん隔かくが狭せまく、激しくなっていく。


　ゴン、ゴン、ゴン、ゴゴゴゴゴンッ！


「わあっ！」


　ついに寝ねていられないほどの騒そう音おんになって、オレは布団から飛び起きた。枕まくら元もとにある窓ガラスを音源と見て、まだよく利きかない手でカーテンを開ける。そこで、驚おどろきのあまり一気に覚かく醒せいした。


「れれれ、莉れい子こサマ！」


　そう、二階にあるオレの部屋の窓に、なぜか莉子サマの姿が映っているのだ。


　よれよれのＴシャツとジャージに寝ぐせボーボーのオレを見ると、莉子サマはちょっと眉まゆをひそめた。そして、一語ずつ大きく発音するように唇くちびるを動かす。


「あ・け・な・さ・い・よ」


「はっ、はいっ！」


　不意を突つかれてまともな思考ができず、言われるままカギを外して窓を開けた。


「……おはよう」


　二人を遮さえぎる物がなくなると、制服姿の莉子サマは仏ぶつ頂ちよう面づらで言った。よく見れば、空中に浮うかんでいるように見えた彼女は、屋根から垂らした縄なわ梯ばし子ごにつかまっているのだった。


「どどど、どうしたの、莉子サマ」


「とりあえず、入るわよ」


　そう言うと、彼女は窓まど枠わくに膝ひざを掛かけた。土足で上がられるのかと思ったが、そこはちゃんと靴くつを脱ぬぎ、裏返しにしたローファーを窓際に置く。


　さりげなく時計を確認すると、時刻はまだ六時台だった。


「どうしたんだ、こんな朝早くに……」


　他にも疑問はたくさんあった。なぜオレの家がわかったのか、なんで縄梯子なのか、さっきの音は窓を叩いていた音なのか、とか。


「……ねえ、アンタ」


　こちらの質問には答えずに、畳たたみ敷じきのマイルームに入ってきた彼女は、オレの前に正座した。その顔には笑顔の片へん鱗りんも見当たらず、整いまくった造作が引き立って怖こわいほどだ。


「アンタって、許嫁いいなずけとか、いる？」


「えっ!?」


　聞き慣れない単語を、寝ね起おきの脳みそがとっさに理解できない。


「い……いい菜な漬づけ？」


　なにそれ、すげーうまそう。炊たきたてのほかほか白飯でかき込みたい。


「そう、許嫁よ」


　オレの脳内誤ご変へん換かんなど知る由よしもなく、莉子サマは強こわ張ばった顔つきで頷うなずく。


「いるの？　いないの？　はっきりしなさいよ」


「……あの、それって」


　ようやく、オレの中で「許嫁」の文字が第一変へん換かん候補に浮ふ上じようしてきた。


「親同士が決めたりして、将来結けつ婚こんすることになってる相手……？」


「そうよ。それ以外に何があるの」


「それなら、もちろんいないけど……」


　っていうか、イマドキそんなのいるヤツなんているのか？


「そう」


　オレの言葉を聞くと、莉子サマは満足げに口角をつり上げる。それから再び厳しい表情に戻もどり、大きく息を吸い込んでこう言った。


「アンタ、ワタシの許嫁になりなさい」


　……へ？


「お父様にはこれからお話しするわ。今の我が家の窮きゆう状じようを考えれば、お父様もきっとそれがいいとおっしゃってくださると思うの」


　……えーっと？


「アンタは長男じゃないから、恵え比び寿す家に婿むこ養よう子しに来るのよ。それでゆくゆくは瀬せ木き家の財産の相当分を継けい承しようして、我が家の財政を助けなさい」


「あのう……」


　そこで、オレはようやく口を開いた。


「それって、どういうことで……？」


「アンタ、知らないの？」


　莉子サマは正座のまま腕うで組ぐみし、高圧的な態度でオレをにらんだ。


「うちの病院に泥どろ棒ぼうが入ったのよ。お父様が商談用に使う金庫のお金が、全額なくなっていたの。近々大事な交こう渉しようがあるっておっしゃっていたのに、これじゃ失敗してしまうわ。でも、お父様はワタシには何もおっしゃらないの。こんなこと初めてよ。病院の経営だって前みたいにはうまくいってないのに……」


　そう言って心なしかうなだれる彼女には悪いけれども、正直オレは疑ぎ心しん暗あん鬼きだった。


「……でもさ、オレがその……許嫁になったからって、何か状じよう況きようが変わるのか？」


「変わるわ。バックに瀬木家の資産があれば、お父様は安心して事業に打ちこめるでしょ。そういう相手を婚こん約やく者しやに選べたってことは、ワタシはカップル試験なんかで恋れん愛あい力りよくを鍛きたえるまでもなく、すべての点において優ゆう秀しゆうな後こう継けい者しやとして認められるってことよ」


「はあ」


　滔とう々とうとまくしたてる莉子サマに、オレの疑いは強まる一方だ。だって。なぜなら。


「……莉子サマはそれでいいのか？　オレたち『友達』だろ？」


　自分だって言ってたじゃないか。臨海学校のときに。


　――ワタシと、友達になりなさい！


　――ちょっと、ナニ勘かん違ちがいしてるのよっ！　ワタシとアンタはあくまでも『友達』よ！


　だからオレは莉子サマの気持ちを考えて、据すえ膳ぜん状態だった彼女に何もしなかったんだ。そして、勘違いするなと言われればしないよう努めた。


「それに、莉子サマのとーちゃんが、莉子サマを聖☆ジュウに入れて、わざわざ今年カップル試験が行われるように手を回したっていうのは、莉子サマにちゃんと恋愛して将来の結婚相手を選んで欲しかったからだろ？　お金のためとかそういう理由でいいんだったら、最初から親の方で勝手に許嫁を決めてるんじゃないか？　オレには、今の莉子サマの言葉は、単なる口実としか思えないんだけども。キミの真意はなんなんだ？」


　オレの言葉に、莉子サマは一いつ瞬しゆんにして顔を赤くした。何か言い返してくるのかと思ったが、しばらくは黙だまって唇を嚙かみしめているだけだ。


「……アンタ、思ったより頭が切れるみたいじゃない」


　少しして、彼女はぽつりと呟つぶやいた。真実を明かされまいと躍やつ起きになっているのか、その顔は動どう揺ようで耳の方まで赤く染まっている。


　頭がよく回るのは当然だ。今のオレは、恵比寿家のことに関しては相当用心深い。


「それからもう一つ疑問なんだけど、なんで今日、この文化祭の日の朝にそんなこと言いにくるんだ？」


「そっ、それは……」


　そこで莉子サマは完全に言葉に詰つまった。


「……も、もし、許嫁になったら、アンタ……と……ぶ、文化祭、一いつ緒しよに……」


　俯うつむいて何やらモニョモニョ言っているが、よく聞こえない。


「しかも、なんでわざわざ家に？」


「……が、学校だと、誰だれかに見られるかもしれないでしょっ！」


「なんで誰かに見られたらまずいんだ？」


「なっ、なんでって、そっ……そんなの……恥はずっ……しぃっ……」


「パズー？　シータ？」


　アヤシイ。益ます々ますアヤシイぞ。なんで今ここでアニメの話なんだ。


　……わかった。オレが推測する、この件についての真実はこうだ。


　莉子サマのとーちゃんは、聖☆ジュウの理事会に裏から手を回してカップル試験を開かい催さいさせてしまうくらい、うちのじーちゃんとツーツーの仲だ。そしてじーちゃんは、まだ誰になるかわからないヴィーナスとオレが両想いになるのを阻そ止ししようとしている。となれば、一番手っ取り早い妨ぼう害がい策は、オレが女子全体にモテなくなるように仕向けることだ。そこで、莉子サマがオレと婚約して、そのことを大々的に公表するという作戦を、莉子サマのとーちゃんと共きよう謀ぼうしたというわけだ。莉子サマは「お父様」にいい跡あと継つぎだと認められたいから、当然その策に乗るだろう。絽ろ美みと文化祭を見て回る約束をしておきながら、他の女子と許嫁になったオレは浮うわ気き男ということになり、生徒間に悪評が広がると共に、「性格」の項こう目もくが落ち込んで☆スターランクに影えい響きようすると目もく論ろんだに違ちがいない。


　この方法なら、もし莉子サマが最終的にヴィーナスであったとしても、彼女はオレを好きで許嫁になるよう申し入れたわけではないから、オレが投票日に彼女の名前を書いたところで、両想いになることはない。かくして、オレはヴィーナス賞を逃のがすことになる。


「……いいから……早く、返事……っ」


　初めの強気な態度はどこへやら、目の前の莉子サマは、今やすっかりしおらしい様子になって、モジモジと正座の膝を擦こすり合わせている。


　こんなのいつもの彼女じゃない。どこをどう見たって、何か裏があるとしか思えないじゃないか。


　くそっ、じーちゃんめ……！　その手には乗るもんか。


「……悪いけど、莉子サマ」


　心を鬼おににして、オレは口火を切った。


「オレ、莉子サマの許嫁にはならないよ」


　そう言った途と端たん、莉子サマのモジモジがぴたりと止まった。ややあって顔を上げた彼女を見て、オレは一瞬、自分の予想がお門かど違ちがいなものだったのかと思った。


　彼女は、今にも泣き出しそうな顔をしていた。


「……なんでよ？　だってワタシは恵比寿家の令れい嬢じようで、すべてにおいて優秀で完かん璧ぺきで、アンタにとってもメリットはたくさんあるはずなのよ……？　見た目だって、気に入らなくはないでしょ……？　なんでそんな、即そく答とう……するのよ……」


　そう言う声こわ色いろは、しかし、いつもの権けん高だかな口調とは明らかに違っていて、オレは想定外の反応にうろたえてしまう。


「え……なんでって……」


　キミはじーちゃんと共謀した「お父様」の命令に、仕方なく従っただけなんだろ？　だったら、そんな顔する必要ないじゃないか。


「そんなの、自分が一番よくわかってるんじゃないのか……？」


「……！」


　オレが言うと、再び莉子サマの顔色が変わった。まるで波が引くかのように端たん整せいな顔からあらゆる表情が失われ、意志の強そうな瞳ひとみからは急速に光が消えていく。


「え……」


　なんだ？　オレ、間ま違ちがったことしてないよな？


「……れ、莉子サ……」


「わかったわ。それがアンタの答えなのね」


　そう一言呟いて、莉子サマは立ち上がった。そのまま鞄かばんと窓際に置いたローファーを引っつかみ、部屋の引き戸を開けて廊ろう下かに出る。


「え……あの……れい……」


「ついてこないで！」


　振ふり向きもせず、彼女は強い口調で言った。それでオレは自分の部屋から出られなくなり、彼女が階段を下りていく足音、玄げん関かんのカギとドアを開ける音を聞いた。


　ドアがしまる音がして部屋の中を振り返ると、窓の向こうに、全速力で歩道を走っていく莉子サマの後ろ姿が見えた。


「……どうしよう」


　なんだか、大変なことをしてしまった気がする。


「オレ、悪くないよな？」


　だって、こうなったのは、そもそもじーちゃんがあんなこと言ったせいで。でも、もしかしたら、じーちゃんは無関係かもしれなくて。


「……クソッ！」


　Ｔシャツとジャージを勢いよく脱ぬいだオレは、ハンガーから乱暴に制服を取って着き替がえると、朝食も食べずに家を飛び出した。
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「じーちゃん！」


　我が家から走って一分の場所にある豪ごう邸ていに押しかけたオレは、お手伝いさんの制止を振り切り、じーちゃんの部屋へ直行した。ノックもせずにドアを開けると、とても老人一人の私室とは思えない、広々とした空間が広がっている。


「おお、成なる道みちか」


　じーちゃんはもう起き床しようしていて、部屋の中央にあるマッサージチェアに寝ねそべっていた。


「ワシに何か用かな？」


「用なんてもんじゃない！　これは文句だ！」


　そう息巻くものの、周りを取り囲むあまりに趣しゆ味みの悪い装そう飾しよく品ひんの数々に気が散って、ついつい視線が壁かべに向いてしまう。


　壁紙が見えないくらいズラリと陳ちん列れつされた、女性用のコスプレ衣装の数々。普ふ段だんは親族の誰もが寄りつかず、オレだってこんなことでもなければお邪じや魔ましたくない禁断の部屋だ。


「おお、さすがオマエは目が高いのう。あれは先週通つう販はんで買った『おにゅう』の品じゃ」


　オレの視線の先をたどったじーちゃんは、そう言って自じ慢まんげに顎あごを撫なでた。じーちゃんが言ったのはおそらくナース服とレオタードの間に吊つるされた、やたら布の少ないショッキングピンクのビキニで、だけどそんなものには今のオレはビタ一興味がない。


「じーちゃん！　恵比寿家と協力して、一体何を企たくらんでるんだ！」


　オレが叫さけぶと、じーちゃんは白いものが交じった眉まゆを片方だけ上げた。


「……ほう。それはどういうことじゃ？」


「どういうこともこういうこともない！　汚きたないぞ、莉子サマを使ってオレを懐かい柔じゆうしようとするなんて！　あれはじーちゃんの仕し業わざだろ！　そうだよな!?」


　さらに言うと、今度はじーちゃんの両眉が驚おどろいたようにピクリと上がった。だが、その顔はすぐに不敵な笑みに覆おおわれる。


「……ほう、ほう。なるほど、バレてしもうたか」


「やっぱり！」


　予想が当たった興奮と憤いきどおりで、体内を血液が逆流しそうになる。


「なんて卑ひ怯きようなことをするんだ！　あの娘こはオレの友達なのに！」


「友達、じゃと？」


　じーちゃんがしわくちゃの瞼まぶたを思いきり引き上げ、目を見開く。


「オマエにそんなもんがおったのか。初耳じゃぞい」


「うるさい！　オレはじーちゃんとは違うんだ！　じーちゃんみたいな、人として大事なモンがブッ飛んじゃってるような人間にはわからないんだ！　このひとでなしのド変態！　死んだばーちゃんだってあの世で泣いてるぞ！」


「……ふむ」


　血管が切れそうな勢いで怒ど鳴なったオレは、そこではっと我に返った。じーちゃんが低い声で唸うなって、マッサージチェアから身を起こしたからだった。


「臨海学校に引き続き、また今回も言ってくれたもんじゃのう。よし」


　そう言うと、じーちゃんはゆっくりと立ち上がった。オレの顔を数秒見つめたあと、黙って部屋着のガウンのポケットに手を入れる。一いつ瞬しゆん緊きん張ちようしたオレは、その手がつかみ上げた物が女物のパンティであるのを見て、特に動じもしなかった自分に対して失望した。


「許せ────────ん!!」


　突とつ如じよ、じーちゃんは声高に叫んだ。そして、手に持ったパンティを頭から勢いよくかぶり、鼻息も荒あらくオレを指さす。


「オマエが今のような生活を送れるのは誰のおかげじゃ！　みんなこのワシのおかげなんだぞいぃ！」


「って言うほど、いい暮らしさせてくれてねーだろ！　オレの部屋なんか四よ畳じよう半はんだぞ！　ベッドも入れられやしない！」


「なんじゃその言い草は！　自分の部屋があって、高校に通えているだけでもありがたいと思え！　最近の学校は、生徒に感謝や敬老の精神も教えんのか！　けしからん！」


「オレが通ってんのはじーちゃんの学校だろっ！　それに、オレはじーちゃんから、恩おん恵けいに勝まさる恥ち辱じよくを与あたえられてるんだよっ！　祖父が白鳥の湖姿で大衆の視線にさらされる孫の気持ちを考えたことがあるのか！」


「何を!?　白鳥を笑う者は白鳥に泣くんじゃぞ！」


「意味わかんねーし！」


「あ～～そうかわかった、もういい！」


　癇かん癪しやくを起こしたように言うと、じーちゃんはド派手パンティからのぞいた両目でオレをにらみつけた。


「今、ワシはオマエに宣戦布告する。臨海学校の比ではないぞ。この文化祭では、とことんオマエの邪魔をしてやる。もう容よう赦しやはせん」


　そして、背筋に寒気を覚えるオレを見み据すえて、こう言った。


「地じ獄ごくに堕おちるがいい、成道よ！」
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「……はぁ～～」


　それから約一時間後、オレはため息をつきながら校門をくぐった。朝からじーちゃんと打ちよう々ちよう発はつ止しの大立ち回りを演じたせいで、寝ね不ぶ足そくの頭がガンガンする。


「あんなこと言ってたけど、じーちゃん、オレに何してくるつもりなんだろうな……」


　独り言を言いつつ下げ駄た箱ばこで上うわ履ばきに足を入れたとき、全身に電でん撃げきが走って飛び上がった。


「いってぇ――っ！」


　おそるおそる片足を抜ぬいて見れば、踵かかとに何やら異物が刺ささっている。


「が、画が鋲びよう……」


　なんて、なんてベタな……！


　突とつ然ぜん我が身に降りかかった昭和臭のする人災に、いっそのこと感かん慨がいすら覚えてしまう。


　それにしても、こんなくだらないこと、一体誰だれが？


　そう思いながらＣ組の教室に行き、文化祭開かい催さい時刻の九時にはまだ時間があったけれども、一応支し度たくだけしようと自分のメイド服に袖そでを通した。そして、驚きよう愕がくのあまりしゃがみ込んで叫んだ。


「キャア――ッ！」


　誇ほこり高き日本男子にあるまじき悲鳴だったが、そんな気分だったのだ。なぜなら……。


「……どうしたんですか、瀬木くん」


「ああ、妹せ尾お。もう来てたのか」


　すぐにオレの傍そばにやってきてくれたのは、メイド服に着替え終わった妹尾だった。


「どうしたのよ、フェミ男お」


「なんなのよ、今の声」


　そのうちに、女子たちがぞろぞろ集まってくる。仕方ないので、オレは自分の胸を押さえていた両手を外した。


「……え？」


　女子たちが、一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとする。次いで、一いつ斉せいにオレを指さして笑い出した。


「ちょ、何よそれ、サイテーッ！」


「信じらんない！　何やってるのよー！」


　オレだって信じられない。


　オレが着たメイド服は、なんと両胸の部分だけがピンポイントで円形に切り取られており、男の乳首が卑ひ猥わいな感じに丸見えなのだった。


「……そういうことか」


　そこで、オレはようやく理解した。


「犯人がわかったぞ」


　――この文化祭では、とことんオマエの邪魔をしてやる。


　さっきの画鋲といい、これがじーちゃんの仕込んだ「邪魔」なんだ。宣戦布告からあまり時間の経っていない犯行だったから油断していたけれども、何かと金に物を言わせるじーちゃんなら、こんなわずかな間にでも工作員を仕込むことくらい簡単だ。


「ねえ、フェミ男。シリアスな顔してるとこアレだけど、とりあえずそれ脱ぎなよ。かなり変態的だよ」


「くそっ、じーちゃんめ！」


　女子の助言を無視して、オレは破れたワンピースの上からエプロンをつけた。胸当てつきのエプロンなので、これで一応穴は隠かくれたことになる。


「オレは負けない！　じーちゃんからの妨ぼう害がいに立ち向かう！　何がなんでもこの二日間、無事に文化祭をエンジョイしてやるんだ！」


「その意気ですよ、瀬木くん！」


　今一つ状じよう況きようが呑のみ込めない顔をしつつも、傍にいた妹尾が応おう援えんしてくれる。


「よし、妹尾よ！　今日は頑がん張ばってメイドになりきるぞ！」


「はい！」


「声が小さいぞ！　もっともっと熱くなれよ！」


「はい！」


「そんなんじゃ気持ち伝わってこないよ！　オレだってさあ、乳首丸出しで寒い中、客が来るっていうから頑張ってるんだよ！」


「はっ、はいっ……！」


「フェミ男、うるさい！」


　方向性がおかしくなってきたオレを、周りの女子が一いつ喝かつする。


　ともかく、こうして文化祭一日目は開始した。
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「ねえ、彼氏いるの？　よかったら、メアド交こう換かんしない？」


「……ご主人サマ、お気持ちはうれしいですけど、そんなことしたらメイド長に怒おこられちゃいますぅ☆」


　朝から何人目かわからない不届きなチャラ男客に、オレは思いっきりの低音で言って微ほほ笑えみかけた。


「えっ！」


　チャラ男の顔から、一気にニヤついた表情が消える。


「もしかして、男かよ！」


「ご名答！」


　オレはそこでエプロンの首ヒモを外し、男の生乳を見せつけてやった。


「これでもメアド交換しますか、ご主人サマ――！」


「ギャ――ッ！」


　そこでチャラ男は友人と共に席を立ち、頼たのんだ紅茶を口から垂れ流しながら、命からがらといった体ていで教室を出ていった。


「……瀬木くんったら」


　エプロンのヒモを結び直していると、空の盆ぼんを持って帰ってきた妹尾がクスリと笑う。教室は客席と飲食物を準備する場所がついたてで仕切られており、オレは今その内側だ。


「後ろ、わたしがやりましょうか」


「ああ、ありがとう」


　首の後ろでのリボン結びに手間取るオレを見て、妹尾が背後に回ってくれる。


「……いや～、それにしても女の子って大変なんだな。オレは撃げき退たいできるからいいけど」


「いいけど、じゃないよ、フェミ男」


　裏方の女子が、オレをにらみつけて言う。


「これ以上アレやったら、そのうちメイド喫きつ茶さじゃなくてお化け屋や敷しきになっちゃうじゃん」


「……はい、できました」


　いいタイミングで、妹尾がエプロンを結び終えてくれた。


「ああ、ありがとう」


「いいえ」


　彼女はふわりと微笑み、オレの前を通り過ぎて再び客席の方へ向かった。嗅かぎ覚えのある、いい匂においがする。


　妹尾、よく笑うようになったよな。少なくとも、出会った頃ころよりずっと。


「……そういや、妹尾はチャラい客から危険な目に遭あわされてないのか？」


「あー、大だい丈じよう夫ぶじゃん？　あいつらがいるし」


　裏方の女子が、ついたての向こうを指さして言う。のぞいてみると、入口に近いテーブルにうちのクラスの男子が数人で椅い子すに座り、テーブルで注文を取る妹尾とその客を、油断ない目つきで観察していた。


「あそこから、交代で一日中見張るって言ってたよ」


「な、なるほど……」


　愛されてるんだな、妹尾。


　確かにむちゃくちゃかわいいもんな。誰がやったのか知らないけど、今日は髪かみの毛をポニーテールにしていて、白いレースのヘッドドレスが映えて一段とかわいい。


　あれなら、オレなんか眼中になくて当然だよ。


「……って」


　なに感傷に浸ひたっているんだ、オレは！　オレには絽美がいるからいいんだ！


「よーし、この当番が終わったら絽美とデートだーっ！」


　そうして気持ちを切り替かえたオレは、その後もチャラ男に尻しりを触さわられたり、客に扮ふんしたじーちゃんの工作員に足を引ひっ掛かけられて床ゆかにパフェをぶちまけたりしながらも、メイドカフェのメイドを務め上げた。


「……よっしゃ！　休きゆう憩けい行ってきます！」


　時間が来たのでさっさとついたての中に入り、豪ごう快かいにワンピースを脱ぬぎ捨てて制服のズボンに足を通す。ウエストのホックを留め、チャックを上げようとしたとき、オレは脱いだ制服をその辺に放置しておいた自分を心底呪のろった。


　オレのズボンは「どうぞ掘ほってください」と言わんばかりに、臀でん部ぶの中心だけ丸く切り取られていた。


「アッ───！」


　恥はずかしさのあまりお尻を押さえてしゃがみ込み、我が祖父の顔を思い浮かべてギリギリと歯は嚙がみする。


「あのクソジジイ……！」


　こんなしょうもないレベルの妨害を、一体いつまで続けるつもりか。そして、オレは一体何を着て、絽美とのデートに繰くり出せばいいのか。


　目の前にある脱ぎたてのフリルエプロンを見ながら、オレは自分の掌てのひらに冷や汗あせがにじむのを感じた。
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　そうして、オレはメイド姿のまま、絽美との校内デートに臨んだ。


「あっ、かわいいメイドさん。メイド喫茶あるのかなー」


「ほんとだ。行ってみたいねー！」


　ずんずんと大おお股またで廊ろう下かを歩くオレを見て、他校の女生徒たちが瞳ひとみを輝かがやかせる。


「……違ちがう」


　確実に、違う。


　オレが夢見ていた「モテ」はこんなんじゃないやい……！


「……いいんだ。メイド服は戦せん闘とう服ふくなんだ。絽美だってきっとわかってくれるさ」


　ぶつぶつ言いながら、階段を上って五階に行く。喫きつ茶さ店てんが一か所に集中しないように、二年生のイベント教室は各階にバラされているのだ。


　ファンシーな装そう飾しよくのうちのクラスと違って、Ｄ組の教室はシックだった。黒いベロア布の掛かったドアを開けると、ジャズピアノのメロディが耳に流れ込んでくる。広めの教室の中央にグランドピアノがあって、ドレス姿の女生徒が生演奏しているのだった。


「そういやここ、音楽室だな」


　装飾のせいでいつもと違う雰ふん囲い気きになっていて、一いつ瞬しゆんわからなかった。


　教室内は、黒と赤を基調として飾かざり付けられていた。うちのクラスと同じく三分の一ほどをついたてで仕切って準備スペースにし、残りの空間には、学習机をいくつか固めたところにテーブルクロスをかけて作ったテーブルを配置している。


「あっ、瀬木」


　キョロキョロしていると、向こうに立っている黒くろ川かわに声を掛けられた。ヤツはシャツにベストにネクタイというディーラー衣装で、テーブルの客とカードゲームをやっているところらしい。


「さすがにキマってるな、黒川」


　テーブルにいた三人の客は全員女子で、うちの学校の制服を着ている。面識はないけど、幼いからたぶん一年だ。オレが近づいていくと、彼女たちはジロリとオレをにらんだ。


　ああ、そっか。オレ、今こんなカッコだもんな。


「黒川センパイってぇ、どんな女の子が好みですかぁ？」


　オレがテーブルの脇わきで仁に王おう立だちしていると、彼女たちの一人が自分のカードを見ながら媚こびた声で言った。五枚だからポーカーか。


「僕かい？　そうだな……」


　テーブルの前に立った黒川は、自分の手札から一枚のカードを表に返して机上に置く。


「強しいて言えば、僕を好きになってくれる子かな」


「えっ!?」


　それを聞いて、三人娘むすめは口元を押さえて興奮気味に顔を見合わせた。


「それだけでいいんですかぁ!?」


「それが一番難しい条件だからね」


「そんなことないですよぉ！」


　一人が浮かれた調子で言って、他の二人に軽くにらまれる。


「じゃっ、じゃあー、好きになってくれた子がどんなタイプだったらうれしいですかぁ？」


　もう一人が、自分の髪を整えるように撫なでながら尋たずねた。


「タイプ？」


「きれい系とか、かわいい系とか、清せい楚そ系、お姉系、ギャル系とかぁ……」


「ああ、なるほど」


　答えた黒川は、そこでちょっと天てん井じようの方を見て難しい顔をした。


「理想を言えば、能面の鬼き女じよのような女性かな」


「え……？」


　それを聞いて、三人娘はぽかんとした。


「き、きじょ……？」


「能面の中で、怒いかりや恨うらみを表現していると言われる女性の面だよ」


「それって、たとえば、般はん若にやとかですか……？」


「ああ、あれもその一種だね。真しん蛇じやなんかもいいけど、一番きれいなのは橋はし姫ひめだな。丑うしの刻こく参りをする女性で、一いつ般ぱん的てきには醜みにくいと言われているけど、僕はすごく美人だと思うんだ」


　黒川の顔つきは真面まじ目めそのものだ。


「……ベッティング、いいかい？」


　茫ぼう然ぜんとする彼女たちの手元を指して、ヤツはそう促うながす。


「あ、は、はい」


　三人は自分のカードを伏ふせて、チップをおざなりに置いた。それを見て、黒川は自分のカードの残り四枚を開く。スペードの数札が連番でそろっていた。


「ストレートフラッシュ」


　続いてスマートな手つきで三人娘のカードを開け、役をそろえて爽さわやかに微笑んだ。


「僕の勝ちだね。終しゆう了りようならお会計を、再戦にはチップの購こう入にゆうをどうぞ」


「……わぁあん！」


　三人娘は泣き声じみた悲鳴を上げ、財布から千円ずつテーブルに叩たたきつけるように置くと、一目散に出口へ走った。


「ひどいっ、先せん輩ぱい！」


「そんなに好みじゃないなら、はっきり言ってくれればいいのに！」


「乙女おとめの純情をもてあそぶなんて！」


　彼女たちの嘆なげきを聞きながら、オレは三千円を手にして焦あせっている黒川を見た。


「一人八百五十円でよかったのに……」


　まさに、黒川。


「……あのさ、取り込み中のとこ悪いんだけど、絽美いるか？」


「ん？　瑞みず本もとさんなら、ほら今……」


「きゃーっ！」


　そのとき、後ろの方で悲鳴が聞こえた。同時に、ガシャンと何かが落ちる音もする。振ふり返ったオレの目に飛び込んできたのは、想像もしなかった絽美の姿だ。


「なっ、成道くん……!?」


　なんと、絽美はバニーガールだった。その足元には、彼女が落としたと思われるお盆ぼんとプラスチックのコップが転がっている。


「なんで……まだ時間……」


「いや、ちょっと早いけど、オレもう仕事終わったし、迎むかえに来たんだ」


　と言っても、待ち合わせの時間まではあと十分ほどだ。


　絽美は頭からうさぎの耳を生やし、首には付け襟えりと蝶ちようネクタイ、手首にカフスをつけて、黒いハイレグのレオタードを着ていた。網あみタイツとハイヒールが、いつもの彼女のイメージとはかけ離はなれていてドキドキものである。


「わ、私はね、ヤダって言ったんだよ……？　こういう恰かつ好こうは大人っぽい人のが似合うと思うし……」


　赤面して言い訳めいた呟つぶやきを口にする彼女は、両手で胸の辺りを隠かくすようなポーズを取っている。お盆を落としたのはこのせいか。


「なーにやってんの、絽美ぃ～～」


　そこで、裏からもう一人バニーガールの娘が出てきて、床にこぼれたジュースを拭ふき始めた。突つっ立たっていた絽美は彼女によってついたての中に押し込まれ、オレもそこへついていく。


「……びっくりさせたみたいで、ごめんな」


　彼女があまりにも動どう揺ようしているので、自分が悪いことをした気になって謝った。


「ううん」


　絽美は首を振って、ようやく胸から手を離した。と思うと、今度は体の前で手を組み合わせ、俯うつむいてモジモジする。


「……でも、似合わない、でしょ？」


「そんなことはない！」


　思いきり即そく答とうしてしまって、オレは自分の気持ち悪さに若じやつ干かん引いた。


「そう？」


　けれども、絽美はうれしそうに少し顔を上げる。


「うん」


　オレは鼻息が荒あらくならないように注意しながら頷うなずいた。


　確かに、初め彼女が死守していた胸の辺りは、ぺったんこのゆるゆるだった。だが、それがかえって今にもめくれそうな危あやうさを演出しており、彼女の幼児体型と相まってアンバランスなコケティッシュさを漂ただよわせていた。何より、うさぎ耳は文句なしにかわいい。


「……ありがと、成道くん」


　絽美は気を取り直したようで、ほんのり目元を染めてオレを見上げた。


「成道くんも、かわいいよ」


「そんなことはない！」


　オレは再び即答した。


「そう？　ほんと似合ってるよ。女の私よりかわいいなんて、ちょっと嫉しつ妬としちゃうな」
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「いや、ほんとないから、やめてくれ」


　というか、そんなことがあってたまるもんか……！





　その後、絽美が制服に着き替がえるのを待って、オレたちは校内デートに出発した。


「絽美もバニーのままでよかったのに」


「絶対にヤダ。恥はずかしいもん」


　廊ろう下かを歩きながら、オレたちは並んで仲良く会話をする。


　うん、かなりイイ感じだぞ。


「でも、成道くん大変だよね。そういう妨ぼう害がい、まだ続くかもしれないんでしょ？」


「うん……」


　じーちゃんとかくかくしかじかで制服に細工されたことまで話すと、絽美は心から同情してくれた様子だった。


「でも、そもそもなんで、今朝おじいさんにそんなこと言いに行ったの？」


「うん？　ああ……」


　莉子サマのことについては、話すべきかどうか迷っていた。じーちゃん本人が認めたのだからじーちゃんの差し金であることは間ま違ちがいないが、オレの部屋から出ていったときの彼女の様子が、本当に傷ついていたかのように見えたからだ。


「……じーちゃんには、いつでも不満が溜たまってるんだ。たまたま今日だっただけだよ」


　結局、莉子サマのことは黙だまっておいた。


　オレたちはまず、手芸部に向かった。オレたちが準備した出し物が、客の視点から見てどういうものになっているのか、純じゆん粋すいに気になったからだ。


　手芸部の教室は、Ｄ組のカジノ喫きつ茶さと同じ五階にある。廊下を奥に進んで被ひ服ふく室しつへたどり着くと、そこは思っていたよりも多くの客でにぎわっていた。


　特に目についたのは、ダーツではなく五ご寸すん釘くぎの方のコーナーで、オレ人形に物もの凄すごい形ぎよう相そうで釘を打ち込んでいる女生徒たちの姿だった。


「あのクソ男――っ！　ちょっとイケメンだからって調子に乗りやがって！」


「ポーカーは何回やっても勝てないし、恥はじはかかされるし、マジありえないんですけど！」


「黒川将しようめ――っ！」


　よく見れば、それはカジノ喫茶で見かけた三人娘むすめだった。彼女たちは般若のような形相で「呪のろいのフェミ男お人形」の左胸に、トンカチで五寸釘を打ち込みまくっている。


　今のキミらの顔になら、黒川もキュンとしちゃうかもしれないよ。


「イケメン死ね――っ！」


　他にもイケメンがらみで恨みがあるのか、彼女たちの堂に入いった金かな槌づち使いは過激さを増していく。見ているうちに、オレは心臓が痛くなってきた。


「……す、すごいね」


　隣となりの絽美も、彼女たちにタジタジだ。


「でも、すごくストレス発散になってるみたい。よかったね！」


　彼女の言葉通り、一通り釘を打ち終わると、三人娘たちの表情は憑つき物が落ちたかのように清々しいものに変わった。


「あー、スッキリした」


「ねー。男とかマジ馬ば鹿か馬ば鹿かしい」


「下の方の模も擬ぎ店てん行こ。人多いから、ナンパあるかもよ」


　口々に言って、ぞろぞろ教室を出ていく。


「……ま、まあ、お役に立てて何よりだな……」


　オレは心臓を押さえ、呻うめくように呟いた。


「あっ、絽美ー、フェミ男ー！」


　そのとき、入口付近で突っ立っているオレたちを、ダーツの係員をしていた副部長が手を振って呼んだ。


「ねー、聞いてよ。うちのイベント、思ったよりも盛せい況きようでさっ！」


「うん、そうみたいだな」


　そう言っている間にも新しいお客さんが並び、別の係員がダーツを渡わたして説明している。


「ダーツもやる人が多くて、景品のフェミ男人形、もうあと一体で終わりなんだよ」


「えっ、マジでか」


　あれをもらっていってくれる人がいるとは、それだけで驚おどろきだ。


「よかった！　心を込めて作ったかいがあったよ」


　絽美がうれしそうに笑うので、オレは微び妙みような気分から少しだけ救われる。そうしてオレたちが手芸部をあとにしようと出口に向かったとき、後ろでチリンチリンと鐘かねが鳴った。


「おめでとうございます！　三百点で、フェミ男人形プレゼントです！」


　振り返ると、うちの制服を着た男子に、オレ人形が手て渡わたされている。


「げぇ、これどうしよう」


　しかし、案の定と言うべきか、その生徒はまったく喜んでいなかった。


「しょうがないから、うちの生物部の人体標本と並べて飾かざっておくか……」


　そう言って、ぬいぐるみをぞんざいに肩かたに担かついでいく。


「……たぶん、みんなあんな感じでもらっていったんだろうな……」


　そう考えると、実に複雑だ。


「ねえ、成道くん、次はどこに行く？」


　気を取り直して廊下に出ると、絽美がいつになくウキウキした様子で話しかけてきた。


「うーん、そうだな……」


　顎あごに手をやって思し慮りよ深げな様子を装ってみるものの、オレの頭の中にあるのはただ一択。


　お化け屋や敷しき。これに決まっている。


　きゃー成道くん助けて怖こわいー、ふっふっふ大だい丈じよう夫ぶだよ絽美、ぎゅっ！　で一丁あがり！


「へへへ……」


　思わずスケベな笑いを漏もらして歩いていたオレは、目の前の人ひと影かげにぶつかりそうになって足を止めた。


「おっと、すいま……あっ！」


　その顔を見て、息を呑のむ。


「かっ、一かず晶あき……！」


　廊下の真ん中でオレたちを待ち伏ぶせるようにして立っていたのは、オレと絽美をめぐって争っているＦ組の佐さ々さ一晶であった。


「よぉっ、ロミロミーっ！」


　隣の絽美に向かって、ヤツは機嫌よさそうに手を振ふる。とっさに身構えたが、一晶はオレのことは無視して絽美だけに話しかけていた。


「なあロミロミ、ほんとなのか？　ナルミチのヤローと一いつ緒しよに文化祭回るって」


「えっ？　う、うん……」


　絽美はちらとオレを見て、不思議そうに頷く。オレも、何か変な感じがしていた。


「クソーッ！　あいつ、見かけたら絶対勝負を挑いどんでやるーっ！　おれが勝ったら、ロミロミとの文化祭デートを諦あきらめさせてやるんだーっ！」


「なんだと……」


　喉のど元もとまで声が出かかるが、やはりヤツの様子がおかしいので、続くセリフを呑みこんだ。


「佐々くん……。もしかして、成道くん捜さがしてるの？」


　絽美が呆あきれ顔で尋たずねると、一晶は瞳ひとみに炎ほのおを揺ゆらめかせて頷いた。


「当たり前だーっ！　臨海学校では団体戦だったから負けたけど、今度は絶対に負けねーっ！　今度の勝負はアレだぁーっ！」


　勢いよく振りかぶって一晶が指差したのは、オレたちの歩いていた廊下の並びにある教室の一つだ。


「バンジージャンプ？」


　教室の外に出ている看板の文字を読んで、絽美が目を丸くする。


「そうだぜぇーっ！　ベランダから校庭の真ん中に大ジャンプ！　男の度胸比べだっ！」


「……学校の文化祭でバンジージャンプなんて、聞いたことないね」


　絽美がオレに小声で話しかけ、オレも啞あ然ぜんとして頷く。


　聖☆ジュウ、パネェ……。


　オレ的には、その隣の教室に書いてある「罠わながいっぱい！　からくり屋敷☆　ＢＹ生徒会」っていう出し物も相当気になるんだが……。


　生徒会といえば、莉子サマか……。あのあと、どうしたんだろう。今度会ったらどんな顔すればいいのかな。


　そんなことを思って、束つかの間ましょんぼりする。


「……っていうわけだからさーっ、ロミロミ！　よかったら、ナルミチに会えるまで一緒に回ろうぜーっ！」


　強引に話を進めた一晶は、そこでいきなりオレに微ほほ笑えみかけてくる。


「もちろん、こっちのかわいい友達も一緒にさーっ！」


「ブッ！」


　びっくりして、思わず鼻水を噴ふいてしまった。


「大丈夫かぁー？　やっぱロミロミは友達までかわいいなぁーっ！」


　グシグシと鼻を拭ぬぐっていると、一晶はタラシ特有のニヤケた微笑を向けてくる。


　このヤロー……！　絽美の目の前で、友達にまで鼻の下伸のばしやがって……！　とは思うものの、今のオレは怒いかり半分、嘲ちよう笑しよう半分だった。


　一晶ダセェ――ッ！　オレだよオレっ！　色男乙おつ！


「……成道くん」


　笑いをこらえて震ふるえるオレを、絽美が肘ひじで突つっついた。


「あの、佐々くん。悪いけど、私たち、行くね」


　そう言うと、オレの腕うでを引っ張って歩き出す。


「そう言わずにさーっ！　ロミロミィ――ッ！」


「走るよ、成道くん！」


　絽美が言って、オレたちは廊下を全力で走り始めた。階段を下りて三階まで来ても、一晶はしつこく追ってくる。


「……しょうがないな、どっか教室入るか」


　そう言ったとき、前方に「お化けパラダイス～怨おん霊りようの武ぶ家け屋や敷しき～」の看板が見えて、オレは手を叩たたいて喜びたい気分だった。


「お嬢じようさん方いらっしゃい～！　怖いよ怖いよ～！」


　貞さだ子こに扮ふんした呼び込みの男子が、走ってくるオレたちへ陽気に笑いかける。


「ここ入るぞ、絽美！」


「う、うん！」


　こうして、オレは絽美と二人でお化け屋敷に入ることに成功した。





　　　　　☆





「……暗いね」


　絽美の言う通り、光にあふれた真昼の廊ろう下かから入ったオレたちは、貞子にドアを閉められた直後、何も見えなくて一いつ瞬しゆんたじろいだ。


「まあ、お化け屋敷だから明るくても興ざめだしな」


　そんな身のない会話をして、狭せまい歩ほ幅はばで通路を歩いていく。


「佐々くん、さすがにここまでは来ないよね」


「だと思うけど……」


　オレがそう言ったとき、後方のドアがガタガタッと異常な揺れ方をした。


「困るよー、お客さん！　一組入ったら、ある程度進むまで次を入れないことになってるんだから。怖いムードがなくなるでしょうが」


　さっきの貞子の声だった。


「そう言わずに入れろよぉーっ！　ロミロミー！」


「か、一晶……」


　なんてしつこいヤローなんだ！


「人捜してるなら、出口で待っててよ。必ず出てくるんだから」


「おー、それもそうだなーっ！」


　一晶と貞子の会話を聞いて、オレたちは顔を見合わせた。


「待ち伏せされる……！」


　オレはイヤだぞ！　正体バレてバンジージャンプなんて！


　その一心で、ひたすら頭を回転させる。


　――必ず出てくるんだから。


　貞子の言葉を反はん芻すうして、ピンとひらめくものがあった。


「そうか」


「どうしたの、成道くん。何かいい案浮うかんだ？」


「とりあえず進もう、絽美」


「えっ、でも佐々くんが……」


「だから、できるだけ時間をかけて、ゆっくり進むんだ。一晶は短気だから、オレたちが遅おそかったら、すぐに入口か出口から入って捜さがしにくる。そうしたら、逆の口に走ればいいよ。アイツはうるさいから、そうなればすぐわかるし」


　オレの説明に、絽美はオレを見上げて尊敬のまなざしになった。目が慣れれば、表情がわかるくらいには室内も明るい。


「成道くん、佐々くんのことよく知ってるんだね」


「ああ。なまじな腐くされ縁えんじゃないさ」


　オレはアイツが小六のときに教室でウ○コを漏らしたことを、アイツはオレが中一の林間学校でオネショしてしまったことをネタに、未いまだに馬ば鹿かにし合っている。そんな仲だ。


「……なんか、一学期の肝きも試だめしのこと思い出すね」


　そろそろと先へ進むと、絽美が小声でそんなことを言った。


「そうだな」


　あのときは莉子サマとＳＰから逃にげることに夢中で、お化けに怖がるどころじゃなかったけれども。


「ひゃっ！」


　そのとき、絽美が小さな悲鳴を上げて、オレに擦すり寄ってきた。


「えっ、なっ、何？」


　ドキドキしながら見ると、絽美の顔の横に、天てん井じようからヒモでつながれた玉こんにゃくがぶら下がっている。


「うう、びっくりしたよう……」


「だっ、大丈夫だ、絽美」


　しかし、よく考えたら、オレは相当な怖がりだ。室内は暗く、所々青白い照明で照らされているだけだし、そういう場所には口から血を流した武士の生首人形が置いてあったりする。どこからか聞こえるヒュ～ドロドロドロ～というＢＧＭも雰ふん囲い気きを出している。


「大丈夫だ、オレにつかまっていれば……」


　とドサクサに紛まぎれて絽美の肩かたを抱だこうとしたとき、オレの左ひだり腕うでにプシューッと冷たいものがヒットした。


「ひぇっ！」


「きゃあっ！」


　両側についたパイプからの、まさかの炭酸ガス噴ふん射しやである。


「な、なんてムダにカネをかけてるんだ……！」


「な、成道くん……」


　絽美の苦しげな声で我に返ると、オレはなんと彼女に思いきり抱きついていた。小さな体が腕の中にすっぽり入って、その顔はオレの薄うすい胸板に押し付けられている。


「ごっ、ごめん！」


　慌あわてて彼女から離はなれ、気持ちを落ち着かせて再び歩み出した。直後、目の前の柳やなぎの下にある井い戸どからババーンと現れた落おち武む者しやに飛び上がった。


「ギャ――ッ！」


「キャーッ！」


　オレと絽美は手をつないで走り出し、のれんをくぐった次のコーナーで再び炭酸ガスに襲しゆう来らいされる。


「ギャ――ッ！」


「キャーッ！」


「もうやだ！　絽美！　助けて！」


「私だってヤダよう！」


「走れ！　とにかく走れ！」


　叫さけびながらのれんをくぐると、目の前にあった首台から生首がスポーンと跳とぶ。


「ヒィィイイィッ！」


「キャーッ！」


　もうイヤだ！　と踵きびすを返そうとすると、後ろからさっきの落武者が追ってきている。


「待ぁ～てぇ～～」


「ウホ────ッ！」


　ビビりすぎて、悲鳴の選せん択たくすら間ま違ちがえた。


「ひぃいー助けてーっ！」


　泣きながら次のブースに進み、頭上をシャーッと飛んできた人形に涙なみだがちょちょ切れる。


「いやだー！　もうバケモン怖こわいーっ！」


　思わず尻しりもちをついて見上げると、頭の真上で停止したのはなんと「呪のろいのフェミ男お人形」だった。


「って、オレかよ！」


　最高イケてない顔写真プリントが、今はこの上もなくイラッとする。


「……な、成道くん」


　絽美の苦しげな声に気がつくと、オレは尻もちをついたまま、同じく床ゆかに座り込んだ彼女にまたしても抱きついていた。


「ごっ、ごめん、絽……」


「そんな驚おどろかれるたぁ、バケモン冥みよう利りにつきるじゃねぇか」


　そこで後方から追いついてきた落武者の声を聞いて、オレの涙が瞬しゆん時じに引っ込んだ。


「ももも、もしかして……、いっ、石いし田だか!?」


「おうよ」


　ざんばら髪がみのかつらを取ると、その下から見慣れた銀ぎん髪ぱつが出てくる。


「何やってんだ、石田。オマエ帰宅部だろ」


「いや、ここ美術部の出しモンじゃねぇか。で、うちのクラスの部員から今朝電話がかかってきて、お化け役の交代要員が足りないから部活ないなら手伝ってくれってよぉ」


「……電話かけてきたの、女子だったんだろ」


「当たりめぇよ」


　ここまで欲よく望ぼうに正直に生きられたら、人は幸せだと思う。


「それにしても、オレの人形が、なんでここに……？」


「あー、それは美術部のヤツが今朝手芸部でもらってきて、いらねぇって言うから」


　まあ、尋たずねる前からわかっていたよね。


「……ってなわけだから、成道、早く先進めよ。次の客入れらんねぇだろ」


　石田にそう言われて、オレはふと自分の体にまったく力が入らないことに気がついた。絽美に抱きついた手も、さっきから離すことができずにいる。


「こ、腰こしが抜ぬけた……」


「大だい丈じよう夫ぶ？　成道くん」


　絽美が心配そうな顔になって、自由な方の手でオレの背中を撫なでてくれた。


「はぁ？　何してやがんだよ、おまえ。全体的に」


　石田はめんどくさそうに顔をしかめて、かつらを持ったまま順路を引き返した。


「じゃあ入口のヤツにそう言っとくから、なるべく早く出ろよ」


「は、はい……」


　身を縮めて答えてから、オレは小さく嘆たん息そくする。


　カッコ悪すぎるだろ、オレ。絽美を守るどころか、自分からこんな風になるって。


「……成道くん、立てる？」


「あっ、ああ……」


　改めて絽美に尋ねられたとき、彼女の顔が随ずい分ぶん近いのでびっくりした。オレたちは今、手を握にぎり合ってしゃがみ込んでいる。オレは片方の手で絽美の肩を抱いていたし、冷静になればなるほど、実にとんでもない状じよう況きようだ。


「ごごご、ゴメン……」


　急いで離れようとすると、つないだ手にぎゅっと力が込められた。


「絽美……？」


　見ると、絽美はいつになく真しん剣けんなまなざしでオレを見つめていた。


「いいよ、私は」


「え……」


「こうしてても、イヤじゃないよ」


　小さくぽつりと、けれども真心のこもった声こわ色いろで、彼女は言った。


「成道くん……」


　そう呟つぶやく口角の上がった唇くちびるが、緊きん張ちようしたように震ふるえて軽く引き結ばれる。蠱こ惑わく的てきな瞳ひとみは、オレを見つめて濡ぬれたように輝かがやいていた。


「絽……美……」


　まさか。


　まさか、まさか。


　つないだ方の手が震え、それを押さえようと力を入れる。すると、小さな熱い手がきゅっと握り返してくれた。


　間違いない。


　いや、こうしている今もオレは自分に「勘かん違ちがいするな」と言い聞かせているのだが、本能がオレに「イケる。ためらうな」とけしかけていた。


　絽美の首筋の辺りから漂ただようシトラスのいい匂においが、心なしか濃こくなった気がする。


　キス、しても……いい、よな？


　ここは落武者と生首だらけのお化け屋や敷しきで、聴きこえているのはヒュ～ドロドロ～な不気味音楽で、オレは女装でメイドで乳の部分が破けていて、ムードなんかこれっぽっちもないけど、でも、いいんだよな？


　というか、オレがもう我が慢まんできない。


「絽美……」


　囁ささやいて顔を近づけると、絽美は黙だまって目を瞑つぶった。二人の間かん隔かくが徐じよ々じよに狭せまくなり、吐と息いきが触ふれ合いそうな距きよ離りになって、絽美のぷるんとした唇が目の前に迫せまる。そして……。


「遅――いっ！　ロミロミ――ッ！」


　一晶の絶ぜつ叫きように、驚いて目を開けた。


「うわっ！」


　絽美の大きな両目がどアップで映り、さらにびっくりして後ろに飛びのく。


「ロミロミーッ！　早くナルミチ捜さがしに行こうぜぇーっ！」


「え？　瀬木成道ならこん中にいるけど？」


　入口の方からする石田の声を聞いて、オレは発作的に床に頭ず突つきした。


　ガッデム……！　石田……！


「何だとぉ――!?　ナルミチぃ――っ!?」


「やっべぇ」


　すぐさま立ち上がり、オレは言った。


「行くぞ、絽美！」


「う……うん……」


　絽美はちょっとためらった様子を見せた後、軽かろやかな身のこなしで立ち上がる。


「ナルミチー！」


　そうしている間にも、一晶の声はこちらに近づいてくる。


　そこからはもう、お化けもへったくれもなく、ただ順路を走って出口へ向かった。貞子に見送られながらお化け屋敷を後にし、その勢いで廊ろう下かを走って一階まで下り、ようやく一晶を撒まいたことに安あん堵どする。結果的には、作戦通りだった。


「……これから、どうする？」


　立ち止まって呼吸が落ち着いてきてから、オレは絽美に尋ねた。それと同時に、さっきのキス未み遂すい事件のことを思い出して、顔が熱くなる。


「ん……お腹なか、空すかない？」


　彼女の方も思い出しているのか、その視線は気まずげにオレの周りをさまよっている。携けい帯たいを出して見れば、時刻はもう午後一時を回るところだった。


「そういえば、腹減ったな」


　そこで絽美とオレは、どこかのクラブがやっている模も擬ぎ店てんで焼きそばを買い、人でにぎわう食堂へ向かった。


「……おいしいな」


「……うん」


　オレたちはテーブルに向かい合って座ったきり、ほとんど言葉を交かわさなかった。


　なんだったんだろう、さっきのアレは。絽美のヤツ、どうしてあんな態度を？


　いや、オレは決して勘違いはしないぞ。勘違いはしないけれども、でも、これはひょっとして、勘違いじゃなくて、絽美はその、オレのことを……。


　とはいえ、振ふり返れば今までの人生でだって、女の子に対してそう思ったときは幾いく度どもあった。けれども、結局いつも勘違いだったんじゃないか。


　それに、絽美はどうして黙っているんだろう。もしかしたら、さっきのことを早くも後こう悔かいしてるんじゃないか？　「私そんなつもりなかったのに、危あやうくキスされるところだった！　成道くんのヘンタイ！」とか思っているのでは？


　悶もん々もん、悶々……。


　そんな調子だったから、それから先は当然、どこへ行っても気持ちは上の空だった。二時からは二人とも手芸部の方の店番が入っているので、ぎこちない空気のまま五階に帰り、オレはメイド服のまま客に五ご寸すん釘くぎを渡わたすという意味不明なキャラで当番を務めた。


　そうして午後四時になり、文化祭の一日目は終しゆう了りようした。





　部員全員でざっと片づけをした後、気がついたらオレは教室で絽美と二人きりになっていた。もはや片づける物は残っていなかったけれども、なんとなく絽美より先に帰ってはいけない気がして、グズグズ支し度たくをしていたせいだった。


「……成道くん」


　さっきから自分の鞄かばんの中身を整理していた絽美が、ようやくチャックを閉めて言った。一音一音を丁てい寧ねいに発音された自分の名前は、まるで初めて会う人に呼ばれたかのようなぎこちない響ひびきを持って、オレの耳に届いた。


「お、おう」


　オレは手て持もち無ぶ沙さ汰たに見ていたケータイを閉じ、ようやく視界の中央に彼女をとらえる。


　夕焼け色に沈しずんでいく教室で、オレたちは顔を半分オレンジ色に染めて見つめ合った。


「……成道くん、あのね」


　視線を逸そらしては合わせながら、絽美はスカートのプリーツをつかんで口を開いた。


「さっきのことだけど……」


「ああ、わかってるよ。誤解すんなってヤツだろ？　オレが勘違いしてキスしようとしただけで、絽美の方にそんなつもりはないって……」


「ちっ、違ちがうよ！」


　傷つきたくなくて張った防衛線は、あっという間に突とつ破ぱされた。絽美は顔を全面真っ赤にして、にらみつけるかのような真剣なまなざしをオレに向けている。


「私、なんとも思ってない人に、あんな態度取ったりしない」


「え……」


「成道くんこそ、なんとも思ってない子に、あんなことしようとするの……？」


　そう問う声は、風に揺ゆれるろうそくの灯ひのようにか細く頼たよりない。


「いいや……」


　思わず、素直にそう答えていた。


　瑞本絽美。入学式の日に一ひと目め惚ぼれして、それからずっと片想いしていた女の子。


　そんな彼女に、こんな風に言ってもらえるなんて。


「……ほんと？」


　絽美の顔がぱっと輝き、その瞳が夕映えよりもまぶしくきらめき始める。


「じゃあ、私もしかして、カップル試験に合格できるのかな……？」


「えっ」


　カップル試験に合格。それは、意中の異性と両想いになること。


　勘違いじゃないのか？


　もしかして、今度こそ、本当に勘違いじゃないのか……？


「あっ、でも、成道くんはヴィーナス賞を獲とるために、ヴィーナスの子と両想いにならなきゃいけないんだよね……？」


　おずおずと言う絽美に、オレは勢いよく首を振った。


「いや、大だい丈じよう夫ぶだよ。だって、ヴィーナスはきっと絽美なんだ」


「えっ？」


「一年のときから、ずっとそう思ってたんだ。絽美はかわいいし、性格も成績もいいし、絽美を超こえる娘こなんていないよ。このまま行けばヴィーナスは確実に絽美だ！」


「うそ、私そんな……」


「大丈夫！　絶対にヴィーナスは絽美だ！　間ま違ちがいない！」


　しかし、オレの力説にもかかわらず、絽美の顔はなぜか曇くもっていく。


「ねえ、成道くん。それって……」


　彼女が何か言いかけたとき、教室のドアがトントンとノックされた。


「瀬木、いるかい？」


　オレと絽美は顔を見合わせた。元々そんなに近くにはいなかったのに、お互たがい数歩ずつ後ずさりして距離を取る。


「ああ、黒川か。いるよ」


「開けるよ」


　そう声がしたあと、ガラリとドアが開く。


「予備の制服、持ってきたよ」


「おお、悪いな」


　実は、今もオレはメイド服のままなのだった。それではさすがに下校できないので、納のう涼りよう祭りのときと同じように置き制服を借りようと、さっき黒川にメールをしたのだ。


「それじゃあ、瀬木、瑞本さん、また明日あした」


「おー、じゃあな」


「またね」


　三人で笑い合って挨あい拶さつをしたあと、教室には再びオレと絽美が残された。


「……帰ろっか」


　気持ちの切り替かえがつかなくて茫ぼう然ぜんとしていると、絽美が明るい声で言った。振り向けば、彼女は何事もなかったかのように微ほほ笑えんでいる。


「私、廊下に出てるから、着き替がえていいよ」


「ああ、うん……」


「一いつ緒しよに帰ろうね。もうちょっとよく話したいし」


　控ひかえめに笑って教室を出ていく彼女を見て、ようやくオレは確信した。


　そうか。そういうことだよな？


　一時は妹尾に心揺れたこともあったけど、一年の頃ころからずっと好きで、ヴィーナス最有力候補で、そんな絽美にオレ、好きになってもらえたんだ！


　今日は朝からじーちゃんに邪じや魔まされて散々だったが、絽美とのデートでは妨ぼう害がいらしい妨害もされなかったし、両想いになれたし、終わってみれば全然悪い日じゃなかった！　これだから人生は捨てたもんじゃない……！


　盆ぼんと正月とクリスマスが一気に来た気分になって、そこからはもう有頂天だった。ソッコーで着替えを済ませ、これ以上細工されないようにメイド服を鞄に入れる。


「お待たせ！　絽美」


　もつれそうになる足で廊下に出ると、ドアの傍そばにいた絽美は、誰だれかと話をしていた。


「真ま弓ゆみ先生」


　それは手芸部顧こ問もんでＣ組担任の、真弓梨り佳か先生だった。


「じゃあ、今日の活動はもう終わったのね？」


「はい。これ、クラブ倉庫のカギです」


「わかったわ、お疲つかれ様」


　そう言うと、絽美からカギを受け取った先生はオレに目を留とめた。


「そうそう、瀬木君。貴方あなたを捜さがしていたのよ」


「えっ？　なんでですか」


「貴方、この前の英語の宿題プリントを提出していないわね？」


「……あー」


　そう言われて、思い出した。


　先週の締しめ切りだった、関係代名詞のプリント。文化祭の活動にかまけて、提出どころか解くことすらすっかり忘れていた。


「罰ばつとして、本日補習授業を行います。このあとすぐにＣ組のホームルームへいらっしゃい」


「ええっ、これから!?」


　素すっ頓とん狂きような声を上げたオレを、先生はギラリと目を光らせてにらんだ。


「いいから、残るのよ。それがイヤなら、最初から期限を守ることね」


　気き迫はくに満ちた美女の恫どう喝かつに、それ以上は何も言い返すことができない。


「……ゴメン、絽美」


　真弓先生が立ち去ると、オレは頭を下げて謝った。


「いいよ。しょうがないよね、宿題出さなかったんでしょ？」


「うん……ごめん……」


　こんなことになるのなら、瞼まぶたを洗せん濯たくバサミで留めて徹てつ夜やしてでも、宿題を終わらせて提出したのに。


「補習、頑がん張ばってね！」


　しかし、絽美のかわいらしい笑顔に送り出されたオレの心は、これから補習に向かうとは思えないほど弾はずんでいたのだった。





　　　　　☆





　宿題を提出していない級友は他にもいたはずなのに、Ｃ組のホームルームには誰もいなかった。うちの教室は文化祭中には使われない空き教室なので、机の配置は平素と何も変わっていない。自分の席に着いたオレは、しばらく絽美のことに思いを馳はせた。


　ああ、楽しいな。これから絽美とオレのバラ色のスクールライフが始まるんだ……！


　非モテ人生よ、さようなら！


「……待たせたわね」


　少しして、ドアが開いて真弓先生が入ってきた。その姿を見て、オレは啞あ然ぜんとする。


「せ、先生……」


　彼女は服を着替えていた。白いぴったりしたシャツは同じだったけれども、スカートはいつにも増してタイトで、しかも深いスリットが前面の左側についており、そこから黒いレースのガーターベルトらしきものがチラリとのぞいている。


　正直、かなりグッときた。こんな恰かつ好こうの先生に、これから暮れなずむ教室で個人指導されるのかと考え、口の中に湧わいた生なま唾つばを呑のみ込んだ。


　ゴメン、絽美。でもこれはしょうがない、男の本能なんだ。実際に先生と何かあるわけじゃないんだから、これくらいの楽しみは許してくれ……。


「さあ、始めるわよ」


　オレに流し目をくれながら、先生は艶つややかに微笑した。その様子がどうもいつもと違う気がして、下心が暴走しそうになり狼ろう狽ばいする。


「えっ、な、何を……」


「もちろん……補習よ」


　意味深なほどゆっくりとした口調で言いながら、先生はハイヒールをカツカツと鳴らしてオレの机の前にやってくる。そうして、シャツの襟えりからのぞく胸の谷間を見せつけるかのごとき仕草で、目の前にかがんだ。はちきれんばかりの肌はだ色いろの果実が二つ、せめぎ合うようにしてこちらへ迫せまってくる。


「貴方だけにしてあげるわね。とってもキモチイイ、ほ・しゅ・う」


　色っぽく片目をつぶり、彼女はオレの机にプリントを置いた。


　先生、いつもとキャラが違う……！　いや、普ふ段だんからエロいフェロモンはプンプンだけれども、そういうんじゃなくて、なんか、こう……。


「さ、解きなさい」


　先生に言われて紙面に目を落とすと、それはなんてことのない関係代名詞の演習問題だった。動どう揺ようを押し殺してシャーペンを握にぎっていると、先生は一つ前の机に腰こしを下ろし、左ももを高々と上げて脚を組んだ。


　先生、見えそうです！


　オレは心の中で悲鳴のようなツッコミを入れた。そんなことだから、当然プリントは捗はかどらない。


「……ダメね、貴方。全然わかってない」


　オレの耳をくすぐるようなため息をつきながら、先生はねっとりとした甘い声で囁ささやいた。


「ねぇ、関係代名詞が何か、わかってる？」


「えっ、えっと……わ、わかりません」


　わかっているのは、先生がとてもエロいということだけだ。


「関係代名詞はね、違ちがう文同士を繫つなぐ役割をする代名詞なのよ」


　そう言うと、彼女はあろうことか自分の襟えり元もとにゆっくり手をかけ、さらに二つ、シャツのボタンを外した。シャツの上から透すけていた黒いレースのブラジャーが、今やはっきりと確認できる。


「人間同士にも、そういうものが必要だと思わない？」


「えっ、えっ？」


「貴方と私は、どうやったら繫がれるかしら」


「つ、繫がる……？」


　話が飛ひ躍やくして混乱しながらも、オレは先生の谷間から目を逸そらすことができない。


「貴方の『関係代名詞』を使うのよ」


　言いながら先生は立ち上がり、プリントの載のった机をどけて、オレの脚あしに触ふれた。びっくりしつつも振ふり払はらうことができずにいると、先生はいやらしい手つきでオレの膝ひざを撫なで回し、そこから腿ももにかけて、指をしならせるようにしてゆっくりと手を往復させた。


「ねぇ、できるでしょ……？　それとも、貴方の『関係代名詞』は役立たずかしら」


　今、確信した。


　間ま違ちがいない、オレは完全に誘さそわれている。


　なんてこった、こんな展開、エッチなビデオの中でしかありえないと思っていた。全身の穴という穴から、沸ふつ騰とうして膨ぼう張ちようした血液が噴ふき出しそうだ。


　特に、オレの「関係代名詞」は激げき烈れつヤバい。


「……あら、苦しそうなことになってるじゃない」


　先生は視線を落とし、クスリと笑った。
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「我が慢まんしなくていいのよ。貴方の関係代名詞を、早く私の節に挿そう入にゆうして。一つの文になりましょう」


　先生、エロかしこいっス……！


「せっ、先生……」


　オレはもう限界だった。もうダメだ。これ以上は身が保もたない。


　けれども、理性の焼き切れるギリギリのところで、オレは絽美の顔を思い出した。


　耐たえろ、耐えるんだ、成道。


　オマエの貞てい操そうは、絽美のためにあるんだぞ……！


「さぁ、瀬木君……」


　先生がオレの襟元へ手を伸のばし、シャツのボタンを外そうとしてくる。


「やっ、やめてください、先生！」


　ほとんど金切り声で叫さけび、その手を払いのけた。


「……まあ。意外にお堅かたいのね」


　先生は冷静だった。そして薄うすく唇くちびるを開いて笑い、両手でむんずとオレの手を握る。


「若いんだから、欲よく望ぼうに素直になりなさいっ！」


　そう言うと、先生はオレの腕うでを引っ張りながら、オレが座っていた椅い子すの脚を蹴けり飛ばした。


「うわっ！」


　椅子が傾かたむき、体が先生の方へ吹ふっ飛とぶ。


「きゃあああああ────っ！」


　耳をつんざくような先生の悲鳴と、椅子と机が床ゆかに叩たたきつけられる音を聞きながら、オレは訳がわからぬまま、先生の上に覆おおいかぶさるように倒たおれた。


「えっ……」


　気がつくと、オレは先生の上に跨またがっていた。目が合った先生は、オレの手を取ったままニンマリと微ほほ笑えんでいる。その手がブラジャーモロ見えの胸へ導かれ、むにゅにゅっ、というとても人体の一部とは思えない魅み惑わくの触しよつ感かんに、背筋がぞくぞくと震ふるえた。


「ちょっ、せっ、先生……ッ！」


「何をしているんだ？」


　そのとき、野太い男の声が響ひびいて、ガラッと教室のドアが開いた。


「なっ、せっ、瀬木、おまえ……！」


　オレたちの様子を見て絶句したのは、体育教師の鬼おに沢さわだった。


「いやっ、違うんです、真弓先生がっ……！」


　説明しようとしたが、先生はもうオレの手を離はなしていて、どう見てもオレは自分の意志で担任の女教師のおっぱいを鷲わしづかみにしている、けしからんにもほどがある生徒だった。


　とりあえず、オレは先生の上から飛び退のいた。


「……英語の補習をしていたんです。そうしたら、瀬木君が興奮していきなり……」


　静かに起き上がった真弓先生は、棒立ちになっている鬼沢に沈ちん鬱うつな表情で訴うつたえる。


「なっ、なんてことを……！　生徒の分際で……おのれ瀬木ぃいいい……！」


「えええ、うそうそ！　噓うそです！　違う！　オレじゃない！」


「噓をついているのはおまえだ！　この状じよう況きようで、それ以外に一体どんな事情があるという！　過あやまちを犯しただけでなく、自分の罪を認めない気か！　どこまで性しよう根ねが腐くさっているんだ！」


「鬼沢先生、あまり瀬木君を責めないであげてください。私が悪いんです。私がこんな服装をしていたから……」


　そう言って、先生はボタンがほとんど留まっていないシャツの胸元を合わせ、太ももの上までめくれ上がったタイトスカートを整えた。


「いえ、全然悪くないです、真弓先生……！」


　ゴクリと唾つばを呑んだ鬼沢は、興奮をごまかすように怒いかりの形相をさらに厳しくした。


「瀬木！　おまえは今から職員室に来い！　残っている先生方全員で、おまえの根性を叩き直してやる！」


「ええぇっ!?」


「問答無用！　お祭り気分で浮うかれるにもほどがある！　いくら理事長の孫でも罪は罪！」


　そうして、オレは職員室に連行されることになった。


「……悪く、思わないでね」


　廊ろう下かに出たとき、前を行く鬼沢の目を盗ぬすんで、真弓先生がオレに耳打ちしてきた。


「貴方あなたのことは最後まで応おう援えんしたかったけど、理事長からちょーっと大きなお金をいただいてしまったのよ。今日こうするようにってね」


「なっ……！」


「どうした、瀬木」


　驚おどろきの声を上げたオレを、鬼沢が不ふ審しんげに振り返る。


「なんでもありませんよ、鬼沢先生」


　真弓先生はにっこり笑ってから、再び表情を曇くもらせる。


「では私、ちょっと気分が悪いので失礼させていただきます」


「あっ、はい」


　鬼沢は慌あわてて深刻な面おも持もちを作った。


「信じていた教え子に裏切られたのですから、ショックは当然です。あとは我々が上手うまくやりますから、どうぞお気をつけてお帰りください」


「ありがとうございます。では……」


　そうして廊下を玄げん関かん方向へ歩いていく真弓先生のセクシーな後ろ姿を見送り、オレは心の中でギリギリと歯ぎしりした。





　やられた……！　あのクソジジイ……！





　　　　　☆





　それから、職員室で十名以上の先生に取り囲まれてお説教をくらったオレは、家に帰ってくると真っ先にじーちゃんの屋や敷しきに向かった。


「じーちゃん！」


　じーちゃんは部屋にいて、やはりマッサージチェアでくつろいでいた。


「今日はよくもやってくれたな！」


「おお、成道か。人聞きが悪いのう。ちょっとは楽しかったろうに」


「楽しいもんか！」


　だってオレは今日、本当なら絽美と仲良く帰るはずだったんだ。補習なら仕方ないと思って別れたのに、まさかこんなことになるなんて。


「ひどすぎるぞ、じーちゃん！　莉子サマに引き続き、真弓先生まで買収するなんて！」


「ふむ、オマエは何か勘かん違ちがいをしておる」


　そこで、じーちゃんは低く唸うなった。


「今朝から気になっておったのじゃが、梨佳ちゃんはともかく、ワシは恵比寿家の令れい嬢じようには何もしておらんぞ」


「え……？」


「梨佳ちゃんの計画については臨海学校の直後から打ち合わせておったことだから、オマエがそちらに気を取られているなら好都合と、今朝はあえて否定せんでおいたのじゃがな」


　人の悪い微笑を浮かべるじーちゃんを見て、オレの頭の中は真っ白になる。


「えっ……じゃあ……」


　今朝の出来事はなんだったんだ？　莉子サマはどうしてオレに許嫁いいなずけの話なんか？


「でも、恵比寿病院からなくなった四億円っていうのは……」


「なんじゃ？　その話は」


「えっ、じーちゃんとは無関係なのか？　莉子サマはそれで病院の経営が苦しいって……」


「おお、そういえば」


　オレをどこまでからかうつもりなのか、じーちゃんはわざとらしく声を上げる。


「臨海学校のあと、ワシはヘリに乗って恵比寿家に行き、そこで恵比寿家の当主に話したのじゃ。うちの孫は本当にできの悪いロクデナシで、おまけにドスケベの変態じゃと」


　百ひやつ歩ぽ譲ゆずって、オレがドスケベの変態だというのは認めよう。けれども、じーちゃんだけには絶対に言われたくない。


「そして、その、瀬木・ド変態・成道が、お宅のご令嬢と接近しているから気をつけた方がいいと、そう忠告したのじゃ」


「なっ……！」


「そのときは恵比寿殿どのもさして気に留めておらん様子じゃったが、その日のうちに連れん絡らくが来てな。なんでも、娘むすめさんからオマエのいい評判を聞いたそうで、これはどういうことかとな。だからワシは言ってやったのじゃ。成道はお嬢じようさんをたらし込んでいるところじゃから、くれぐれも真に受けるなと」


　オレは怒りに震えながら、じーちゃんの話をじっと聞いていた。


「そうしたら恵比寿殿は大層焦あせって、なんとかしてオマエと娘さんの仲を引き裂さいて欲しいと言ってな。そのための金ならいくらでも出すと。そして実際、ワシのところにそれなりの大金を持って来おった。だからワシは梨佳ちゃんに話をつけて、オマエの評判を最悪なものにするため、今回の計画を実行することに決めたのじゃ」


「じゃっ、じゃあ、じーちゃんは莉子サマのとーちゃんから、こんな計画のために四億円ももらったっていうのか!?　いくらなんでもぼったくりすぎだろ！」


「さすがに、そんな大金はもらっておらん」


　じーちゃんは落ち着いた態度で言った。


「しかし、恵比寿殿はワシに渡わたす金を病院の商談用の金庫から取ったらしい。次期当主たるご令嬢には、経営に関する情報はすべて開示して、時には相談することもあるらしいが、この金については秘密にせねばなるまいと漏もらしておった。金庫番の執しつ事じに話を通す前に持ち出したせいで、一時は泥どろ棒ぼうに大金を盗まれたと噂うわさが立って屋敷中が混乱したとのことじゃから、ご令嬢が何か騒さわいでおったというのなら、そのことが原因じゃろう」


　オレは、今じーちゃんが言ったことを頭の中で整理した。


　そうか。それで莉子サマは、一人悩なやんで追いつめられたのか。天才的な頭脳を持つ彼女が冷静な判断もできなくなり、オレのところへ単身訪れて、あんなことを言い出すほどに。


　じゃあ、ちょっと待て。


　もしかしてオレ、今朝、彼女にとんでもなくひどいことを言ったんじゃないか？


　――なんでそんな、即そく答とう……するのよ……。


　――そんなの、自分が一番よくわかってるんじゃないのか……？


　なんてこった。あれじゃただ、「キミが嫌きらいなんだ」と言ったも同然じゃないか。っていうか、きっとそう受け取られたんだよな。


　ショックに決まってる。いくら友達だとはいえ、異性にそんな言い方をされたら。


「莉子サマに、謝らなきゃ……」


　茫ぼう然ぜんとして呟つぶやいたオレは、こちらを見てほくそ笑んでいるじーちゃんに、最後の疑問をぶつけた。


「……今言ったこと、本当なんだよな」


「もちろんじゃ。すべての辻つじ褄つまが合ったろう？」


「なんで、そんなことを教えてくれたんだ？」


「隠かくす必要がなくなったからじゃよ」


　余よ裕ゆうたっぷりの口調で、じーちゃんはオレに言い渡した。


「ワシの勝ちじゃ、成道」
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　じーちゃんのセリフの意味は、登校してからわかった。


「聞いた？　あのフェミ男おが……」


「聞いた、聞いた！　真ま弓ゆみ先生を押おし倒たおしたんでしょ？」


「ケダモノだよね。教師を襲おそうなんて、信じられない」


　昨日きのうの一件は、すでに学校中に知れ渡っているようだった。廊下を歩いているだけで、女生徒たちの汚けがらわしいものを見るようなまなざしと、男子生徒の嘲ちよう笑しよう、それに一ひと握にぎりの尊敬の混じった視線を感じる。


「どうしよう、どうしよう……」


　オレは混乱していた。この調子では、噂は絽ろ美みの耳にも入っているかもしれない。それとも、まだ何も知らないのだろうか。メールしてみようか。でも、もし知らなかったらみすみす墓穴を掘ほるようなものではないか。そうは言っても、どのみちすぐに彼女は噂を知るだろうし、他のヤツから聞くよりは、オレが言ってすぐに弁解した方がいいのではないだろうか。でも、すでに知っていて物もの凄すごく怒おこっていたらどうしよう。


　それに、オレは莉れい子こサマにも謝りに行かないといけないのだ。彼女を怒らせたのは昨日のことだから、そちらを片づけるのが優先されるべきだろうか。いや、でも、しかし……。


　そんな風に考えているうちに時間はいたずらに過ぎて、結局何一つ建設的なことができないまま、文化祭の二日目が開始してしまった。


　昨日と同じように、オレは朝からメイド服で忙いそがしく立ち働いた。美少女が多い聖☆ジュウだけに、文化祭の来場者は圧あつ倒とう的てきに男性が多い。うちの店に訪れるのも半数以上が他校の男子高生で、昨日の事件のことで好こう奇きの目を向けてくる客が少ないのはありがたかった。


　正午に当番を上がると、オレは昨日と同じくメイド服のままＤ組のカジノ喫きつ茶さへ向かった。オレが保管しているとまた細工されるかもしれないので、今朝着てきた制服は、昨日借りたものを返すついでに、放課後まで黒くろ川かわに預かってもらうことにしたのだった。一度やってしまったことであるし、今日も一日メイド服でいることにさほど抵てい抗こうはない。


「……あれ、絽美は？」


　音楽室に入っても、そこに絽美の姿は見えなかった。Ｄ組の人に断ってついたての内側をのぞいてみると、そこには制服姿の黒川だけがいた。


「瑞みず本もとさんなら、十二時半から一時半までのシフトだよ」


「えっ？　そんなはずは……」


　だって、オレたちはあらかじめ、二人で校内を回れるよう互たがいの当番の時間を合わせておいたのだ。


「僕もよくわからないけど、どうも今朝、急きゆう遽きよ他の女子と代わったみたいだよ」


「そうなのか」


　オレはちょっと憮ぶ然ぜんとした。ケータイを確認しても、絽美からのメールは入っていない。


「おかしいな……」


　まさか昨日の事件のことを知って……とも考えたが、絽美の性格を考えると、それならそれでオレに直接何か言ってくるような気がする。少なくとも、今までの彼女だったらそうするはずだ。


「まあ、絽美は親切だから、都合の悪い人がいれば代わってあげるだろうな。連絡できないのは友達に連れ回されてるとか、手芸部部長としての用事が入ったとか……」


「瀬せ木きは、瑞本さんを迎むかえに来たのかい？」


　一人でぶつぶつ言っているオレに、黒川が話しかけてくる。


「あ？　ああ、うん。そうだったんだけど……」


「じゃあ、一時半までヒマつぶしに行くかい？」


「え？」


「僕はこれから休きゆう憩けいなんだ。特に誰だれとも約束していないから、どうしようかと思っていたんだけど」


「ああ、それなら行くか」


　オレだって、これから一時間半も一人でいるのは退たい屈くつだ。


「オマエ、天文部の方はいいのか？」


「ああ。プラネタリウムは当番が一人いればできるし、あとは星の写真の展示だけだから」


「ふうん」


　そんな話をしながら、オレの頭にあったのは莉子サマのことだった。絽美とのデートが少し延期されたので、さしあたっては莉子サマのことが気になる。


「……あのさ、Ａ組の店に行ってもいいかな。オレ、ちょっと莉子サマに会いたくて」


「うん、いいよ。昼時だし、ちょうどいいね」


　そう言うと、黒川は自分の鞄かばんから文化祭のプログラムを取り出した。


「そもそも、Ａ組は何喫茶をやってるんだ？」


「これだって。ほら」


　黒川が指したのは二階の案内図で、そこには「戦国メイドカフェ」と書いてあった。


「……なんだそれ」


「なんだろうね。Ｃ組と同じにならないようにしたのかな」


　ともかく、オレたちはＡ組の部屋へ向かった。


　確かに、そこは戦国っぽい雰ふん囲い気きの店だった。誰が持ってきたのか、入口には鎧よろい兜かぶとを着た人形が飾かざってある。その顔に既き視し感かんを覚え、目を凝こらしてげんなりした。


「……またオレかよ！」


　それは呪のろいのフェミ男お人形だった。


「あちこちで大だい活かつ躍やくだな……」


　とりあえずそういうことにして、廊ろう下かにできている列に並んだ。やはり昼だけに人は多い。先頭の方では、浴衣ゆかたをミニ丈たけにしたようなコスチュームに、甲かつ冑ちゆうをモチーフにしたようなエプロンをつけた女子が客を教室内へ導いている。


「莉子サマ、中にいるのかな……」


　いたとしても、まさかコスプレしていることはないだろう。


　そう思っていたオレは、中に入った途と端たん、視界に飛び込んできたコスチューム姿の女子を見て瞠どう目もくした。


「ねえ、なんでワタシがこんなことしなきゃならないわけ!?」


　それはどこからどう見ても、戦国メイドな莉子サマだった。


　別の娘こに席へ案内されたオレたちが観察していると、お盆ぼんを持って給仕する彼女は、不本意そうな顔で文句たらたらの様子である。


「恵え比び寿すさん、ありがとうね。人手が足りなくて、すごく助かってる」


「別に礼が聞きたいわけじゃないわ。なに、それ運ぶの？　いいわよ、貸しなさいよ」


　メイドの仲間の娘と話しながら、莉子サマはてきぱきと飲み物を運ぶ。隣となりのテーブルにそれを置いた彼女は、振ふり向きざまにこちらへ顔を向けた。


「あら、アンタ」


　そう言った彼女が見ていたのは、黒川の方だった。


「瀬木成なる道みち、知らない？」


　反射的に、オレは顔を伏ふせた。


　そりゃそうだ。普ふ通つう思わないよな。メイドの連れがオレだなんて。


「うん？」


　黒川は一いつ瞬しゆん戸と惑まどった様子だったが、オレの方へ顔を向けるでもなく莉子サマに答えた。


「瀬木に何か用事でもあるのかい？」


「用事？　そんなものあるわけないでしょ！」


　そう言う彼女は、声だけ聞いていてもわかるくらい、あからさまに怒っていた。


「ワタシは気分を害してるの。なんなのよ……あんな帰り方したのに、昨日からずっと、慰なぐさめにも来ないで……」


　後半のセリフがやけに弱々しくなり、少しドキッとする。


「……れい……」


　思わず顔を上げて声を発しようとしたとき、莉子サマは突とつ然ぜんドン、とテーブルに荒あら々あらしく手をついた。


「今度見かけたらただじゃおかないわ！　泣くほどおしおきしてやるんだからっ！」


　ひいいぃっ！


　脳天から脊せき椎ついへビビッと恐きよう怖ふが走り、オレはそのままの姿勢で硬こう直ちよくした。


「……で、注文は何にするのよ、お館やかた様、お姫ひめ様」


　あ、そこは一応やるんだ。


「早く決めてよね。いつまでもアンタたちにかまってられるほどヒマじゃないのよ」


　慌あわててメニューをのぞき込むオレと黒川に、莉子サマは腕うで組ぐみして命令口調で言ってくる。とてもメイドとは思えない勤務態度だ。


「じゃっ、じゃあ、コーラと勝かち鬨どきカレーをお願いシマァス！」


「だったら、僕もそれで」


　精いっぱいの裏声で言ったオレに、黒川が続く。莉子サマはメモも取らずに注文を聞き終えると、くるっと踵きびすを返した。


「ふん。ゆっくりしていきなさいよねっ！」


　彼女の素すとマニュアルの混在によって、店のコンセプトがブレてややこしい。


「さしずめ『ツンデレ戦国メイドカフェ』といったところか……」


「……あれでよかったのかい？」


　ややあって、黒川がそう尋たずねた。


「うん。ありがとうな、黒川」


　莉子サマの姿が消えているのを上目づかいで確認してから、オレは顔を上げた。


「あんな怒ってたら、とても謝るどころじゃないよ……」


　どうしようかなぁと考えあぐねていると、そのうちオレたちの隣のテーブルに、新しい客が通されてきた。うちの制服を着た女子たちだ。


「生徒会メンバーだね」


　黒川が何気なく言うので見れば、確かにそれは四し条じよう先せん輩ぱいと一年生の女子二人だった。


「うわあ……」


　この前のぞき見た生徒会室の光景を思い出して身み震ぶるいしていると、そこへついたての向こうから莉子サマが戻もどってきた。


「かっ、会長……っ！」


「おーっ、リコちゃん！」


　にこやかに手を振る四条先輩に対して、莉子サマは青ざめていた。


「どうしてっ!?　どうしていらしたんですか！　来なくていいって言ったじゃないですか！」


「何言ってるんだよ、リコちゃんの晴れ姿を見ない手はないだろー」


「見なくて結構です！」


「お？　メイドのくせに、ご主人様への態度がなってないんじゃないか？」


　そう言われて、莉子サマは空からのお盆を胸に抱だいて後じさりした。


「うっ……」


「ほら、早く注文取ってよ」


「はっ、はい……。かしこまりました」


　しかし、生徒会長の横暴はそんなものではなかった。


　莉子サマへの謝罪の言葉を考えながら、運ばれてきた勝鬨カレーを食べているときのことだ。ちなみに勝鬨カレーというのはただのカツカレーとご飯で、白米の部分にケチャップで「風林火山」と書いてあるという雑な世界観を露ろ呈ていするものだった。


「なあ、リコちゃん。この店、どこが戦国なんだ？」


　武将の家か紋もんの旗が刺ささったオムライスを食べながら、隣のテーブルの四条先輩が言った。


「ですから、あくまでも『戦国メイドカフェ』というコンセプトで……」


「なあなあ、せっかくだから、戦国っぽいことしてくれよ」


「と、おっしゃいますと……？」


「『下げ剋こく上じようごっこ』とか？」


「なっ……、なんですか、それ！」


「下剋上だよ、下剋上。リコちゃん知らないのか？　ま、アタシもつい最近まで知らなかったんだけどさ」


「いえ、もちろん知ってますけど、そういう問題ではなく……」


　莉子サマが戸と惑まどうのももっともで、こっそり聞いていたオレと黒川も思わず顔を見合わせた。


「な、なんか明らかなムチャブリが入ったぞ」


「さすがは生徒会長だね。一いつ般ぱん人じんとは考えることが違ちがう」


　感心したように言う黒川もどこか違うとは思ったが、オレの関心はひたすら莉子サマと四条先輩の方に向けられていた。


「『下剋上ごっこ』とは？　下剋上というのは、力が上の者と下の者の立場が逆転することですよ、先輩」


「ああ、だから、ほら」


　莉子サマが説明すると、四条先輩は椅い子すを立って、いきなり床ゆかに手と膝ひざをついた。


「アタシが馬の役をやるから、リコちゃんは上に乗るお姫様役をやりなよ」


「えっ……」


「これが『下剋上お馬さんごっこ』だ。いつものお馬さんごっこの逆だろ？」


「せ、先輩……！」


　決して感動的な場面ではないと思うのだが、普ふ段だんよっぽどひどい仕打ちを受けているのか、莉子サマは目をうるうるさせて四条先輩を見つめている。


　っていうか、「いつものお馬さんごっこ」ってなんだ。


「では、失礼します……」


　そう言って、莉子サマが先輩の背中に両手を置いたときだった。先輩は突とつ如じよひらりと身を翻ひるがえし、その手をつかんで彼女を床に押おし倒たおす。


「ひーっかかった！　おりゃっ、馬の暴走だーっ！」


「えっ、せんぱ……」


「お姫様に馬が馬乗り！　これがほんとの下剋上ってね」


　状じよう況きようを呑のみ込めずあたふたする莉子サマを組くみ敷しいて、生徒会長は彼女のスカートをひらりとめくる。


「ちょっと見せてよ。この服どうなってるんだ？」


「ちょっ、先輩、何を……」


「ふうん。上は？　これほんとに浴衣なのか？　おお、ブラは着けてるんだな」


「キャ――ッ！」


　思いきり胸元をのぞかれ、莉子サマは悲鳴を上げて飛び起きた。


「もうイヤッ！　こんな日までなんなんですか、先輩ッ！」


「いや、その服があんまりにもリコちゃんによく似合ってるからさ」


　ちっとも悪びれずに立ち上がった先輩を、莉子サマは拳こぶしを固めてにらみ据すえる。


「先輩に褒ほめていただいても、ちっともうれしくありませんっ！　せっかく日ひ頃ごろの横暴を少しは反省してくださったのかと、人が心から喜んでいれば……！」


「悪かったよ。まあそんなに怒おこらないでよ」


「そんな言葉にはもうだまされません！」


「ごめんってば、『レイコちゃん』」


「またそうやって……って、えっ!?」


　そこで、莉子サマは絶句した。その顔がこれ以上ないくらい動どう揺ように満ちて、見る間にトマトさながらの赤さになる。


「しっ、失礼しますっ……！」


　そう一言叫さけぶと、彼女は教室の出口へダッシュした。


「あっ、ちょっと待ってよ、恵比寿さーん！」


「その恰かつ好こうでどこ行くの!?」


　メイドの娘たちが焦あせったように声を掛かけるが、莉子サマは振り返ることなく走り去る。それを最後まで見届けて、四条先輩は目を細めた。


「リコちゃんって、ほんとかわいいよなー」


「ですよねー」


「ですよねー」


　ほがらかに言い合う生徒会の三人に、オレは改めて「懲ちよう罰ばつ委員会」の恐おそろしさを知る。名前を正しく呼ばれただけであんなに動揺するって、一体普段どんな扱あつかいを受けてるんだ、莉子サマ……。


「勝てる気がしない……」


　茫ぼう然ぜんと呟つぶやいて、はっとした。


「恵比寿さんいなくなったけど……何か言わなくてよかったのかい？」


　黒川の言う通りだ。これじゃ何しにここへ来たのかわからない。


「いや、全然よくないんだけど、もう一時か……」


　教室の時計を見て、オレは呟いた。今から莉子サマを追いかけるか、絽美の交代時間まで適当にヒマをつぶすか、悩なやましい時間だ。


　最後のコーラを飲みながら考えていたとき、ふと黒川が自分のケータイを取り出してメールか何かを確認した。


「どうかしたのか？」


　その表情が険しくなった気がして尋ねると、顔を上げた黒川はオレに言った。


「今、姉と妹が来ているらしいんだ」


「えっ!?」


　それって、あの噂うわさの美人姉妹か。


「どっ、どこにいるんだ？　見たい見たい！」


「バザーらしいよ、すぐそこの教室の。行くかい？」


「おおおっ……！」


　それでオレは、黒川と共に戦国メイドカフェを出た。とりあえず、これからどうするかは黒川姉妹を見てからだ。


　そう自分に言い聞かせて斜はす向むかいにあるバザーの教室に入り、周りをキョロキョロ見渡す。ここは父母会の模も擬ぎ店てんで、生徒たちから集めた衣料品や日用品を売っているのだ。


「どこにいるんだ？」


「おかしいな。どこだろうね」


　二人でそう言い合っていたときだった。


「ここですわよ、将しようさん」


　芯しんのある、落ち着いた女性の声がした。


「姉さん」


　黒川の言葉で振ふり返ったオレの目に、着物姿のきれいな人が映る。シャープなまなざしと長い黒くろ髪かみが印象的な、服装通りの和風美人だった。


「……お友達の方？」


　思わず見とれていると、彼女はオレを一いち瞥べつして黒川に尋ねる。


「ああ、友達の瀬木だよ。こっちは姉の黒川絢あや芽め。今年から大学生なんだ」


「どっ、どうも」


　慌あわててお辞じ儀ぎをして頭を上げると、絢芽さんの顔つきが一変した。その涼すずしげな眼めがびっくりしたように見開かれている。


「ひょっとして……男の方ですの？」


「え、はい」


　ああ……やっぱりここでも勘かん違ちがいされた……！


「……えーっ、誰だれこの子!?　お兄ちゃんの彼女っ!?」


　そのとき、背後から強きよう烈れつなアニメ声が降ってきて、続いて背中に衝しよう撃げきを感じる。


「フゴッ……！」


「えーっ、ヤダ、ちょーかわいーじゃん！　なになに、もうチューしたの？　エッチは!?」


　オレにおぶさった何者かが、絞こう殺さつ目的かと思うくらい首にぎゅうと抱きついてくる。背中に二つのやわらかいものが当たっている気がするが、それを楽しむ余よ裕ゆうなど微み塵じんもない。


「うげぇ……し、死ぬ……」


「おやめなさい！　見苦しいですわよ！」


　失神寸前のオレの耳元で、絢芽さんが怒ど鳴なった。同時に、パァンとビンタ音が聞こえる。


「何が『チュー』ですか、このスイーツ娘むすめ！　大和やまと撫子なでしことして恥はじをお知りなさい！」


「だぁってぇ……」


　体を解放されたオレが呼吸を整えて振り返ると、そこには頰ほおを押さえて瞳ひとみを潤うるませる美少女がいた。


　甘あまえん坊ぼうのような印象を与あたえる大きなたれ目に、整った顔立ち。頭の高いところで二つに結んだ髪かみ型がたが、幼い気がするけれどもよく似合っている。着ているブレザーの制服は、近きん隣りんのお嬢じよう様女子校の中等部のデザインだった。


「黒川魅み夕ゆう。中学三年生の妹だよ」


　黒川に言われて、オレは改めて彼女を見た。


「あの、噂のＦカップの……」


　そう思って見れば、彼女の制服は、胸部のみボタンがはち切れそうにピチピチだ。


「ミュウでーすっ！　よろしくね、未来のお義姉ねえさん☆」


「お黙だまりなさい、魅夕さん」


　愛あい嬌きようたっぷりにオレに微ほほ笑えみかける彼女へ、絢芽さんは険しい顔を向けた。


「よくご覧なさい、こちらの方は男性ですわ」


　それを聞いて、ミュウちゃんは大きな目をパチパチさせる。


「え、そうなの～～？」


　まっすぐに見つめられ、オレは無言で深く頷うなずいた。


「……じゃあ、オカマちゃん？」


「ちっが――う！」


　そこだけは譲ゆずれないと、周囲の目も気にせず叫ぶ。というか、さっきから周りの視線はオレたちに集中しまくっていて、もはや手て遅おくれだった。


「瀬木は僕の友達だよ。クラス出し物のメイド喫きつ茶さで働いていて、事情があって着き替がえていないだけなんだ」


「ふうん」


　一応納得してくれた様子のミュウちゃんは、そこでずいっとオレに近づいた。


「えー、でもザンネン。折角お兄ちゃんにかわいー彼女ができたと思ったのになぁ～～」


「魅夕さん、だからいつも言っているようにその言葉づかいはなんですの！　もっと品のある日本語をお使いなさい」


　すかさず、絢芽さんが割って入る。


「え～やだ～～！　お姉ちゃんウザい～～」


「『ウザい』ではなく『うざったい』ですわよ！　大体、こんな将さんにまともな顔の彼女なんか一生できるわけないでしょう！」
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「え～わかんないじゃん！　もしかしたらどっかに頭ぶつけて改心したのかもだしぃ」


「ムリです！　わたくしはあなたよりも数年長い間、努力に努力を重ねてここまで参ったのですよ！」


「でもさぁ、お姉ちゃんだって充じゆう分ぶん趣しゆ味み悪いよ？　何そのハンカチ？」


　そう言ったミュウちゃんが指したのは、絢芽さんが手にしているバザーの商品だ。渋しぶい抹まつ茶ちや色の地に、井い桁げた模様が飛んでいる。


「将さんに買う分ですわ。何か問題でも？」


「ヘンなのぉ～～！　おじいちゃんみたい！　それならこっちの方がかわいーよぉ！」


　商品が山積みになった台からミュウちゃんが選んだのは、ハートや星の柄がらがいっぱいついたポップなハンカチだ。


「あなたこそ、なんですの、その柄は！　それでは幼よう稚ち園えん児じではないですこと？」


「うぅ～～何よ～～」


「そちらこそ、なんですの」


　にらみ合う二人の間から、バチバチと火花が散って見える。黒川はと隣となりを見れば、こんな事態には慣れっ子らしく、我関せずの表情でバザーの台を眺ながめていた。


「……わかりましたわ」


　静かな闘たたかいのあとに、絢芽さんは低い声で呟いた。


「それなら、こちらで手を打ちましょう」


　そう言って手に取ったのは、紺こん地じにチェック柄の、シャレた男性用ハンカチだった。


「まぁ～それだったらいいかなぁ～～。ちょぉ～っと地味だけど」


　ミュウちゃんも承服したようで、絢芽さんはその品をレジへ持っていく。


「普ふ段だんの黒川の絶ぜつ妙みようなセンスは、こんな緊きん張ちよう状態の上に成り立っていたのか……」


　感心して、一人そう呟いた。


「ねぇ、お兄ちゃんのお友達さんのぉ……『セキ』さん？」


　そこへ、ミュウちゃんが人ひと懐なつっこい笑みを浮うかべて話しかけてきた。


「成道でいいよ」


　なんとなく、この娘に堅かた苦くるしく呼ばれるのは居い心ごこ地ちが悪い。オレの言葉に、彼女は顔を輝かがやかせた。


「じゃあ、ナルナルだねっ！」


「えっ!?」


　なにその変なあだ名……！


「いや、なんかそれだと、オレがすげーナルシストみたいじゃんか……」


　しかも、あながち間ま違ちがっていないのが余計に辛つらい。


「ねぇ～ナルナル、今ヒマ？」


　しかし、ミュウちゃんは人の話なんか聞いちゃいなかった。


「お兄ちゃんと三人で、これから遊びに行こうよぉ～！」


「僕はこれから部活の当番だし、瀬木も約束があるみたいだよ。魅夕は姉さんと校内を回っていたらいいだろう」


　見かねた様子で黒川が話に入るが、ミュウちゃんは思いっきり首を横に振る。


「やだぁ～～。お姉ちゃんガミガミうるさいし、すぐ暴力振るうし」


「聞きましてよ。この小こ娘むすめが……！」


　そこで彼女の後方から現れたのが、ハンカチの精算を終えた絢芽さんだった。


「誰がそうさせているのかわかりませんのっ!?」


「ぎゃ～～っ！」


　姉の雷かみなりから逃にげようとしたミュウちゃんは、なんとそこでオレの手を取った。


「えっ!?」


「ナルナル、一いつ緒しよに逃げよっ！」


「えっ？　えっ？」


　言っているそばから、ミュウちゃんはオレを引っ張って教室を飛び出す。


「こら、魅夕さん！　どちらへお行きになるつもり!?」


「きゃ～～！」


　すでに絢芽さんは追う気もなさそうだが、ミュウちゃんはノリノリで走り出している。


「魅夕！　瀬木を放はなすんだ！」


　後ろの方から追ってくる友の声を聞きながら、オレはミュウちゃんに引っ張られるまま廊ろう下かを走るしかない。モテない男にとって、自分にしがみついている美少女の腕うでを振ふりほどくのがどれだけの勇気のいることであるか、ちょっと想像してみて欲しい。


「あ、あの、ミュウちゃん、ちょっとオレ、行かなきゃいけないとこがあるんだけど……」


　走りながら階段ロビーの時計を見ると、もうあと十分足らずで一時半だ。


「ミュウも、ちょっと行きたいとこあるんです～～！」


「えっ、どこ？」


「からくり屋や敷しき～～！」


「……！」


　彼女の言葉を聞いて、オレの脳内に閃せん光こうが走った。


「それって、生徒会がやってるっていう……」


「そうなの～～？　ミュウ知らない。ただおもしろそうかなって」


「おもしろいには、おもしろいかもしれないけどね……」


　何せ、あのドＳ集団が作っているからくり屋敷だ。お化け屋敷の何倍も無事に帰れない予感むんむんである。


「莉子サマ、いるかな……」


　そう考えて、ちょっと悩なやむ。このままからくり屋敷に行って莉子サマを見つけて謝るか、それとも早くカジノ喫茶に戻もどって絽美に会うか。からくり屋敷に行っても莉子サマに会える保証はないけれども、当番の誰だれかに尋たずねれば心当たりの場所くらい教えてもらえるかもしれない。でも、そうなれば絽美を時間通りに迎むかえに行くことはほぼ不可能だ。


　やっぱり、ここは先に絽美と落ち合った方がよさそうだ。


「なあ、ミュウちゃん。オレ、本当に行かなきゃならないんだけど……」


「え～っ？　ほんとに？」


　もっと駄だ々だをこねられるかと思いきや、ミュウちゃんはぴたりと足を止めた。


「ナルナルってばちょーかわいーから、もっと一緒におしゃべりしたかったな」


　がっかりしたように呟つぶやいて、廊下の真ん中で悲しげにオレを見上げる。


「いや、あの……」


　かわいい娘こは、憂うれい顔をしてもかわいらしい。それでなおさら無下にできなくなって戸と惑まどうオレに、ミュウちゃんはダメ押しのように首をかしげた。


「ホントにすぐ行かなきゃダメ？　五分もムリ？」


「ま、まあ、五分なら……。でも、五分で五階まで行ってからくり屋敷に入るのは……ムリだろ？」


「じゃあ、からくり屋敷じゃなくてもいいよ！」


　急に元気になったミュウちゃんは、すぐそこの教室を指さした。


「あそこ入ろーよ！」


　そこは英会話部の模も擬ぎ店てんで、入口の旗には「ソフトクリーム」の文字が躍おどっていた。


「えっ、あ、あの、なんで……」


「じゃー、決まりっ！」


　そうして、オレはなぜか友人の妹と模擬店に入ることになったのだった。





　　　　　☆





「ん～～、冷たくておいし～～ぃ！」


　五分後、オレはミュウちゃんにソフトクリームをおごっていた。


「ありがとうナルナル～～！　大好き！」


「いやー、ははは……」


　オレは時計を見ながら、乾かわいた笑いを漏もらすしかない。会計の段階になって「ミュウ、お財布持ってない。今日はお姉ちゃんかお兄ちゃんが払はらってくれると思ったんだもんっ」とペロリと舌を出された日には、オレが買ってあげるしかないじゃないか。


「これだから末っ子ってヤツは……！」


　次に黒川に会ったら絶対にお代を請せい求きゆうしてやろうと心に決めながら、座っていたベンチから徐じよ々じよに腰こしを浮かし始める。この店はレストラン形式ではなく、食券で購こう入にゆうしたアイスや飲み物を、教室内で自由に食べていいことになっているのだった。


「あれ、ナルナル食べないの～？」


「いや、オレは時間もないし……」


　キミにスペシャルミックスソフトクリームをおごったせいで、お金もないのだ。自分の分は買わずに節約だ。


「はい、じゃあちょっとあげるよ？」


「えっ？」


　ドキリとして見ると、ミュウちゃんはオレにソフトクリームを差し出している。コーンの上の三色に分かれた渦うず巻まき状のそれは、てっぺんの辺りがなめ取られて溶とけている。


「いやっ、いいよ、さすがに……」


　ソフトクリームなんて、間接キスとしてはハードルが高すぎる。そもそも、どうしてこの娘はそんなことが平気でできるんだ？


　友人の妹という微び妙みような関係のせいで、必要以上に色々考えて緊張してしまう。コーンを持つ手を見ると、中学生とは思えぬ発育を遂とげた胸の辺りが視界に入る。そこに意識が行かないよう、アイスに全神経を集中させた。


「オジサン、キミのことはヘンな目で見たくないんだ。わかってくれ……」


「ヘンな目？」


　オレを不思議そうに見ながら、ミュウちゃんはソフトクリームを戻して自分でなめる。もたもたしていると溶けてしまうからだ。


「大体、どうしてオレなんだ？　誰か連れて回りたいなら、ナンパしてくれる男がそこらじゅうにいるんじゃないか、キミなら……」


「別にミュウ、男の人と文化祭回りたいわけじゃないも～ん」


　あっけらかんと言って、またアイスをパクつく。


「ミュウはかわいーものが好きなの。ナルナルはかわいーから連れて歩きたかったの！」


「あ、そう……」


　ありがとう、と付け加えるべきか、ちょっと迷った。


「でもほら、かわいい人だったら他にも……本物の女の子とか……ね？　何も……」


「それに、お兄ちゃんが『友達』って言う人、久しぶりだから」


　その言葉で、オレはつむぎかけた文句を呑のみ込んだ。


「中学の頃ころからそうだったんだぁ。ミュウに紹しよう介かいするときも『同じクラスの～』とか『同じ部活の～』とかで、『友達』なんて頭につけて紹介するの、すっごい久しぶり」


　そして、彼女はだいぶ小さくなったソフトクリームをガシッとかじった。


「だから、興味あるんだぁ。どういう人なのかな～～って」


「ミュウちゃん……」


　なんだ、最初のインパクトこそ強きよう烈れつだったけど、兄想いのまともな娘じゃないか。


　そう思っていたオレは、話し終わったミュウちゃんの顔つきが、次第に好こう奇き心しんに満ちて輝くのを見て首をひねった。


「……で、ナルナルって女装が趣しゆ味みなの!?　誰にも言わないから、ミュウにだけ教えて！」


「だからオレはオカマじゃねーって……！」


　さっきテメーの兄貴が言ってたことちゃんと聞いてろよ、コノヤロー！


「……ちぇ～～、冗じよう談だんなのにぃ」


　啞あ然ぜんとしていると、ミュウちゃんはつまらなさそうに唇くちびるを尖とがらせる。


「そんな冗談に付き合ってる場合じゃないんだよ」


　オレはとうとう、ベンチを立った。時刻はちょうど一時半。着き替がえの時間があったりするにせよ、そろそろ行かないと絽美を不安にさせてしまう時間だ。


「じゃあオレ、悪いけど行くから！　お姉さんにもよろしく」


「あっ、待ってよぉ、ナルナル～～！」


　ミュウちゃんの懇こん願がんにも耳を貸さず、オレは教室を飛び出した。鈍どん足そくのオレにしては優ゆう秀しゆうなスピードで廊下を走り抜け、五階に着くまで一分とかからなかったと思う。


　だから、訪れたカジノ喫きつ茶さに絽美がいないと知ったときには、拍ひよう子し抜ぬけしてぽかんとしてしまった。


「なんで、いないんだ？　オレ、絽美と約束してたんだぞ？」


　彼女の不在を教えてくれたバニーの娘に尋ねると、彼女はオレに冷ややかな目を向けた。


「なんでって、自分のせいじゃん。今朝ここで、昨日フェミ男おが真弓先生を襲おそったっていう噂うわさを聞いて、絽美、すごくショック受けてたんだよ。まあ、当然だよね。どういう成り行きか知らないけど、そんな気持ち悪いヤツと文化祭回る約束しちゃったなんてさ」


　自分の顔から、一気に血の気が引いていくのを感じた。


「それで絽美、すぐにはお店に出られる状態じゃなくなっちゃって、別の子に当番変わってもらったわけ。そのうちにフェミ男が弁解か謝罪かに来てくれるの期待してたみたいだけど、それも裏切られたわけだしね。あんたのことなんて見限るでしょ」


「な……」


　なんということだ。オレがうだうだ考えて結局何もできないでいる間に、絽美がそんなことになっていたなんて。


　でも、それが本当だとすれば、オレは彼女にひどいことをしてしまったことになる。だって、オレたちは仮にも昨日、気持ちを確かめ合って両想いになったところだったんだ。


　それなのに……。


「……絽美、どこに行ったか知らないか」


「知らないよ。当番が終わると、すぐ着替えてどこか行っちゃったから」


「ありがとう！」


　そう言って、オレは走り出した。


　昨日の真弓先生とのことなら、天地神明に誓ちかってオレは潔白だ。そりゃちょっとどころじゃなく欲よく望ぼうを搔かき立てられはしたけれども、最後まで何もしなかった。オレはじーちゃんにハメられただけなんだ。


　だったら、さっさと自分から絽美にそれを伝えて、安心させてあげればよかったんだ。


「絽美を捜さがさなきゃ……！」


　昨日よりさらに多くの人でにぎわう校舎内を、焦あせる心のまま駆かけ回る。そのうちに気がついてケータイに連れん絡らくしたけれども、絽美が電話に出ることはなかった。仕方がないので、精いっぱいの気持ちを込めたメールを送る。





　今朝から流れている噂のことだけど、オレは無実です。会ってちゃんと話したいから、これを見たら連絡して欲しい。





　少し待っても、返信は来ない。頭を冷やそうと、一いつ旦たんＣ組のメイド喫茶に戻った。


「……どうしたんですか、瀬木くん」


　ついたての裏に入ると、ジュースを注いでいた勤務中の妹せ尾おが、オレを見て手を止めた。


「え？　何が」


「何かあったんじゃないですか？　顔が真っ青ですよ」


「あ、ああ……。絽美を捜してるんだ。オレ、彼女にひどいことをして」


「……どういうことですか？」


　妹尾は再びジュースを注ぎ始めた。黙だまって見守っていると、コップの八分目までジュースを入れたあと、テーブルに置いたペットボトルへキャップをしようとする。


「実はオレ……、昨日、絽美と両想いだってわかったんだ」


　俯うつむいて呟つぶやいたその直後、見つめていた足元にカランとキャップが転がってきた。顔を上げると、妹尾が慌あわてた様子でこちらにしゃがむ。


「すみません。不注意で」


「ああ、いや……」


「大だい丈じよう夫ぶですから、続けてください」


「うん」


　妹尾は拾ったキャップをウエットティッシュで丁てい寧ねいに拭ふき、ペットボトルの口に回しはめる。それを見ながら、オレは口を開いた。


「でも、投票日が終わるまでは付き合うこともできないわけだし、お互たがい微妙な感じで別れたんだ。そしたら放課後にあんなことがあって……。あんなことっていうのは、ほら、妹尾も聞いただろ？　オレが真弓先生を――ってヤツ」


　蓋ふたの閉まったペットボトルを見つめ、妹尾は黙って頷うなずく。


「あれはじーちゃんの陰いん謀ぼうで、オレはそんなことしてないんだ。本当だよ。でも、絽美は噂を聞いてショックを受けたらしくて、今日も校内を回る約束してたのに連絡がつかないんだ。オレが早く釈しやく明めいすればよかったんだけど……」


　それ以上続けようがなくて、そこで言葉を切った。妹尾もしばらく黙っていた。


「……瀬木くん」


　ジュースの入ったコップをお盆ぼんに載のせると、妹尾はオレを見て言った。


「あと十分でわたしの当番が終わります。手分けして、瑞本さんを捜しましょう」


「あ、ああ……」


「大丈夫です。一度好きになった人のことなら、心の奥ではいつも信じたいって思っているはずですよ」


　力強く言った彼女は、美しい微び笑しようを残して、ついたての向こうへ消えていった。





　　　　　☆





　そうして当番を上がった妹尾は、メイド服を着替えもせずに絽美捜そう索さくに協力してくれた。オレたちは手分けして学校中を捜し回った。少しでも絽美と親交がありそうな生徒に会えば尋たずねてもみたが、彼女の行ゆく方えはようとして知れない。


「……どうでした？」


「ダメだった」


　しばらくして妹尾と落ち合ったオレは、力なく首を振ふるしかなかった。


「教室展示系のところは全部見て回ったし、運動部のデモンストレーションも、講堂も、学校の敷しき地ち内は全部見たけどいなかった。もう帰っちゃったんだろうか……」


「それはないと思います」


「わかってるよ。下げ駄た箱ばこを見たら靴くつはあって上うわ履ばきはないし、だけど……」


「そうでなくて、瀬木くんなら、瑞本さんの性格はわかっているんじゃないですか？」


　妹尾はうろたえるオレを見つめ、勇気づけるように微笑んだ。それで、オレは幾いく分ぶん心が落ち着くのを感じる。


「……そうだな。絽美は責任感が人一倍強いんだ。文化祭の最終日に、個人的な理由で全部放り出して帰ったりする娘こじゃないよな。オレ、またちょっとうぬぼれてたよ」


　言っているうちに、新たな策が浮うかんでくる。


「とりあえず、もう一回Ｄ組のカジノ喫茶に行ってくるよ。手芸部の片づけは四時過ぎからって決まっているけど、クラスの方の片づけはもっと早いかもしれない。シフトが変わってるから、もしかしたらもう一回くらい当番が入っているかもしれないし、Ｄ組のヤツにその辺をちゃんと聞いてみないとな」


「わたしも行きます」


「いいのか？」


　当番上がりで学校中を走らせてしまっただけでも申し訳ないのにと思っていると、妹尾は再び微笑んで頷く。


「わたしも瑞本さんが心配ですし、それにＤ組の喫きつ茶さ店てんも見てみたいですから。さっきは瀬木くんと手分けしたので、まだ低層階の出し物しか見ていませんし」


「あれ？　ってことは、文化祭見て回る約束、誰だれかとしなかったのか？」


　てっきり、うちのクラスの男連中の誰かと約束をしたのかと思った。確か申し込みはいっぱいされていたように思うのだが……。


「してないです。申し込んでくれた人と特に親しくもありませんし、文化祭でいきなり二人になっても困りますから……。その代わり、メイド喫茶の当番をめいっぱい入れてもらうことにしたんです。昨日は一日働いていて、実は今が初めての自由時間なんですよ」


「そうだったのか。それじゃなおさら悪いことしたなあ……」


　けれども、妹尾はすかさず首を横に振った。


「いいえ。おかげで文化祭って色々なことをやってるんだっていうのが見て回れましたし、不ふ謹きん慎しんですけど、少し楽しかったです。だから、わたしのことは気にしないでください」


　そう言われると、オレの気持ちも軽くなる。同時に、そんな彼女が少し不ふ憫びんになった。


「……じゃあ、せっかくだから、カジノ喫茶でお茶でもするか」


「……え？」


　オレの提案に、妹尾は驚おどろいたように笑顔を引っ込める。


「いいんですか……？」


「うん、それでなくても当番では立ちっぱなしだったのに、オレのせいで学校中走り回らせちゃって疲つかれてるんじゃないか？　お金ないからジュースくらいしかおごれないけど、それでちょっとは文化祭見て回れた気分になれるんじゃないかと思って」


　彼女がなかなかうんと言わないので、説得するように付け加えた。


「……まあ、相手がオレっていうのが申し訳ないけどさ」


　何せこんな恰かつ好こうだし、と恥はずかしくなって苦笑すると、そこでようやく妹尾は微笑んでくれた。


「いいえ、ありがとうございます、瀬木くん」


　うれしさを押おし隠かくしたような奥ゆかしい笑顔を見て、オレは焦りと緊きん張ちようを繰くり返していた心がじんわりと温まるのを感じた。





　それからカジノ喫きつ茶さに向かったオレたちは、客としてテーブルに着いて、バニーガールの娘にさっき気がついた点を確認してみた。今のオレだと心証が悪いので、妹尾に尋ねてもらうことにする。


「絽美はもう当番入ってないよ。片づけは部活優先で、帰宅部の人中心にやってもらうことになってるから、これから来るかどうかはわからないなー」


　返ってきた答えは、こちらの期待をことごとく裏切るものだった。


「まあ、しょうがないよな……。ありがとう、妹尾」


　バニーの娘がテーブルを離はなれてから、オレはなるべく明るい声で言った。半分は予想していたことなのだから、落ち込んでも仕方がない。


「すみません。せっかく連れてきていただいたのに……」


「何言ってるんだよ、妹尾のせいじゃないんだから」


　オレがそう言っても、妹尾は恐きよう縮しゆくするばかりだ。


「でも思ったんですけれど、瀬木くんみたいに誰かと文化祭を回る約束をした人が、他の異性と一いつ緒しよにお店に入るのって、いいんでしょうか……？」


「え？」


「一応、紙か何かで文化祭前に届けを出しているんですよね？　昨日も今日も、カップル試験の見張りの人は大勢いるみたいですし……」


「でも今回は加点イベントだし、少しでも他の人と回ったら減点とか言われてるわけでもないからな……」


　とはいえ、そう言われるとそわそわしてしまうのが人間だ。周囲の目が気になって落ち着かなくなり、妹尾との会話に身が入らなくなった。彼女の方も何やら気落ちした様子で、会話が途と切ぎれがちになり、そのうち本当に沈ちん黙もくしてしまう。


「…………」


　かと言って、次に絽美を捜しにいく場所の当てがあるわけではない。二人の飲み物はまだ半分以上残っているし、妹尾が自腹で頼たのんだケーキも減っていない。


　何か会話をつながなくてはと思ったとき、つい先日やはりこんな状じよう況きようがあったなと連想が働いた。絽美と二人でフェミ男お人形を倉庫に運んだ折のことだ。あのときはどうやって話題を引っ張りだしたんだっけと考えて、すぐに思い出す。


　妹尾のことだ。体育を休む理由の話と、どうして聖☆ジュウに入ったのかという疑問のことだった。


「……妹尾ってさ、どうして聖☆ジュウに入ったんだ？」


　いきなり「持病」の話はディープすぎるので、聞きやすい方の話題を選せん択たくした。


「はい……？」


　妹尾は意表を突つかれた表情をする。確かに、ちょっと唐とう突とつだったか。


「いや、うちの学校ってさ、オレが言うのもアレだけど、ちょっと変っていうか、変態っていうか……な噂うわさがあるわけじゃん？　それを知らないで入ったのか？」


　オレの質問に、彼女は顔を少し横に傾かたむける。


「いえ……。そんなに近所ではないので、それほどいわくつきの高校だとは思いませんでしたけど、カップル試験の噂くらいは知っていました」


「じゃあ、なんで？　偏へん差さ値ちがこのくらいのとこならどこでもよかったとか？」


「そういうわけでもありませんけど……」


「まさか、カップル試験目当て？　妹尾に限ってそんなことはないよな」


「ええ……」


　妹尾の返事はのらりくらりとしていて、これだけではよくわからない。尋ねることを諦あきらめたオレが黙っていると、そのうちに妹尾が自ら口を開いた。


「わたしがこの学校を知ったのは、黒川くんがここを受験すると聞いたときでした」


「ああ。ピアノやめてからも、アイツのお母さんと交流あるんだもんな」


　彼女は小学生の頃ころ、黒川のお母さんにピアノを習っていたのだった。


「その当時、わたしには特に行きたい高校もなかったので、ゆり子先生からそれを聞いて、わたしも受験してみようと思ったんです」


「え？」


　なんだ、それ……？


「本当に、どこでもよかったんです。他には、担任の先生に勧すすめられたところをいくつか受けました」


「それにしたって……」


　自分の経歴にも残る一生の問題なのに、幼なじみが受けるからとか、そんな理由でいいんだろうか。それとも……と勘かん繰ぐってしまうのは、オレが低てい俗ぞくな人間だからだろうか。


「妹尾ってさ……、昔、黒川と付き合ってたり、とか、したのか……？」


「それはないです」


　下げ種すの勘繰りは、あっさりと否定された。


「でもさ……」


「それに、黒川くんのところはお姉さんと妹さんがすごいんです。あの家で暮らしている限り、あの人が誰かとお付き合いするのは難しいと思いますよ」


「た、確かに……」


　さっき会った姉妹の強きよう烈れつさを思い出して、思わず納得してしまう。


「じゃあ、妹尾はなんで聖☆ジュウに決めたんだ？　他にも受かったところはあったんだろ？」


「それは……」


　そう言うと、向かいにいる彼女は俯うつむいて押し黙だまった。しばらく待って、そろそろこちらから何か言おうと口を開きかけたときだった。


「入学試験の日のこと、覚えていませんか……？」


　顔も目もこちらへ上げずに、小さな声で独ひとり言ごとのように言った。


「え……？」


　今のセリフって、オレに対してのものか？


「入学試験の日……？」


　あれは、二月初めの寒さが厳しい日だった。前日に雪が降っていたのが心配だったけれども、当日は朝から晴れていて。英語の試験中にちょっと腹が痛くなったけど、それ以外は割とうまくいって……と、どこまで考えても、妹尾の記き憶おくはない。


　だって、オレが彼女を知ったのは、二年になって席が隣となりになったときのことだ。それ以前には妹尾を妹尾と認識していなかったはずだし、第一、入試の日には特に感かん慨がい深ぶかい出会いも、大きな事件もなかった気がする。


「入試の日に、何かあったのか？」


　オレが問い返すと、妹尾はようやく顔を上げた。瞳ひとみの奥に憂うれいのある、オレの好きな微笑を浮うかべている。


「……いえ、でも、その日に思ったんです。いい学校だな、入りたいなって」


「ふうん、なるほど」


　わかったようなわからないような説明だったけれども、そこで話を終えねばならない雰ふん囲い気きだった。


「そういう人もいるんだなあ。オレなんか聖☆ジュウしか見えてなくて、ここ落ちたら高校浪ろう人にんでもするかって熱さだったけど、じーちゃんのコネとか絶対イヤだったし、それ以前にオレにコネなんか使ってくれるわけもないから、必死に勉強してさ。入試の日も力みまくってたし、今思うとカッコ悪いよな」


　あの頃を思い出して語ると、妹尾は頭を振ふって微笑んだ。


「瀬木くんのそういうところ、すごく素敵だと思います」


「ありがとう、お世辞でもうれしいよ」


　というか、最近のオレはもう、女性からの賛辞の類たぐいはすべてお世辞だと思い込むことにしている。それくらいしないと、オレの重じゆう症しようナルシストは矯きよう正せいできそうにない。そして、それほど褒ほめられる機会も、よく考えれば、実はなかった……。


　教室内には、気持ちのいいジャズ音楽のＣＤが流れている。そういえば、ピアノの前にはさっきから誰だれもいない。奏者が休きゆう憩けいでも取っているのかなと思っていたとき、不意に後ろからトントンと肩かたを叩たたかれた。


「瀬木？」


「……おお、黒川か」


　振り返ってみると、そこには黒川が一人で立っていた。


「そうだ、さっきはゴメンな。なんかバザーでオマエ置いてっちゃって」


「いや、こちらこそ、うちの妹がすまなかったね」


　そう言うヤツは、本当に申し訳なさそうな顔をしている。


「彼女は昔から『かわいいもの』に目がないんだ。小さい頃はひらひらしたドレスを着た人形ばかり集めていたし、この歳としになってもリボンのついた服ばかり着て、その上まさかコスプレした君のことを追い回すなんて……。わかっていたら紹しよう介かいしなかったのに、大変な目に遭あわせてごめん」


「いや、いいよ、全然」


　なんだかんだ言って、かわいい娘こに気に入られるのは悪い気分じゃなかった。


「でも、ミュウちゃんどうしてるんだ？　オレ、途と中ちゆうで置き去りにしちゃったんだけど」


「ああ、今は姉に捕ほ獲かくされて、二人で校内を見て回っているよ。さっき会ったんだけど、僕は三時からまたディーラーの当番があるから来たんだ」


　そう言われて時計を見ると、三時まではもう十分とない。イベントの日って、時間の経たつのが本当に早い。


「……瀬木くん、魅夕ちゃんに会ったんですか？」


　妹尾の声で前に向き直ると、彼女はオレと黒川を見て首をかしげていた。


「うん。あの娘、オレの女装が気に入ったみたいで、すごいなつかれたよ」


「妹尾さんも昔そうだったね。それで大変だったから、眼鏡めがねをかけてみつあみにして、魅夕が気に入らない恰かつ好こうをするようになって」


「えっ、そうなのか!?」


　思わぬ新事実に、オレは驚おどろいて二人を見る。


「ええ……。でもあの頃、視力が落ち始めていたのは事実ですし」


「楽がく譜ふが読めないからってレッスン中に眼鏡をかけていたら、魅夕がそれを見てがっかりしたのに『これだ』と思ったんだったね」


「そんな人聞きの悪い言い方しないでください。わたし、魅夕ちゃんのことはかわいがっていますよ」


　そう言って肩をすくめる妹尾はちょっと決まり悪そうで、突とつ如じよ二人の間に漂ただよい出した親しげな空気に、間に挟はさまれたオレはタジタジだった。


「……せ、妹尾ってさ、ピアノうまいんだよな？」


　気まずいので、自らの存在を主張しようと二人に問いかけた。


「あのピアノ、今空いてるみたいだから、弾ひいてみたらどうだ？」


「あ、いいね、それ」


　黒川が声を弾はずませる。


「今日はもうピアノ当番が上がってしまったんだ。ジャズピアノを弾ける子が一人しかいないから、完全生演奏には無理があってね」


「え、でも、わたし、ジャズは……」


　妹尾が慌あわてたように手を振るが、黒川はかまわないといった様子で頷うなずく。


「もちろんクラシックでいいよ。ガーシュウィンなんかなら、それほど離はなれた雰囲気にならないんじゃないかな。よかったら、音楽準備室から譜ふ面めんを持ってこようか」


「でも、こんな恰好だし……」


「別にいいよ。逆に制服の方が違い和わ感かんあるだろう」


「妹尾、Ｄ組の黒川が言ってるんだからいいんじゃないか？　せっかくだし、弾いてみなよ。好きなんだろ？」


　ためらっている様子の妹尾を、オレは軽い気持ちで後押しした。


「さっきから、ちらちらピアノ見てたじゃんか。弾きたいのかなって思ってたよ」


「えっ……」


「聴きいてみたいな、オレ。妹尾のピアノ」


　妹尾は、そう言うオレの顔を真正面から見つめた。その瞳は満天の星のように輝かがやいて、熱い熱を帯びてオレを貫かん通つうし、遥はるか彼方かなたにまで向けられている。


「……黒川くん。楽譜、わたしはラヴェルがいいな」


　そう言う妹尾の声が、今まで聞いたどの彼女の声こわ色いろよりも生き生きしているのを、オレはひどく満ち足りた思いで聞いていた。






　第四章　ドＳ番長に踊おどらされるオレ





「ごめん、ラヴェルはこれしかなかった」


　黒くろ川かわはすぐに準備室から戻もどってきた。手にした一冊の楽譜を妹せ尾おに見せると、彼女は一いつ瞬しゆん表情を硬かたくする。


「……大だい丈じよう夫ぶです」


　少し微笑んで、彼女はグランドピアノの前に座った。蓋ふたを開けて準備を整えてから、深く息を吸って吐はき、両手を鍵けん盤ばんの上に載のせる。


　室内に、ピアノの音色が流れ出した。


　オレが初めて生のピアノ演奏を聴いたのは、幼よう稚ち園えんのとき母親に連れていかれた、近所の女の子が通うピアノ教室の発表会だった。それ以来、学校の鑑かん賞しよう行事以外でピアノを聴きに行ったことなどない。


　そんなオレでも、妹尾のピアノがどれほど上手うまいのかはわかった。周りの人の反応が、それを教えてくれた。


「めちゃくちゃ上手だね。このクラスの子かな？」


「なんでメイド服？　ドレス着てたらプロみたいなのに」


　妹尾が演奏を始めると、初めは雑談に興じていた客たちも、次第に無視できなくなった様子でグランドピアノに注目した。


　妹尾は体全体を使って、ピアノと戯たわむれるように鍵盤を叩いている。曲は明るく軽快なリズムで、部屋の雰囲気にも合っていた。けれども……。


「黒川」


　すでにディーラーの当番に入っていた黒川を呼び止めて、オレは尋たずねた。


「あの楽譜、なんだったんだ？」


「え？」


「なんか、さっき気まずそうだったから」


「……ああ」


　それで、ヤツはオレの言いたいことを理解したらしかった。


「曲のタイトルは『クープランの墓』。鎮魂曲レクイエムだよ」


「レクイエム……」


　それって、亡き人の魂たましいを鎮しずめるために捧ささげるっていう曲だっけ……？


「その割には、明るい曲だな」


「ああ。曲自体には問題ないのだけれど……」


「すいませーん、ポーカーやりたいんですけどー！」


「……はい」


　そのとき、向こうのテーブルの客に呼ばれ、黒川は去っていった。


「レクイエム、か」


　そう思って聴いてみれば、音が転がるように流れていく旋せん律りつの中には、どことなく物悲しさが漂っているような気もする。しかし、音楽に造ぞう詣けいの深くないオレには、それ以上のことはわからなかった。


　妹尾の指は鍵盤の上でなめらかに、踊るように動いている。その軽かろやかさに反して、彼女の表情は少しずつ沈しずんでいくように見える。レクイエムという重いテーマが、徐じよ々じよに彼女の内面に染しみ込みつつあるのだろうか。


　それにしても、絽ろ美みのことが気になる。これからどうしたらいいんだろう。心当たりの場所は捜さがし尽つくしたし、もうどこを当たっていいかわからない。


　そんなことを考えながら、ピアノを奏でる妹尾の姿を見ていた。彼女は眉み間けんにしわを寄せ、今や重くて仕方がないといった様子で鍵盤を押している。当然、音も鈍どん重じゆうになり、曲は出だしとは別物のように暗く湿しめっぽい調子になった。


　そして、音が途と切ぎれた。


「……あれ？　終わり？」


　唐とう突とつな幕切れに、テーブルの客がざわめき出す。すると妹尾は、はっと我に返った様子で楽譜を仰あおぎ、急いで演奏を再開させた。


　今一度流れ始めた旋律は、しかし、またすぐに途と絶だえてしまった。


「妹尾……？」


　妹尾は鍵盤と顔が平行になるくらい深く俯うつむき、小さく肩を震ふるわせている。尋じん常じようではない気配に気づいて立ち上がると、彼女も同時にピアノ椅い子すを立った。


「すみません、わたし……」


　片手で口元を覆おおい、オレたちから顔を背そむけるようにして出口へ向かう。ちらりと見えた目元が赤くなっていたのに、心臓をつかまれたような衝しよう撃げきを覚えた。


「妹尾！」


　人目も気にせず叫さけんだが、彼女を呼び止めることはできなかった。思わず後ろを振ふり返ると、黒川はカードを切る手を止めてこちらを見ていた。


「……ごめん、瀬せ木き」


　それだけで、ヤツの言いたいことはわかった。


「うん、オレ行ってくるよ！」


　そう言い置いて、オレは廊ろう下かへ飛び出た。左右を見み渡わたすと、階段とは逆の方へ走っていく妹尾の後ろ姿が見えた。


　あっちへ行っても何もないことは、生徒なら皆みなわかっている。奥の方へ行くほど客足が遠のくので、一番奥の教室二部屋は文化祭中の生徒休きゆう憩けい室しつになっており、一いつ般ぱん客きやくが入らないようにビニールひもが張ってある。妹尾はそのひもをくぐって、休憩室へ駆かけ込んだ。


　休憩室といっても、楽しいお祭り行事の二日間、こんなさびしいところへ来る生徒はほとんどいない。サボりたいのなら校外へ出ればいいし、部活やクラス展示をやっていれば、専用の控ひかえ室しつがある。案の定、オレがドアを開けると、教室には妹尾の姿しかなかった。


　掃そう除じのときのように机を後ろに寄せた教室は、傾かたむきかけた初秋の日差しを受け、より一層がらんどうの印象を受ける。妹尾は窓際にしゃがみ込んで、窓台へ伏ふせるようにして上半身を預けていた。


　開け放されたままのドアから二、三歩踏ふみ入ったオレは、しばらくの間、掛かける言葉もなく佇たたずんでいた。何が起こったのか、まったくわからない。


「……どうしたんだ、妹尾」


　ようやく一言発すると、妹尾は上半身を跳はね上げてこちらを向いた。泣いているのかと思ったが、その顔に涙なみだの痕あとはない。そんなに足音を忍しのばせていたつもりはないのだけれども、彼女は他人の気配に気づいていなかった様子だ。


「瀬木くん……」


　ほとんど茫ぼう然ぜんと呟つぶやいて、妹尾は続く言葉を手放した。


　オレは頭の中で色んな言葉をひねり出しては繫つなげてみて、ほぐしてはまた結び直す。ようやく口にできると思ったのは、素直な感想だった。


「……良かったよ、ピアノ」


　彼女の表情にさしたる変化が認められないので、急いで続きを考える。


「とか言って、オレ音楽とか全然わかんないけど、でも、良かった」


　そこでようやく、彼女はオレから視線を外した。眉まゆが下がり、口元が憂ゆう鬱うつそうに引き結ばれる。何かまずいことを言ったのかとフォローの言葉を口にしようとしたとき、一瞬早く彼女が口を開いた。


「……ありがとうございます。では、瑞みず本もとさんを捜しにいきましょうか」


「え？」


「早く捜さないと、文化祭が終わってしまいます。そうしたら文化祭デートができなくなって、カップル試験の成績に加点がなくなるだけじゃなくて、瑞本さんとの仲も上手うまくいかなくなるかもしれなくて……。そしたら、瀬木くんは……」


　彼女は立ち上がると、オレの前にやってきて訴うつたえる。その必死な表情は、前にも見た記き憶おくがあった。


　一学期終わりの納のう涼りよう祭りの日、絽美を置いて妹尾を捜しに来たオレに、彼女はやはりこんな剣けん幕まくで、自分よりゴールを優先させるべきだったと訴えたのだった。


　黒板の上にある時計は、もう三時二十分だ。これからどんなに頑張っても、文化祭終しゆう了りようの四時までに絽美を見つけ、さらに誤解を解いてデートするのは至難の業わざだろう。こうなってしまった以上、あとでゆっくり説明してわかってもらうのが次善の策だと思った。


「もう一度、わたしたちで手分けして捜してみませんか？　一人だけだと見落としてることがあるかもしれないし、さっきとは分担を変えて……」


　そう言って、妹尾はドアに向かおうとする。彼女が横を通り過ぎるとき、オレはとっさにその手をつかんだ。


「ありがとう、妹尾」


　妹尾は声も出ないほど驚おどろいた様子で、自分の手首を見つめていた。


「でも、いいよ。それより、オレは妹尾にさっきのことが聞きたい」


　オレの脳のう裏りを、今までの彼女の不可思議な言動が駆かけ巡めぐった。確かな根こん拠きよはないけれども、今ここで尋ねなければ、オレは一生妹尾のことを理解することができないと思った。


「ピアノ、なんで最後まで弾ひかなかったんだ？」


　そう尋ねた瞬しゆん間かん、握にぎっていた手が硬こう直ちよくした。


「……わたし……ピアノはもうやめましたから」


　小さな声で、妹尾は答える。


「でも、あんなに上手だったじゃんか。最初、すごくうれしそうだったし」


「そんなこと……」


「なあ、ちゃんと教えてくれよ。オレら、友達だろ？」


　オレは妹尾の両りよう肩かたをつかんで、真正面から向き合った。


「臨海学校で、オレたちみんな仲間になったんじゃなかったのかよ。妹尾は秘密が多いけど、それじゃなんか、ほんとに仲良くなれた気がしないじゃんか」


「友達……」


「そうだよ、友達だよ。オレ、高校までずっと本当の男友達もいなくて、ましてや女の子のことなんて、すぐに意識しちゃって友達になんかなれなかったけど、妹尾は違ちがうんだ。臨海学校で妹尾がオレのこと異性として見てないってわかっても、絽美と付き合えるって思って頭の中絽美でいっぱいになっても、やっぱ妹尾のことはイイ娘こだと思うよ。嫌きらいじゃないし、好きだよ。だからこういうことだよな。こういうことなんだよな？　友達って」


　妹尾は左右の瞳ひとみを揺ゆらめかせながら、オレの目を見つめて話を聞いていた。


「他のヤツには話せなくても、友達のオレには話してくれよ」


　心をこめて、そう言った。


　閉め切った窓の外から、開きっ放しのドアの向こうから、楽しげな笑い声や明るい話し声が聞こえてくる。けれども、そんな喧けん騒そうを別世界の出来事のように感じるほど、オレと妹尾の間には緊きん迫ぱくした空気が流れていた。


「……瀬木くん」


　呟くように言うと、妹尾は自分の肩かたに片手を伸のばし、オレの手を握った。


「なっ……!?」


　ドキリとしていると、その手はそっと持ち上げられ、肩から優しく払はらわれる。


「瀬木くんって、どこまで優しいんですか」


「え……？」


「もし、わたしのことを本当に友達だと思ってくれているなら、追いかけてこないで欲しかった」


　そう言った彼女の顔は、せつなくゆがんで泣きそうだった。


「このままじゃ、わたし、瀬木くんのこと好きになっちゃう」


「えっ……」


　訳も分からず絶句するオレから離はなれ、妹尾は堰せきを切ったように喋しやべり始めた。


「わたしのこと、恋れん愛あい事ごとに疎うとい天然娘だと思ってましたか？　違いますよ、全部わかってます。でも、必死に隠かくしてたんです。だって、瀬木くんは好きになっちゃいけない人だから。だけど、もうそれも限界です」


　拳こぶしを握りしめ、訴えるように言った彼女は、そこで言葉を切ってオレから目を逸そらした。


「さっきの質問の答え……。わたしがこの学校に入ったのは、瀬木くんがいたからなんですよ」


　泣き出しそうな顔に無理矢理な微び笑しようを浮うかべ、そう呟く。


　オレはと言えば、彼女の話していることがほとんど理解できないまま、そのバラ色の唇くちびるが紡つむぎ出す言葉を聞いていた。


「覚えていないと思いますけど、入試のとき、わたしたち席が隣となり同どう士しだったんです。瀬木くんは今と同じですごく明るくて、休憩中も昼休みも、誰だれも聞いていなくたって一人でずっと話していて、なんておもしろい人なんだろうと思いました」


「いや、それ普ふ通つうにイタくて迷めい惑わくなヤツなんじゃ……」


　とツッコミを入れながら、オレ自身も思い出した。今思えば、あの頃ころのオレは高校に入る前よりさらにひどいナルシストで中二病で、色んな受験生（特に女の子）に自分の夢を吹ふい聴ちようして回っていたのである。


　――オレさ、夢があるんだ。この学校に入ったら、カップル試験でランキング一位の女子と両想いになって、理事長になって校内改革するんだ。だから、キミも合格したら、オレと一いつ緒しよにここに通おうぜ！　大だい丈じよう夫ぶ、オレが絶対楽しい学園ライフにしてやるって！　っていうか、こんなカッコいいオレと一緒の学校に通えるだけで、充じゆう分ぶん幸せだろ？


「……イッテェ───！」


　思い出しただけでも体中がかゆくなるくらい恥はずかしくて、布団をかぶって三日は寝ね込こみたい気分になった。


「それは妹尾にも大変な苦痛を……。どうもすいませんでしたです、ハイ……」


「いいえ」


　全身をかきむしってもがいているオレに、妹尾は真面まじ目めな顔つきで首を振る。


「うれしかったんです、わたし」


「……え？」


「休み時間のたびに瀬木くんが話しかけてくれて、笑わせてくれて、すごく救われた気がしました。あの頃のわたしは今よりずっと閉じこもっていて、中学の教室では、誰も話しかけてくれなかったから。自分から働きかけられないのに、他の人にはこっちに来てもらいたいって、心の奥でそう願っているだけの、身勝手で弱い人間だったから」


　そこで言葉を切って、妹尾は俯うつむいた。


「大事なものを持つのが、怖こわかったんです。母親を亡くして夢もなくして、新しく大切なものを見つけても、また失ってしまう気がして。今ある大事なものだけ失わずに守りつづけていこうって、そればかり考えて固こ執しつして、勝手に苦しくなってしまっていたから」


　相変わらず、彼女の話は核かく心しんが見えない。そこで突つっ立たったままのオレに視線を戻もどした彼女は、ふっと表情をやわらげて言った。


「ドア、閉めていただけますか？」


「えっ？　ああ……」


　よくわからないまま、願われた通り背後のドアを閉めに行く。オレが引き戸を閉め終わったとき、後ろの方でシャーッと音がして、室内が一気に暗くなった。


　振ふり返ると、妹尾はカーテンの閉まった窓を背にし、オレを見つめて立っていた。


「……驚かないで、くださいね」


　心もち緊きん張ちようした口調で言うと、妹尾は自分のメイド服のスカートをつかみ、裾すそを上にたくし上げた。


「えっ？　ちょ、ちょっと、妹尾……？」


　慌あわてるオレに、妹尾は安心させるように微笑む。


「もう少し、近くに来てください」


「なっ……」


　なんで……？


　すわご乱心かとうろたえているとき、彼女が見せようとしているのが右の太ももだと気づいて、はっとした。


　臨海学校のコテージで風ふ呂ろ場ばにいるバスタオル一枚の彼女を目もく撃げきした折、彼女が必死に隠そうとしていたのがその部分だった。


　妹尾が穿はいているのは、オレと同じ白いストッキングだ。パンストではなく太ももの途と中ちゆうまでで終わる製品で、時々直さないとずり落ちてくる厄やつ介かいな代しろ物ものである。それを彼女は、白いガーターベルトで留めていた。


　オレと妹尾の間には、まだ数メートルの距きよ離りがあった。それでも、スカートの裾とストッキングの間、ガーターベルトが伝う部分の肌はだには、何か違い和わ感かんがあるのがわかる。下着が見えてしまうのではないかと思うくらい脚あしの付け根までスカートをまくっていた彼女は、そこでストッキングを留めているベルトを外した。


　静かにするりと、白く薄うすいストッキングがずり下げられていく。


「……びっくり、しましたよね」


　それを膝ひざまで下ろすと、妹尾はかがめていた上半身をゆっくり起こした。


「汚きたないでしょう？」


　彼女にじっと見つめられ、その右みぎ脚あしに釘くぎづけになっていたオレは、努めて平生を装って彼女の顔に視線を移した。


「……どうしたんだ、それ」


「小六のとき、交通事故に遭あったんです。母と二人で、ピアノの発表会へ向かう途中の出来事でした」


「交通……事故……」


　そう呟つぶやいたとき、不意に先ほどの彼女の意味不明な言葉が一本の糸でつながった。


「はい」


　妹尾は静かに頷うなずいた。


「母は、その事故で亡くなりました」
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　そう呟いた妹尾の目から、一ひと粒つぶの涙なみだが零こぼれ落ちた。


「わたしのせいで、母は死んだんです」


　オレはもう一度、彼女の右脚を見た。数針縫ぬったどころの騒さわぎではない。太ももの中間辺りからスカートの裾に隠れるところまで、痛々しいまでに大きな手術の傷きず跡あとが、白くなめらかであったはずの素す肌はだを無む惨ざんに引き攣つれさせていた。


「……ひどい、事故だったんだね」


　ようやく言葉を吐はき出したオレに、妹尾は涙の瞳ひとみで頷く。


「右大だい腿たいを複雑骨折です。骨こつ盤ばんも折っていて、お腹なかの方にも痕あとがあります」


「そうか……」


「でも、わたしはいいんです。わたしは生きてるから」


　叫さけぶように言うと、妹尾は膝をついてその場にくずおれた。


「わたしの片足なんか、なくなっちゃってもよかった。だから、その代わりにお母さんの命が助かればよかったのに……！」


「そんなこと言うもんじゃ……」


「だって、ピアノをやりたいって言ったのはわたしだもの。だから、罰ばつはお母さんじゃなくて、わたしに当たればよかったんです。お母さんは何も悪くなかったのに」


「罰って……」


　もらい泣きの涙を手の甲こうで拭ぬぐい、オレは掛ける言葉もなく呟いた。


　そうか。そんな風に思ったから。


「だから、ピアノをやめたのか……」


　妹尾は床ゆかに泣き崩くずれていて、オレの言葉に答える余よ裕ゆうもない。しばらく声もなくしのび泣いてから、彼女は顔中を真っ赤にして頭を上げた。


「……わたしがピアノさえやっていなかったら、発表会に出ようとしなかったら、母は死なずに済んだんです。わたしのわがままが、お父さんと弟の大事なものまで奪うばってしまった。弟はまだたったの三歳だったのに」


「妹尾……」


「二人に申し訳なくて、退院してからピアノのお稽けい古こをやめました。事故は三月のことで、二カ月以上もの入院の間に、小学校の卒業式も、中学の入学式も終わっていました。わたしがようやく松まつ葉ば杖づえで学校に通うことができるようになったのは、五月の終わりでした」


　それを聞いて、オレは考えた。五月といえば、部活や委員会も決まって、クラスの雰ふん囲い気きも友達関係も固まり始める頃だ。そんな時期に事故の傷跡も生々しい姿で登校してきた彼女に、級友たちはどう接したのだろう。


「友達がいなかったっていうのって、もしかして、それが原因だったのか……？」


　オレの言葉に、妹尾は首を横に振る。


「最終的には、わたしのせいです。病院のベッドに寝ている間、色々なことを考えました。お母さんとの思い出や、自分のこれからのこと、生と死の意味について。色んなことを考え過ぎたせいで、それまでみたいに他人と接することができなくなってしまったんです」


　それでオレは、さっき妹尾が言っていたことを思い出した。


　――大事なものを持つのが、怖かったんです。母親を亡くして夢もなくして新しく大切なものを見つけても、また失ってしまう気がして。


「それなのに、わたし……」


　そう言った妹尾の目に、新しい涙が浮うかんだ。


「まだ夢を諦あきらめ切れなくて、今でも部屋で電子ピアノを弾ひいてるんです。ピアニストになりたかったんです。たくさん練習して、音楽科のある高校に行って、音大に行って、大勢の人の前で演奏するのが夢だったんです。そういう道は捨てたのに。これからは、お母さんの代わりに家事も育児も頑がん張ばろうって。自分のためじゃなくて他人のために生きようと思ったのに」


「妹尾……」


　しゃがんで目線を合わせたオレに、彼女はむせび泣きながら訴うつたえた。


「瀬木くん、わたし、さっき楽しかった。鍵けん盤ばんに触さわったとき、わたし……」


　そこから先は言葉にならず、声が嗚お咽えつに呑み込まれていく。


「ごめんなさ……もう……なんか……」


「わかった。わかったよ、妹尾」


　彼女がかわいそうで辛つらくて、たまらない気持ちで抱だき寄せた。ところが、妹尾は泣きじゃくりながら、オレの胸を押おし戻した。


「やめて、瀬木くん」


「いっ、いや、今のは……！」


　下心からの行こう為いと誤解されたのかと慌てると、妹尾は首を振ってオレを見つめた。


「ずっと自分に言い聞かせてたんです。出会った日から、恋こいしても望みのない人だったから。瀬木くんはヴィーナス賞を獲とるためにこの学園に来て、わたしはヴィーナスになれるような人間じゃないから。瀬木くんに憧あこがれて入学を決めたけど、好きになっちゃいけないってわかっていたんです。だけど……」


　泣きやんだ彼女は、頰ほおの涙を拭いながら視線を逸そらす。


「二年生になって同じクラスになった瀬木くんは、わたしをデートに誘さそってくれました。すごくうれしかった。お弁当まで作って舞まい上がってしまって、あとでよく考えて落ち込んで言い訳を考えたりして。本当に好きにならないよう、何度も自分に言い聞かせました。憧れだけの存在で卒業しようって」


「あっ、あの、妹尾……」


　よくよく考えれば、さっきからすごいことを言われているような気がする。情報を整理したくて、オレは赤面しながらタンマをかけた。


「今言ってることって、全部ホント？」


「はい」


　妹尾はすんと鼻をすすりながら答える。


「じゃっ、じゃあ、キミは一体、入試の日のオレのどこに憧れて……？　その、空気を読まないというか……バカに明るかったところ……？」


「ええ、それに瀬木くん、わたしに言ってくれたんです。『もし夢を叶かなえたいなら、この学校に入ればいい』って。ヒーロー賞を獲れば、お金やコネで叶う夢はなんでも叶えられるって」


「あー……はいはい」


　それも、なんとなく思い出してきた。


　――まあ、ヒーローはたぶんオレだろうから、キミがヴィーナスにならない限り、ヒーロー賞は獲れないけどね、アッハッハ！


「うわぁ……」


　もう死んでしまいたい……！


　人は人生のある時期、どうしてあんなに調子に乗れるのだろう。そして、どうしていつまでも調子に乗りつづけたままでいられないのだろう……。


　でも、この娘こは、そんな頃ころのオレに……。


「すごく勇気づけられました、わたし。諦めてたはずのピアニストになるって夢が、一いつ瞬しゆんだけ叶うかもしれないって思えたんです。よく考えれば、お金やコネで音大に入っても、実力がなければいい演奏者にはなれないし、世の中で成功するはずなんてないんですけど……」


　自じ嘲ちよう気味に言った妹尾は、改めてオレを見つめて微ほほ笑えんだ。


「瀬木くんはすごい人です。たった一日で、わたしにとって忘れられない人になりました」


「いや、そんな……」


　確かに、強きよう烈れつなインパクトはあったかもしれないが、黒歴史以外の何物でもない。


「だから、もう限界なんです」


「……え？」


「これ以上、少しでも優しくされたり、触ふれられたりしたら、わたし……」


　そう言うと、妹尾は口を引き結んで頰を染めた。オレと視線が合わないようにうろうろと瞳をさまよわせ、ぽつりと呟つぶやく。


「……瀬木くんに……恋をしてしまいます」


　その言葉に、オレの心臓がついに爆ばく発はつした。


「こっ……！」


　恋……！


　女の子の口からこんなにはっきりした告白のセリフを聞くのは、生まれて初めてだ。しかもこれは勘かん違ちがいではなく、正しよう真しん正しよう銘めいの……いや、待て。彼女は「これ以上優しくされたり、触れられたりしたら」と言っているのであって、まだオレに恋をしていると言ったわけではなくて、だから……。


　そのとき、廊ろう下かの方でいきなり声がした。


「文化祭ももう終わりかぁー！　サッカーのデモンストレーションも楽じゃないよなー！」


「かっ……！」


　一かず晶あき！


　とオレが戦せん慄りつするのと同時に、教室のドアが開く。


「あれ？　誰だれかいるのかあー？」


　カーテンが閉まって薄うす暗ぐらい室内を、一晶が蛍けい光こう灯とうのスイッチを入れて照らす。振ふり返ったオレの目に映ったのは、いつものサッカー部のチャラ男お二人をつれた、ユニフォーム姿の、これまたチャラい一晶だった。


「いや、これはそのっ……！」


「アレ？　ロミロミの……」


　大おお慌あわてで立ち上がったオレは、一晶と声をハモらせてから、しまったと思った。


　そうだよ、コイツ、オレのこと絽美の女友達だと思ってるんだった……！


「ん？　今の声……どっかで……」


　しかし、アホな一晶には、長年慣れ親しんだ腐くされ縁えんの同級生の声もすぐにはわからないらしく、しきりに首をひねっている。


「まさか、オトコか？」


「オトコなのか……!?」


　ヤツの後ろでは、二人のチャラメンが混乱しながらオレを見て話し合っていた。その隙すきに退室しようと、妹尾と目配せをし合ったときのことだった。


「あ――っ！　そうだ！　もしかしておまえ、ナルミチかあ――っ!?」


「えっ！」


　しばらく思い出せまいとタカをくくっていただけに、動どう揺ようを隠かくせなくてうろたえる。


「ちっ、違ちがうよ！　あんなキモくてイタくてありえないヤツ……！」


「その声、やっぱりナルミチだなーっ！」


「あわわわ……」


　まさに墓穴である。


「おまえ、こんな暗い部屋で何してるんだよぉーっ!?」


　言いながらこちらへやってきた一晶は、そこでオレの陰かげに隠れていた妹尾を見つけた。


「まっ、まさか、その女の子と……!?」


「違う、違う！　な、妹尾!?」


「はいっ……！」


　躍やつ起きになって同意を求めるオレに頷うなずき、妹尾は泣き腫はらした目をこすって勢いよく立ち上がる。


「あっ」


　すると、妹尾の右みぎ脚あしから半分ずり落ちていたストッキングが、いかにも脱ぬぎかけであったかのようにするりと滑すべり落ちる。


「ナ、ナルミチーッ！　おまえ……！」


　それを見て、一晶は一気にエキサイトした。


「あわわわわ、違う、これはオレが脱がしたわけじゃ……！」


「そんなわけあるかよーっ！　カーテンを閉め切った薄暗い部屋で、女の子と二人きりで向かい合って、女の子のストッキングが片方脱げてるんだぞぉーっ！」


「違うって！　誤解！　誤解だよ、五階だけに！　ねっ、ねっ!?」


「しかも、女の子とおそろいのメイド服を着て、どこまで変態なんだ、ナルミチィーッ！　見損なったぜぇーっ！　ロミロミと約束をしておきながら――ッ！」


　一晶はもはやスーパーサイヤ人になりかねない勢いで、天てん井じように向かって吠ほえている。


「うおおお――！　ロミロミに言いつけてやる――ッ！」


「うわっ、ちょっ、待てって……！」


　けれども、オレの訴えが聞き入れられることはなかった。一晶はそのまま友人すら置き去りにして廊下へ走り出し、オレは慌あわててあとを追う。


「一晶！」


「ロミロミ――ッ！」


　しかし、そう簡単に絽美に会えるわけはない。ずっと捜さがし回っていたオレたちにだって見つけられなかったんだ。


　そう思っていたオレは、階段近くにあるカジノ喫きつ茶さから出てきた女生徒の顔を何気なく見たとき、背中に冷水を浴びせられたかのような衝しよう撃げきを受けた。


「絽……」


「ロミロミ――ッ、聞いてくれよ、ナルミチのヤツ！」


　絽美の前で止まった一晶は、そのまま咳せき込こむようにして喋しやべり出した。


「あいつ、そこの教室で女の子とイチャついてたんだぜーっ！　二人っきりで部屋暗くして、その娘のストッキング脱がしてるところだったんだ！」


「え……？」


　それを聞いた絽美の顔が強こわ張ばるのと、オレが一晶の後ろから彼女の視界に滑り込んだのは、ほとんど同時だった。


「絽美……！」


「成道くん……」


　オレたちは、一晶を挟はさんで見つめ合う。絽美の顔に浮うかんでいたのは、拭ぬぐい去さりようのない不信の色だった。


「成道くん、どうして……？」


「え？」


　悲しげな絽美の顔を見て、オレはすぐに自分が彼女を捜していた理由を思い出した。


「あ、いや、真弓先生のことはじーちゃんの陰いん謀ぼうで、オレは無実で……」


「違うだろぉーっ！　この噓うそつきのスケベ！」


「うるさいな、オマエは黙だまってろよ！　……そうじゃなくて、そう……、オレ、さっきからずっとそれを言いたくて絽美を捜して……」


「そんな風には思えないよ」


　強めの口調で言われて、オレはぐっと言葉に詰つまる。


「い、いや、だから、一晶が今言ったことも誤解で、オレは何もしてなくて……」


「何もしてなかったの……？」


「うん！　何もしてなかった！」


　拳こぶしに力をこめて答えると、絽美は肩かたを落としてうなだれた。


「……それなのに、電話もメールも見てくれなかったんだね」


「えっ……!?」


　オレは焦あせって、エプロンのポケットに手を突つっ込こんだ。取り出した携けい帯たい電でん話わのディスプレイには、「着信あり　新着メール一件」という文字とアイコンが表示されていた。メールのアイコンをクリックすると、絽美からのメッセージが開かれる。





　遅おそくなってゴメンね。担任の先生に頼たのまれて教員用資料室に行ったりしていたので、なかなか連れん絡らくできませんでした。


　今日は勝手にシフトを変えて、約束を破ってごめんなさい。朝から色々と噂うわさを聞いて、気持ちを落ち着かせるのに少し時間がかかってしまったけど、今は成道くんを信じてるよ。後夜祭は一いつ緒しよに出ようね。


　Ｄ組のカジノ喫茶にいるので、よかったら迎むかえにきてね。





　受信時間は、今から二十分ほど前だ。その五分後には彼女から着信もある。


「ああ……」


　ちょうど、オレが妹尾を追いかけ、涙なみだする彼女から話を聞いていた辺りだ。エプロンのポケットはズボンのそれと違って体に密着していないので、マナーモードだと振しん動どうに気づきづらい。それでも、さっきまでみたいにこまめに確認していればよかったのだが……。


「ナルミチは女の子とおトリコミ中だったから、メールや電話なんて気づかなかったんだよなーっ！」


「バッ！　ちっ、ちが……っ！」


　変なタイミングで一晶に口を挟まれ、必要以上に慌ててしまった。


「じゃあ、あの女の子とナニしてたんだよぉーっ!?　ロミロミの前で言ってみろよー！」


「そ、それは……」


　オレは後ろを振り返ったが、妹尾はついてきていない。今の出来事を、絽美にどうやって説明できる？


「ほら、言えよぉーっ！　なんでメイド姿の娘こがストッキングを脱ぎかけてたんだーっ？」


「ええと……」


　だって、その理由を正しく説明するためには、妹尾の過去の話をしなければならないわけで、あんな重い話を本人の許可もなく、しかも一晶もいるこんなところで、話すわけにはいかないじゃないか。


「……ほらな、ロミロミ。こいつはこういう男なんだぞーっ！」


　オレが黙ったまま俯うつむいていると、一晶は勝ち誇ほこったように言った。


「だからロミロミ、後夜祭だけでもおれと……」


「佐さ々さくんは黙って！」


　そこで、絽美が一晶をにらんで一いつ喝かつした。


「これは成道くんと私の問題なんだよ。佐々くんは関係ないでしょ」


　すると、絽美に弱い一晶は途と端たんに元気をなくして逃にげ腰ごしになる。


「と、とにかく、ロミロミが許しても、おれは許さないぞぉーっ！　学校中におまえの悪事を言いふらしてやるぜぇ――っ！」


「な……！」


　去っていく一晶の捨てゼリフに身が凍こおるけれども、ここで絽美を置いてヤツを追いかけるわけにはいかない。


　どうかせめて、必要以上に尾おヒレのついた話にはなりませんように……。


「……成道くん」


　二人きりになると、絽美は静かに口を開いた。


「今の話、どういうこと……？」


「ええと……」


　ちらりとうかがうと、彼女の表情に怒おこっている様子はない。深い不安と悲しみの色だけが、かわいらしい造作の顔を支配していた。


「あの……その……」


「わたしが説明します」


　そのとき、背後から妹尾の声がした。


「雪ゆき菜なちゃん」


　顔つきをやわらげる絽美を見て振ふり返ると、そこにいた妹尾は着衣も整い、少しだけ目が赤いことを除いては、もうすっかり平生の様子であった。


「雪菜ちゃんが説明って……？」


「はい。さっきの人が言っていた『メイド姿の娘』って、わたしのことなんです。ストッキングを脱いでいたのは脚あしをケガしてしまったのを見ていたせいで、瀬木くんはたまたまその場に居合わせただけなんですよ」


　落ち着いた妹尾の口調には、人を納得させるような安心感があった。それを聞いて、絽美の顔から不安な様子が抜ぬけていく。


「ですから……」


　と話をまとめようとした妹尾は、そこでオレたちの背後を見て「あ」と小さく叫さけんだ。


「ナルナル───ッ！」


　その声を聞いて、オレも彼女の反応を理解する。


「ミュ、ミュウちゃん……！」


　階段の方から走ってきたのは、さっきオレに散々からんできた黒川の妹だった。


「ナルナル、見つけたぁ～～っ！」


　絽美と妹尾の見ている前で、ミュウちゃんは後ろからオレに抱だきついてくる。Ｆカップのやわらかい感かん触しよくに、オレは慌てた。


「えっ、あ、絢あや芽めさんは!?」


「お姉ちゃんウザいから、茶道部に行って置いてきた～～！　今いま頃ごろ『結構なお点て前まえで』とかやってるよ」


　姉は姉で、わかりやすいキャラである。


「で、ミュウちゃんは何しに五階へ……」


「お兄ちゃんにナルナルのいるとこ聞こうと思って来たんだぁ。でも、見つかったからもういい～～！」


　オレにかじりついているミュウちゃんは、そこではっとしたように手の力をゆるめた。


「……あれ？　もしかして、ユッキーナ？」


　その隙すきに彼女の腕うでをほどいて横に退くと、ミュウちゃんはメイド服に身を包んだ妹尾をまじまじと見ている。


「……お久しぶりですね、魅み夕ゆうちゃん」


「わぁあ～～！」


　たちまちミュウちゃんは妹尾に抱きつき、苦笑する彼女の髪かみの毛や服をあちこち引っ張って喜んだ。


「ちょーかわい～～っ！　久しぶりに見たぁ、こんなユッキーナ」


　目をキラキラ輝かがやかせ、今度は少し離はなれて、うっとりと目を細める。


「昔はさぁ、よく着てたよね！　発表会のときとか、いつもこういうドレスだったもんね」


「小学生の頃ころの話でしょう」


「今でも、よく似合ってるよぉ～～！　ね、もっかいうちの教室通いなよ！　そしたら、また発表会でドレス着れるじゃん！　おそろいの服着て、ミュウと連れん弾だんしようよ～～！」


　甘えるようなミュウちゃんの言葉に、妹尾は無言で微び笑しようする。そんな二人を眺ながめながら、オレは文化祭前にみんなでお昼を食べたときの、妹尾との会話を思い出した。


　――あんなひらひらした服着て人前に立つなんて、そんな目立つこと、妹尾みたいな娘は苦手じゃないのかなーって。


　――……そんなことは、ないですよ。


　オレ、本当に妹尾のこと何もわかってなかったんだ。本来のこの娘はきっと、もっと明るくハツラツとしていて、みんなの視線を一身に集めても臆おくせずにいられるような、そんなまぶしい輝きを放つ少女なんじゃないだろうか。


　そう、ヴィーナスにだってなれるくらいに。


「……やればいいじゃないか、ピアノ」


　思わず、そう言っていた。妹尾とミュウちゃんがオレを見て動きを止め、状じよう況きようがわからない絽美は一人ぽかんとしている。


「妹尾がピアノを好きだと思う気持ちも、ピアノをやること自体も、何も悪いことじゃないだろ」


　妹尾の瞳ひとみが、オレを見つめて熱く揺ゆれる。


「……そうだよね～～っ！」


　次の瞬しゆん間かん、オレは横からミュウちゃんに飛びつかれた。


「やっぱナルナル大好きっ！　ね、ね、さっき言ってたからくり屋敷行こうよぉ～～！」


「え、いや、もう文化祭終わるって。そろそろ終しゆう了りよう時刻じゃないのか」


　今見えるところに時計はないが、おそらくもうすぐ四時になるだろう。


「黒川くんの妹さんなんです」


「へえ、そうなんだ」


　そうこうしている間に、妹尾が絽美に説明している。


「ねぇ、ナルナル～～！」


「いや、でも、オレは絽美と……」


「行ってきなよ、成なる道みちくん」


「……え？」


　その声で、オレは絽美を見た。微笑する彼女の顔にいつもの明るさはないけれども、その瞳に非難の色はもうない。


「せっかく成道くんと行きたがってくれてるんだから、一緒に行ってきたらいいんじゃないかな？」


「いや、でも……」


「それに私ちょっと体調悪いから、成道くんには悪いけど、手芸部の片づけは済んだし、もう帰ろうかと思ってるの」


「え、そんな……」


「わ～～い！　やったぁ～～！」


　それを聞きつけたミュウちゃんが、フライングで万歳する。


「あ！　よく見たら、そっちの人もちょーかわい～～！　名前はなんですかぁ？」


「え、私？　瑞本……絽美……」


「じゃあロミロミだぁ～～っ！」


「いや、それは一晶とカブるからやめた方が……！」


「さ！　行こ～～！　じゃーね、ロミロミとユッキーナ！」





　こうして、オレはろくに絽美と別れの挨あい拶さつもできないまま、半なかばミュウちゃんに連行される形でからくり屋や敷しきへ向かった。絽美が見せたさびしげな笑顔と、まだ済んでいない莉れい子こサマへの謝罪のことは、心の隅すみに引っかかったままに。





　　　　　☆





「っていうか、からくり屋敷とはなんぞ……。忍にん者じや村にあるようなヤツでいいのか？」


　絽美たちと別れたオレは、ミュウちゃんと一いつ緒しよに廊ろう下かを歩きながら考える。そして、すれ違ちがう女子高生たちの会話に目ん玉が飛び出そうになった。


「ね、セキナルミチって知ってる？」


「ああ、あれでしょ？　さっき聞いた、チョー変態ってヤツ！」


「変態っていうか、犯罪者？」


「教師でも生徒でも、女を見ると襲おそわずにはいられない猛もう獣じゆうみたいなヤツなんでしょ？」


「むしろ怪かい獣じゆう？」


「別名『人間触しよく手しゆ』だって」


「ありえなーい！　オンナ的にチョー恐きよう怖ふなんですけどー！」


　そんなヤツ、オレ的にだってチョー恐怖だよ！


「うむむむ……」


　一晶の工作活動は着々と進んでいるらしい。どうしたものかなぁと悩なやんでいるうちに、バンジージャンプの教室が見え、その向こうにからくり屋敷の看板も見えてきた。


「あれ？　廊下で何かやってるのかなぁ～～？」


　その前にできている人だかりを見て、ミュウちゃんが首を伸のばす。


「ほんとだ。どれどれ、なんだ……ろ!?」


　背せ伸のびして輪の中をのぞき込んだオレは、驚おどろきのあまり舌を嚙かみそうになった。


「れっ、莉子サマ……！　石いし田だ……!?」


　そこにいたのは、縄なわでぐるぐる巻きになって床ゆかに転がっている石田と、ヤツの背中を踏ふんづけて、縄の端はしをぐいぐい引っ張る莉子サマの姿だった。


「……早く言いなさい！　瀬木成道はどこよ!?」


「だから、俺は知らねぇって言ってんじゃねぇかよぉ！」


「そんなわけないでしょ！　アンタはこの夏休み、瀬木成道との総接せつ触しよく時間が一番長かった他人だってデータが、恵え比び寿す家の諜ちよう報ほう部から回ってきてるのよっ！」


　諜報部……？　なんだそれ……。


「知らねぇもんは知らねぇよ！　Ｃ組か手芸部の教室にいるんじゃねぇの？」


「それがいないから捜さがしてるんでしょ！　この役立たず！」


　そう言って莉子サマは一段と縄を強く引き、石田を踏んづける足に力を入れた。


「ぐぇっ……！」


「莉子サマ！」


　石田が白目をむいて天てん井じようを仰あおぎ、オレは友の無む惨ざんな姿を見かねて、自ら輪の中央へ躍おどり出た。


「何？」


　戦国メイド服姿の莉子サマは、片かた眉まゆを上げ、訝いぶかしげな面おも持もちでオレを見ていた。


「誰だれよ、アンタ」


「……！」


　そうだ。莉子サマ、さっきも全然気づいてなかったんだっけ……。


「瀬木です」


「は？　どこのセキよ」


「瀬木成道です」


　わかってくれる気配もない彼女に、テンションがた落ちのオレは抑よく揚ようのない低い声で答えた。莉子サマはそんなオレを無言で数秒眺ながめ、それからたちまち顔を赤くする。


「なっ……！　なんて恰かつ好こうしてるのよ、アンタ！　男のくせに！」


「い、いや、これにはその……」


「そういう趣しゆ向こうでワタシを籠ろう絡らくしようとしたって、そうは行かないわよっ！」


「ろ、ロウラク……？」


「確かに、ワタシは昔そういう舶はく来らいの人形を集めていたことがあったわ！　でも、今はもう卒業したんですからねっ！　全然、かわいいなんて思わないわよっ！」


　そう言いながらも、莉子サマはオレの袖そでを握にぎって瞳を輝かせている。心なしか、呼吸も荒あらい。


「ダメ――ッ！　ナルナルはミュウのお人形なんだからっ！」


　そのとき、ミュウちゃんが人だかりから勢いよく飛び出してきて、オレのもう片方の手をつかんだ。


「……何よ、アンタ」


「ミュウですっ！」


　莉子サマにジロリとにらまれても、ミュウちゃんはひるまなかった。


「ナルナルは、ミュウと遊んでるんですぅ～ッ！」


　そう言って、オレの片手をぎゅっと引っ張る。


「そう、でもワタシもこの男に用があるのよ！　子どもは一人で遊んでなさいっ！」


　もう片方の腕うでが、これまた強く引かれる。


「ヤですっ！」


　ギュッ！


「離しなさいっ！」


　ギュギュッ！


「そっちが放せばいいでしょ～～！」


　ギュッギュギュ！


「うるさいわね！　このワタシに指さし図ずしようっていうの!?」


　ギーリギリギリ……ギギギ……ッ！


「ヤダ！　ナルナルは渡わたさないもんっ！」


「イデデッデデ……！」


　ミュウ、もういい！　戻もどれ！


　オレの命のために……！


　そうやってカカシのような恰好でぐるぐる回っていると、ふと莉子サマが何かに気づいたように手を休めた。


「あら？　そういえばアンタ、誰かに似てるわね……？　誰だったかしら……」


　やった、助かっ……、


「まあいいわ。ほらっ！」


「うげぇ！」


　再び両りよう腕うでを引っ張られて、オレは悲鳴を上げる。


「は、放してくれ……」


「そうですよぉ～～！　ナルナルは、これからミュウと一緒にからくり屋敷に入るんですっ！　早くしないと文化祭が終わっちゃうのにぃ～～！」


　ミュウちゃんがそう言ったとき、いきなり反対側の手が放された。


「わわっ！」


「きゃあーん！」


　オレとミュウちゃんは団子になって転び、不可解な思いで莉子サマを見上げる。


「いてて……」


「何するんですかぁ～～？」


「そっちこそ、何言ってるのよ。からくり屋敷なら、もう終わったわよ？」


　莉子サマは仁王立ちでオレたちを見下ろし、そう告げた。


「えっ、なんでですかぁ～？」


「時間よ。そこの時計よく見なさいよ」


「……なるほど」


　四時じゃねーの。


「出し物はもう終しゆう了りよう。これから後夜祭で、みんな校舎の外に出ていってるところよ？」


　そう言われてみれば、さっきまでオレたちを取り囲んでいたギャラリーは、もうだいぶ少なくなって解散気味だった。廊下の人の流れも完全に階段へ向かっていて、客が帰り足になっているのがわかる。


「なんだぁ……ザンネェン……」


「でも、まあいいわ。入りなさいよ」


「へ？」


　目をぱちくりさせるミュウちゃんに、莉子サマは不敵に微ほほ笑えむ。


「いいの？」


「いいわよ。特別よ？　早く、そこの男を連れて入りなさい」


「う、うん……」


　ミュウちゃんは腑ふに落ちない顔をしながらも、オレの手を取って立ち上がらせようとしてくれる。


「ナルナル、行こ～っ！」


「ちょっと待ってくれ、その前に石田を助けてやらんと……」


　そう言って、莉子サマに縛しばられたまま放置されていた友のところへ行く。


「……いや、成道……、俺にかまうんじゃねぇ。おまえはその娘こと早く行け……」


　すると、息も絶え絶えといった様子の石田は、そう言ってオレに微笑みかけてきた。


　また少年マンガかなんかに影えい響きようされてるな、コイツ……。


「うん。じゃあ行く……」


「成道。最後に一つだけ、おまえに伝えておきたいことがある。俺が命がけで得た、実に重要な情報だぜ」


「ん？　なんだ」


　床に寝ね転ころがったままオレを手招きした石田は、オレが身をかがめて近づくと、声をひそめて囁ささやいた。


「今日の恵比寿莉子は、白とピンクのストライプだ」


　それを聞いているオレの視界に、莉子サマのすらりと長い脚あしが飛び込んでくる。図らずもちょうどスカートの中をのぞき上げるような形で、魅み惑わくの三角地帯がバッチリ目に入り、パンティの柄がらまでもが鮮せん明めいに見えてしまった。


「ほ、ほんとだ……！」


　鼻血を噴ふきそうになっていると、莉子サマがこちらに気づいて首をめぐらせた。


「ナニ、見てるのよ……？」





「ア────ッ！」


「すまん、石田。オマエのことは忘れない……」


　友の断だん末まつ魔まの叫さけび声を聞きながら、オレはミュウちゃんと共に「からくり屋や敷しき」の教室のドアを開けた。


「やったぁ、かっらくり屋敷ぃ～～！」


　何にそんなに惹ひかれていたのかは知らないが、ミュウちゃんは念願のアトラクションに入れてご満まん悦えつだ。
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「まあ、いくら『懲ちよう罰ばつ委員会』の出し物っつっても、所しよ詮せんは学校の文化祭だからな……」


　そう思っていたオレは、背後で閉まったドアの向こうから聞こえてきた声に戦せん慄りつした。


「さあ、対瀬木成道用のプログラムを作動させて！」


「はい、センパイ！」


　莉子サマと、おそらくは生徒会の一年だった。


「た、対、瀬木成道……？」


　そのときオレが思い出したのは、莉子サマがさっき戦国メイド喫きつ茶さで言っていたことだった。


　――今度見かけたらただじゃおかないわ！　泣くほどおしおきしてやるんだからっ！


「ひぃいいー……！」


　もしかして、これがその、おしおきなのか！


「うわぁ～～い！　楽しいね、ナルナル～～！」


「ミュウちゃん、そんなにはしゃいじゃ危ないって……！」


「あっ、まずはここが仕し掛かけかぁ～～」


　オレの忠告になど耳も貸さずに、ミュウちゃんはおもしろがってそこら中の壁かべを押す。ここは広い特別教室を使っていて、教室のスペースをベニヤ板で細かく仕切っているようだ。最初に入ったところは、何もないがらんどうの空間だった。


　すると、ミュウちゃんが押したベニヤ板の一か所、人一人通れるドアほどの大きさの部分が、くるりと向こう側に回転する。


「ふうん、ここを通ればいいってわけか。ほんとに忍にん者じや屋や敷しきみたいなんだなあ」


　願わくは、こういった平和な仕掛けが最後まで続きますように……！


　ところが、オレのその願いは、三つ目のスペースで打ち砕かれた。


「あれ？　ここ広いなぁ～～」


　ミュウちゃんが呟つぶやいた通り、そのブースは今までの四畳じようほどのスペースのところに比べて、随ずい分ぶんと縦に広かった。たとえるならばボーリング場のレーンのような……と考えて、オレはイヤな予感に満たされた。


「まさか……」


「あっ、これがドアのスイッチみたい」


　オレが身を震ふるわせるのと、ミュウちゃんが何かのスイッチを押したのは同時だった。


　ガラガラガラ……と不ふ吉きつな音が、奥の方からこだましてくる。


「や、やっぱり……！」


　恐きよう怖ふにおののくオレの目に飛び込んできたのは、向こうからまっすぐこちらへ転がってくる巨きよ大だいなボールだった。運動会で使う大玉ほどの大きさの、けれども、それよりずっと重そうな……。


　要するに、当たったら死ぬ。


「にっ、逃にげろ、ミュウちゃん！」


「えっ、でもぉ、開かないよ～～！」


　確かに、オレたちが前の場所からやってきたときに使った仕掛け扉とびらは、今やびくともしない。


「とにかく壁を押せ！」


　そう言って、手当たり次第に近くのベニヤ板を押しまくる。その一か所に思いきり体当たりしたとき、壁が傾かたむいて体の重心がぐらりと揺ゆれ、オレとミュウちゃんは後ろに倒たおれ込むように次の間に送られた。そして、再び悲鳴を上げた。


「ひぃいいい～～！」


　次の間の仕掛けは、天てん井じようから槍やりが降ってくるトラップだった。


「死ぬ！　マジで死ぬ……！」


　命からがら扉を見つけ、次の間へ。


「うわあああ――！」


「きゃぁああ～～！」


　そんなことを何度か繰くり返したあとで、オレたちは真っ暗な空間へ放り込まれた。


「うおおお～～～……お？」


　条件反射でつい叫んでしまったが、その部屋は今までになく静かだった。いくら待っても、トラップが発動する気配はない。


「……ん？　なんだ、ここ」


　そこで、オレは異変に気づいた。


　今オレとミュウちゃんがいるのは、直径四メートルほどの狭せまいドーム状の部屋の中だった。中央の床ゆかに、小さな筒つつ状じようの装置が置かれているのがぼんやり見える。


「……センパイ、大変です！」


「どうしたのよ!?」


「からくりが壊こわれてて、二人が隣となりの部屋に行っちゃいました」


「どっ、どういうこと!?」


　少し離はなれたところから、莉子サマと後こう輩はいたちの動どう揺ように満ちた会話が聞こえてきた。


「わからないんですけど、回路が変えられていたみたいなんです」


「それにしたってありえないわ！　何よ、隣の部屋って。教室の壁をぶち抜ぬいたっていうの!?　たかが文化祭の仕掛けのために？」


「でも、そうとしか……」


「そもそも、さっきから仕掛けおかしかったわよね？　槍ってなんなのよ？　当たったら死んじゃうじゃない！」


　なんと……！　


　意外にも優しかった莉子サマに感激していたオレは、次の彼女の発言で現実の厳しさを知った。


「ワタシが仕掛けたのは、数百本のくすぐり棒が壁の両側から出てくるものだったのに！」


　それはそれで、鬼き畜ちくの所業である。


「まったく、なんなのよ！　生かさず殺さずでなければ、お仕置きにはならないわ！」


「大玉も、重量が一トンほど増えてましたしね」


「一体、誰だれが何のために、ワタシの作った仕掛けを変えたわけ!?　こんなこと、一いつ般ぱんの生徒にできるわけないのに！」


　それを聞いたとき、オレはピンと来た。


「じーちゃんか……」


　今日は妨ぼう害がいがないと思っていたのに、結局これである。


「さあ、隣の部屋に行って、瀬木成道を捕ほ獲かくするわよ。ここからはワタシが直接こらしめるわ」


　ヒッ……！


「ダメです、センパイ。隣の部屋、もう部員がカギをかけて出ちゃっていて、ドアが開きません」


「なんですって……？」


　そこで、大人しく縮こまっていたミュウちゃんがオレを見る。オレたちは固かた唾ずを呑のんで外の会話に聞き入った。


「……すいませーん、うちのプラネタリウム知りませんかー？」


　ちょうどそのタイミングで、男子生徒の声が近づいてきた。


「知らないわよ、大体『うち』って何よ、どちらサマ!?」


　莉子サマが怒ど鳴なり返すと、男子生徒のすくみ上がる気配がこちらにまで伝わってきた。


「天文部ですぅ……すいませんでしたっ……！」


「……お兄ちゃんの部活だぁ」


　ミュウちゃんが小声で呟く。


「プラネタリウム盗ぬすまれちゃったのかなぁ～？　ミュウもね、さっき見てきたんだよぉ。すっごくよくできてるの～～。段ボール製のドーム屋根のテントで、真ん中に『トーエーキ』っていう装置があって……」


　と言いながら、ミュウちゃんはオレを見た。オレは自分の周りをぐるりと見回す。


「もしかして、ここがそのプラネタリウムの中なんじゃ……？」


　試しに真ん中の映写機のようなものに手を伸のばし、手探りでスイッチらしきものを入れてみる。


「……うわぁ……」


　ミュウちゃんが歓かん声せいを上げた。


　中央のライトが発光すると、テントの天井ドームには星空が現れた。ライトの周りにかぶせられた黒い筒つつに、針穴くらいの小さな穴が星座の形に開けられているようだった。


「きれいだけど、こうしてる場合じゃないよな」


　プラネタリウムなら、どこかに出口があるはずである。少なくともオレたちが放り込まれたときには開いていたはずなのだからと探してみるが、どういうわけかどこを押しても出られない。これ以上奮ふん闘とうすると、段ボールのパーツが分解してしまいそうなのでやめた。


「どうしよう……」


　いつの間にか、莉子サマたちの声も聞こえなくなっていた。


「早く出ないと、後夜祭に間に合わなくなるよな」


　そう思ってケータイを取り出してみると、まさかの圏けん外がいだ。


「やっぱり、じーちゃんの手の者か……」


　何をどうやっているのかは知らないけど、あの人を敵に回すことの恐おそろしさを改めて思い知る。


「でも、オレはじーちゃんに屈くつしない！　何が狙ねらいでも、必ず乗り切ってやるぜ……！」


　そう宣言したオレは、そこでふとミュウちゃんに目をやった。彼女はプラネタリウムの隅すみにぺったり座り、顔を輝かがやかせて作り物の星空を見上げている。


「……ミュウちゃん、なんか楽しそうだね」


「うん！　だってちょーきれいじゃん！　ミュウ、かわいーもの大好きだけど、キラキラしてるものも好き！」


「いや、でもこの状じよう況きように不安とかは……」


「ないよぉ～～！　だって、ナルナルがいるじゃん？」


　ミュウちゃんは、頼たのもしげなまなざしをオレに向ける。


「うちのお兄ちゃん、ちょっとヤバいところはあるけど、人の中身を見る目は確かだよ！　ナルナルは、そのお兄ちゃんが信しん頼らいしてるお友達だもん」


「し、信頼？　そうなのかな……？」


「そうだよぉ～～！　だってナルナル、お兄ちゃんの部活の観測会に連れていってもらえるんでしょ？」


「え？　ああ、うん」


　そういえば、そんな話もあったのだった。


「いいなぁ。ミュウも前にお兄ちゃんに連れてってってお願いしたんだけど、基本的に部員以外は連れてかないって言われちゃった」


　頰ほおを膨ふくらませて不満げに言ったミュウちゃんは、再びオレを見つめて笑った。


「そのお兄ちゃんが、部員じゃないナルナルを連れていくんだよ？　すっごく信頼してるってことじゃん！　親友なんだって思ったよお！　だから、ミュウもナルナルを頼たよりにするの！」


「おおお……！」


　汚けがれない美少女の信頼オーラを全身に浴び、薄うす暗ぐらいドームの中にありながら、まぶしくて目が開けていられない。


　人に信じられるって、こんなに気持ちいいことなのか。


「……わかった。オレが絶対なんとかしてやるよ、ミュウちゃん！」


　天へ拳こぶしを突つき上げて、神にそう誓ちかう。


「漢おとこ・瀬木成道、必ず親友の妹を無事に脱だつ出しゆつさせてやるぞ……！」


　宣言してからのオレの行動は早かった。すぐさまドームの壁かべを手で探り、段ボールと段ボールがつなぎ合わせられている部分のガムテープをはがしにかかる。


　すまん、黒川。オマエの妹のためだ、プラネタリウムはまた組み立ててくれ……！


「ナルナルまだ～～？　ここ暑いよぉ～～」


「ご、ごめん、オレ今ちょっと深ふか爪づめで……！」


　なかなかテープをはがせずにいると、ミュウちゃんが背後から急せかしてくる。


「暑い～～、溶とけちゃうよぉ～～」


　甘ったれた声で彼女がゴネるのも道理、確かにここはめちゃめちゃ暑かった。


　密閉された狭い段ボールの中、しかも、外側から分厚い暗幕でしっかり覆おおわれているので、プラネタリウム内には熱気がこもりやすい。去年の文化祭でオレが見たときには、天文部の部員がファンを回してくれていたくらいだ。


「もう少しだ、ちょっと待っててくれよ……！」


　友の妹の信頼に応こたえるため、オレは心を無にして、ガムテープはがし職人と化した。


「……おお、はがれた！」


　奮闘の末テープをはがすと、段ボールの一辺がめくれ、外側の暗幕に触さわれるようになる。


「助かった……！　出よう、ミュウちゃん」


　そそくさとプラネタリウムを出て、暗幕の外側に脱出する。機材でごちゃごちゃしている薄暗い教室を、廊ろう下かにつながるドアへと進んだ。


「……ほんとだ。生徒会の子が言ってた通り、カギがしまってるな」


　そう言って、ドアの内カギを解除しようとしたときだった。顔の高さにあるすりガラスの部分に、廊下側から人ひと影かげが映った。


「まったくもう！　顧こ問もん見つけるのが大変だったわ。大体なんなのよ、バンジージャンプって。どこの部活がやってるわけ!?」


　莉子サマの声だ。考えるヒマもなくドアが開き、オレは十数センチの距きよ離りで彼女と差し向かいになる。


「きゃ……！」


　不意打ちを食らった莉子サマは、オレの後ろにいるミュウちゃんを見て後ずさった。


「なっ、何やってるのよ、アンタたち……！」


「え？」


　振ふり返ったオレは、驚おどろきで口をぽかんと開けた。なんと、そこにいたミュウちゃんは、いつの間にかブラジャー一枚になっているではないか。


「ミュ、ミュウちゃん、どうして……！」


「暑かったから、ナルナルがガムテープはがしてるときに脱ぬいじゃった」


「そうかあ、そりゃあんなに暑かったら脱いじゃうよなあ……って、なんでだよ！」


　ノリツッコミもそこそこに、オレは自分のメイドエプロンを外した。


「と、とりあえずこれを……！」


　それを彼女にかけてやり、手に持っていたブラウスを早く着るよう促うながす。それから正面に向き直ると、莉子サマはオレを見て無言で口をパクパクさせた。


「きゃ……」


　美しい形の唇くちびるから、かすれた声が漏もれる。そして……。


「きゃ──────ッ！」


　廊下中に響ひびき渡わたるような大声で、彼女は叫さけんだ。


「あっ……」


　そこでオレは気がついた。


　オレのワンピースは、昨日じーちゃんの工作員によって乳首の部分を切り取られたままになっていたのだった。


「なんだ、なんだ」


「何かあったのか？」


　莉子サマの悲鳴を聞きつけて、まだ教室に残っていた生徒たちが一いつ斉せいに廊下へ出てくる。向かい側の並びにあるカジノ喫きつ茶さから、よく見知った黒川の顔ものぞいた。


「魅夕！」


　すぐにヤツはこちらへ駆かけ足で来て、ミュウちゃんが上じよう半はん身しん裸はだかエプロンでブラウスに片かた袖そでを通しているのを見ると、眉まゆをひそめた。


「何をやっているんだ、魅夕」


「いやっ、違ちがうんだ、黒川、オレは……」


「わかっているよ、瀬木」


　しどろもどろに弁解しようとするオレに、黒川は得心顔で頷うなずいた。


「これは魅夕が自分で脱いだに決まっている」


「く、黒川……！」


　ヤツの友情と信頼に感激して涙せんばかりだったオレは、その友がいきなり妹の横よこっ面つらをビンタしたのに肝きもを冷やした。


「えっ……!?」


「魅夕、どうしておまえはそう危機感がないんだ」


「……いったぁ……」


　ミュウちゃんは顔をしかめ、自分の左頰を押さえて恨うらめしげに兄を見上げた。


「何よぉ……」


「黒川、何もそこまでしなくても……」


「いいや、今日という今日はこれくらいしないと、骨身にしみて反省しない」


　仲裁に入ったオレに対して、黒川はきっぱりと言い切った。


「人前で、特に男の前で服を脱いではいけないと、あれほど言っただろう」


「だってぇ～～、暑かったんだも～ん」


「いいか、おまえはもう子どもではないんだ。これが瀬木だったからよかったようなものの、今までだってその無防備さで散々危ない目に遭あってきたのを忘れたのか。宅配便のお兄さんや電気屋さん、挙句の果てには回覧板を回しに来た隣となりのおじさんまで、そういう姿で出ていったばっかりにその気にさせてしまって、そのたびに、いつもギリギリのところで助けてやる姉さんや僕の心労を考えたことはないのか！」


「え～～ん、ゴメンナサ～イ！」


「……おやめなさい、将しようさん、魅夕さん」


　そのとき、人の輪から絢芽さんが進み出て、二人に声を掛けた。


「みっともないですわよ。周りをご覧なさい」


　そう諭さとしながら、興きよう味み津しん々しんな様子でオレたちを見物していた生徒たちに頭を下げる。


「お騒さわがせいたしましたわね。それでは……」


「あっ、やぁ～ん！」


　絢芽さんは貼はりつけたような笑顔のまま、ミュウちゃんの耳を引っ張って退場していく。ミュウちゃんはブラウスのボタンを留めながら、渋しぶ々しぶそれに従った。


「もぉ～っ、お姉ちゃんの横暴～～！」


「お黙だまりなさいっ、このハレンチ娘むすめ！　やっぱり女子校に入れて正解でしたわ！　家に帰ったらお説教ですわよ！」


「いやぁ～～ん……！」


　そう言い合う姉妹の姿が廊下の角で消え、やがて辺あたりは静せい寂じやくを取り戻もどした。


「……なんだ、この黒川家劇場」


　啞あ然ぜんとして呟つぶやいていると、傍かたわらにいた黒川が神しん妙みような顔でオレを見る。


「うちの妹が、本当にごめん」


「いや、うん……」


「でも、一いつ緒しよにいたのが瀬木で本当によかったよ。他の男子生徒だったら、もしかしたら魅夕を無事に帰してくれなかったかもしれないからね」


「あ、ああ……うん」


　できることなら、そういうことはもっと大声で言って欲しい。なぜなら……。


「ねえ、見てよ。何あの胸に穴の開いたワンピース」


「うわー。初め女の子かと思ったけど、よく見たら瀬木成道じゃん」


「ヤバすぎー！　やっぱ変態の考えることはわからないわー」


「さっきの中学生、上半身裸エプロンだったよね？　やっぱ瀬木先輩にやらされたの？」


「さすが人間触しよく手しゆね」


　これが今のオレの風評かと思うと、本当に情けない。


　それに忘れちゃいけない、オレたちのすぐ傍そばには莉子サマがいて、信じられないといった様子で、肩かたを震ふるわせながらこちらを見ているのだった。


「……な……なんなのよ、その恰かつ好こうは……！」


「あ、あの、これは……」


「寄らないで、ヘンタイ！」


　説明しようと一歩近づいたオレに、莉子サマはそんな暴言を吐はいた。それだけでは飽あき足らず、背後から縄なわを取り出してオレに投げかける。


「たとえＰＴＡが許しても、ワタシがアンタを許さないわっ！」


「うわっ！　ちょっ……！」


「来なさいッ！」


　抵てい抗こうする暇ひまもなく、オレの体に縄がからみついた。そのままがんじがらめにされ、プラネタリウムのある教室へ引きずり込まれる。そう、こう見えて莉子サマは力持ちなのだ。


「く、黒川っ……！」


　最後の力を振ふり絞しぼって親友に助けを求めるが、黒川はなんと、オレを差し置いて石田の縄をほどいているところだった。


「大だい丈じよう夫ぶかい？」


「ありがとよぉ。ったく、成道のおかげでひでぇ目に遭ったぜ」


　何やら、雲行きが怪あやしい。


「黒川ー、石田ー！　助けて……！」


「行こうぜ、黒川」


「でも、瀬木は……？」


「あいつ、恵比寿莉子と折り入って話があるんだってよ」


「そうか。そういえば、さっき僕にもそういうことを言っていたよ」


　そんなことを話しながら、二人はオレから離はなれていってしまった。


「な……！　なんてこった……！」


　そうこうしているうちに、オレは莉子サマに教室の奥へ引っ張り込まれ、体中に縄を渡される。


　これは確か、以前莉子サマが生徒会室で四条先輩にされていた縛り方……亀きつ甲こう縛りとかいうヤツか。破れた胸の部分が強調されるようで、なんだかもう相当恥はずかしい。


「……す、すごいね、こんな縛り方できるなんて……」


「これくらい、生徒会役員なら誰だれでもできるわ」


　莉子サマはてきぱきと手を動かしながら答えた。


　つくづく恐おそろしすぎるぞ、生徒会……。


「あっ、あの、莉子サマ……、昨日のことは……」


「何よ、なんなのよ！」


　先手を打って謝ろうとすると、オレを縛り上げていた莉子サマは、こちらの言葉に過か剰じように反応した。


「ワタシ、アンタのことなんて全然好きじゃないのよ！　でも、お父様と家のことを考えて、仕方なくアンタの許嫁いいなずけになろうって思っただけよ！　今じゃ後こう悔かいしてるわ！　結局、四億円はなくなったわけじゃなくて、お父様がワタシに黙って一部使い込んでしまったのを隠かくしていただけだったし……」


「わかってるよ、莉子サマ」


　オレが答えると、ぶつぶつ呟いていた彼女は手を止め、数秒こちらをにらみつけた。


「……何を、わかってるっていうのよ」


「オレに許嫁になれーって言ったのが、莉子サマの気持ちからじゃないってことだよ」


　その言葉で、莉子サマは急に大人しくなった。縄を握にぎった手を下ろし、思案げな顔であらぬところを見つめる。その隙すきにと、オレは言葉を継ついだ。


「そもそも、最初からそう思ってたから、オレは断ったんだ。オレ、莉子サマがじーちゃんにカネかなんかもらって、グルになってオレを陥おとしいれようとしてるんだと思ったんだよ。だから、じーちゃんの思う壺つぼになってたまるかと思って断ったんだ。勘かん違ちがいして、本当にごめん。あんな変態老人の手先かもなんて思ってさ」


「……じゃあ」


　すると、莉子サマはオレに視線を戻して言った。


「もし、ワタシの気持ちからだったら、どうしたわけ？」


「え？」


「いっ、許嫁のことよ！　家とか親とか関係なくて、ワタシが自分の気持ちで、アンタと許嫁になりたいって思ってたら……どうしたのよ!?」


　癇かん癪しやくを起こしたような口調で、激しく言葉をぶつけてくる。


「だったら……」


　と考えかけて、オレは首を横に振ふった。


「それはないよ。だって、莉子サマとオレは友達なんだ」


　莉子サマの表情が硬かたくなった気がしたが、オレは続けた。


「だって、そうだろ？　臨海学校のとき、そう言ったじゃんか。オレ、それまで男友達もいないくらいだったから、女の子の友達なんて当然いなかったし、本当はめちゃくちゃうれしかったんだ。だから……」


「だって、そう言うしかなかったじゃない」


　オレの言葉を、莉子サマが遮さえぎった。


「ワタシだって、友達なんかいなかったわ。仲のいい他人なんて必要なかったし、むしろ馴なれ合いなんか目標達成の障害になると思ってた。そんなワタシが誰かと人間関係を作りたいって思ったら……」


　顔を真っ赤にしてオレをにらみつけ、彼女はオレを叱しかりつけるように叫さけんだ。


「まず、『友達』になろうって言うしか、なかったじゃない！」


　電気も点つけないでいる教室の中は、陽ひが落ちかけているせいでひどく薄うす暗ぐらい。入口とプラネタリウムの間の床ゆかに転がったオレは、なす術すべもなくただ莉子サマを見上げていた。


「……おーっ、やってるな、リコちゃん」


　そのとき、ドアの方から静寂をぶち破る大声が聞こえてきた。


「せっ、先輩っ……！」


　莉子サマがうろたえて振り返る先に立っていたのは、生徒会長の四し条じよう先輩だった。


「ほうほう、きれいに縛ったなあ。リコちゃんらしい、繊せん細さいな網あみ目めだ」


　彼女はこちらに歩いてくると、オレの傍にしゃがんで、何かの評論家めいた口調で感心したように言う。


「せ、先輩、どうなさったんですか……？」


「ん？」


　さっきまでの勢いが噓うそのようにしおらしくなってしまった莉子サマに、四条先輩はやんちゃ坊ぼう主ずのような顔でニッと笑った。


「いや、ちょっとコイツをこらしめに来たんだ」
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　そう言って目をやるのは、認めたくない事実ではあるが、オレの方だ。


「えっ……？」


「理事会から、生徒会にお達しがあったんだよ。アタシとしても、うちのかわいいリコちゃんを悲しませるような輩やからを許しちゃおけないからね」


　状じよう況きようが呑み込めないオレと莉子サマに向かって、彼女は親切ごかしに微ほほ笑えむ。


「アタシの作った、対瀬木成道用からくり屋や敷しきスペシャルおしおきコースはどうだった？」


「えっ!!」


　それでオレは、さっきミュウちゃんと放り込まれた、殺す気満々のシャレにならない鬼き畜ちくコースを思い出した。


　理事会……。


　つまりは、じーちゃんだ。まさか、生徒会にまでその魔ま手しゆを伸のばしていたとは。


「やられた……」


「では、あれは先輩がお作りになったコースなのですか!?」


　莉子サマも、度ど肝ぎもを抜ぬかれている様子だ。


「そうだよ。ちなみに、一年生の二人も協力者さ。アタシたちみんな、リコちゃんのことが大好きだからね」


「そんな……気づかなかったわ……」


　どちらの告白にショックを受けているのか、莉子サマは青ざめている。


「んでさ、実は、アタシのスペシャルコースはまだ終わってないんだよ」


　そう言うと、先輩は莉子サマが手放した縄の端はしを持ち、オレの体を足あし蹴げにして転がした。


「ひっ……！」


　あまりの恐きよう怖ふに、声にならない叫びが出る。


「なっ、何をするんだ……っ！」


　先輩だとか生徒会長だとか、そんなことはこの際もう関係ない。


「おい、やめろ！　やめてくれぇっ！　それに、オレはもう莉子サマに誤解を解いて謝ったんだ！　だから許してくれ！　いや、許してくださいっ……！」


「ふうん」


　オレの嘆たん願がんに、四条先輩は低い声で呟つぶやいた。


「じゃあ、おまえはリコちゃんと付き合うっていうのか？」


「え……？」


「そうじゃないと、リコちゃんを傷つけた償つぐないにはならないな」


　窓際までオレを転がした先輩は、ベランダにつながるガラスのドアを開けると、半身をかがめてオレの顔をのぞき込んだ。


「ん？　どうだ」


「な、なんで、そんなことを……？」


　生まれて初めて、本物のドＳの方に遭そう遇ぐうしたと思った。答えによっては殺人も辞さないといった殺気に満ちた先輩の表情に、全身から冷や汗あせが止まらない。


「なんでって……？　おまえ、そんなこともわからないのか」


「やめてくださいっ！　先輩っ……！」


　莉子サマが、慌あわてた様子で走り寄ってくる。しかし、四条先輩は追いすがる彼女にかまわずオレに告げた。


「リコちゃんはな、おまえのことが好きなんだよ」





　……え……？





　校庭では、後夜祭のフォークダンスが始まったらしい。オクラホマミキサーの陽気なメロディが、開け放った窓から流れ込んでくる。


「……う、そ……だ……」


　莉子サマの反応を見ると、彼女は四条先輩の背に隠れるようにして、オレから視線を逸そらしていた。先輩の言葉は聞いていたはずなのに、何の反論も弁解もしない。


「おまえはどうなんだ？　どう思ってるんだよ、リコちゃんのこと」


「え……」


「もうやめてください、先輩っ！」


　そこでようやく、莉子サマが声を発した。顔を真っ赤にして、先輩にすがりついている。


「莉子サマ……」


「うるさいわねっ！　アンタは何も言わないで！」


　鋭するどい語調で命じられ、オレの思考と言葉はたちどころに停止した。


「まあまあ、安心してよ、リコちゃん」


　四条先輩はおおらかに言って、「よっ」という掛かけ声と共に立ちあがった。ベランダへ手を伸ばし、何かのロープを持ってきてオレの縄なわとつなぐ。そしてさらに、オレの腰こしに何かをまわしのようにしてつけた。


「え、え……？」


　見ると、それは文化祭についての告知を行った日にじーちゃんがつけていた、時代錯さく誤ごな白鳥の首だった。


「理事長からのプレゼントさ。いい恰好だねぇ、感謝しな」


「あ、あンの、変態ジジイ……！」


　そこで、オレは思い出した。


　――白鳥を笑う者は白鳥に泣くんじゃぞ！


　こんなことで仕返しだなんて、子どもかよ！


「……まあ、見ての通りこいつはこんな変態だしさ」


　自分で変態度五割増しにしておきながら、四条先輩は莉子サマにそう語る。


「だから、たとえこいつがリコちゃんを好きだとしたって、アタシたちのリコちゃんは渡わたさないよ」


　そう言うと、先輩はオレの上半身に張り巡めぐらされた縄をつかみ、両手でオレを持ち上げた。そのままベランダに出ていって、まるで助走をつけるかのようにオレを前後に大きく揺ゆらし始める。そのとき、ようやく思い出した。


　この教室が、バンジージャンプの教室であることを。


「最後に教えてやるよ。バンジージャンプは、理事会の特別出店さ」


「やっ、やめてくれ……！」


　しかし、時はもうすでに遅おそい。


「これはリコちゃんのための仕返しだよ！」


　天に向けて朗々と言った四条先輩は、一際大きくオレの体を揺らすと、手を離はなして空中へ思いきり放り投げた。


「華か麗れいに散りな！　ド変態！」


　ここでおさらいしておくと、オレは両胸に野球ボールほどの大きさの穴が開いたメイド服を着ており、その胸を強調するような縛しばり方で全身を拘こう束そくされて、挙げ句の果てには股こ間かんからいやらしくピンと伸びた白鳥の首をつけている。


　オレがつながれたロープはベランダの先に設けられた特設バンジー台らしきものから出ていて、オレは今その真下へ落下を始めたところだった。


「うわあああああ─────っ！」


　校庭は段々と薄暗くなってきており、中央にある木組みのやぐらには、すでに火が点いてキャンプファイヤーが行われている。生徒たちはその周りを取り囲んで、祭典の興奮も冷めやらぬまま、楽しげにフォークダンスを踊おどっていた。


「わああっ！」


　落ちていくオレの視線の先には、赤々と燃え盛る炎ほのおがある。周りの生徒は、男女でお手々をつないで、うれし恥はずかし青春の舞ぶ踏とう中だ。


　チャララララララン、チャララララララン、チャララッラー、ラララララン、ラン……。





　ラン！





　そんなみんなの輪の中央上空に、オレが投下された。





　縛られ変態と化した、この瀬木成道が。





「ヒッ……！」


　誰だれかが、押し殺した悲鳴を上げた。そして……。


「キャア────────────ッ!!」


　製作費一億ドルのパニック映画並みの混乱が、校庭に展開された。生徒たちは蜘蛛くもの子を散らすように、オレがびよーん、びよーんと何度もバウンドするキャンプファイヤー付近から離れていく。


「だ、誰か、下ろして……！」


　そんな様子だったから、バウンドがやんでもオレの叫さけびが聞き入れられることはなかった。みんなが遠巻きに、縄につながれたまま横よこ揺ゆれするオレを見守っている。


　針のむしろとは、まさにこのことだ。


「あっつ！　熱っ！　助けて！」


　その上、真下から火ひの粉こが舞まい上がってきて、いい感じにオレを炙あぶり焼きにする。オクラホマミキサーは続いているが、誰も踊っていない。ダンスの輪はオレから離れるように大きく広がって、皆みなの足は完全に止まっていた。


　茫ぼう然ぜんとしていると、再びオレの縄が激しく揺れ始めた。


「瀬木成道！　今、絶対に上を見るんじゃないわよッ！」


「えっ……？」


　頭上から響ひびいてくる声に、ほとんど条件反射で首をもたげる。


「バカ！　見るなって言ってるじゃないの――っ！」


　羞しゆう恥ちに染まる莉子サマの声を鼓こ膜まくにビリビリと感じながら、視界に迫せまりくるピンクと白のストライプ模様のパンティを凝ぎよう視ししてしまった。


　そう、莉子サマは、オレの吊つられている縄を滑すべり下りてきたのだ。舞い上がるミニスカートを片手で押さえても、真下にいるオレの視線を遮さえぎることはできない。


「うわっ！」


　そのままお尻しりで激げき突とつされるかと思いきや、オレの体に衝しよう撃げきはない。思わずつぶった目を開けると、目の前に鋭いナイフの刃はが光った。


「ひぇっ……！」


「見るなって言ってるでしょ！」


　どうやら莉子サマはオレのすぐ上で止まったらしい。得え物ものをちらつかせられて押おし黙だまると、頭上でギシギシと縄が擦こすれて切れていく音がする。


「ま、まさか……」


　このまま火の中に真っ逆さまかと身み震ぶるいしていると、そのうちオレの体が振ふり子のように揺れ始めた。頭上のナイフが怖こわくて確認することはできないが、莉子サマが故意に揺らしているらしい。何往復目かに火から一番大きくはみ出したところで、ブチッと縄の切れる音がして、オレは地面に落下した。


「ぐぉわっ……！」


　痛さのあまり、聞き苦しいうめき声が出た。大きなケガをするほどではないけれども、数メートルの高さからグラウンドに全身を叩たたきつけられたのである。


「……ちょっと、アンタ」


　威い圧あつ的てきな声がして顔を上げると、縄から降り立った莉子サマは、スカートを押さえてちょっと飛び退のく。


「なんなの、このスケベ！」


「い、いや、もう見ないって……」


　オレがうろたえていると、彼女はなぜか顔を赤らめて咳せき払ばらいをした。


「……さっき、四条先輩がおっしゃっていたことだけど」


　そう言って言葉を切り、オレの反応を見てから再び口を開く。


「ワタシはアンタのことなんて、これっぽっちも好きじゃないんだからっ！」


「あ、ああ……」


「全部忘れなさいよね！　それだけっ！」


「え、莉子サ……」


　呼び止めようとすると、彼女の手からナイフが飛んできて、鼻先の地面に突つき刺ささった。


「ひいっ！」


「あとの縄は自分で切りなさい！」


　そう言い放つと、莉子サマはオレに背を向けて走り去った。


「……おまえら何をやっている！　ダンスを続けろ！」


　相変わらずオレは皆の注目の的だったが、そこで鬼おに沢さわが叫び、生徒たちはおそるおそるダンスに戻もどり始める。


　オレはナイフを引っこ抜ぬき、自分の胴どう体たいの縄を数か所切った。両りよう腕うでは縛られていないので、一応自由に動かせたのだ。


「…………」


　縄を切り終わって、しばし立ちつくす。白鳥は取ったけれども、胸の破れたよれよれのメイド服はどうすることもできなくて、恥はずかしいやらいたたまれないやら、何をしていいかわからない。踊りが再開されても、相変わらずみんなはオレを遠巻きにしていた。


　情けない。オレ、本当にどうしようもない人間だ。


　そう思って悔くやし涙なみだをこらえていると、自分の足元を見つめていたオレの視界に、一足のローファーが入ってきて止まった。


「……瀬木くん」


　顔を上げると、制服姿の妹尾が、オレに白い布を差し出していた。


「よかったら着けてください。わたしのメイド衣装のエプロンです」


「……あ、ありがとう」


　言われるままにそれを受け取って身に着け、とりあえず見た目だけはまともになってほっとする。けれども……。


　辺りには、まだオクラホマミキサーが流れている。輪を作って校庭を回る生徒たちは、わざわざオレから距きよ離りを取るようにして、大きく円をふくらませていた。


　こんなはずじゃなかった。


　オレは絽美と一いつ緒しよに文化祭を回って、今だって彼女と楽しくフォークダンスを踊っているはずだったんだ。間ま違ちがっても、こんなみじめで寒々しい気持ちではなかった。


　……完敗だ。


　オレは度たび重かさなる妨ぼう害がいにもめげなかったし、真ま弓ゆみ先生の誘ゆう惑わくにも負けなかった。でも、終わってみたらすべてじーちゃんの思う壺だった。


　オレ、じーちゃんに負けたんだ。


　そう思って、唇くちびるをきつく嚙かみしめたときだった。


「……瑞本さんじゃなくてすみませんけど……」


　控ひかえめな声と共に、白い手がすっと差し出される。


「妹尾……」


　顔を上げれば、オレを見る妹尾の瞳ひとみは思いやりに満ちていた。胸が熱くなって手を伸のばし、そこで雷らい電でんに打たれたように思い出した。


　――これ以上、少しでも優しくされたり、触ふれられたりしたら、わたし……。瀬木くんに……恋こいをしてしまいます。


　二人きりの教室で、さっき彼女に言われたことだ。


「瀬木くん」


　中ちゆう途と半はん端ぱに出した手を引っ込められずにいると、彼女はオレの逡しゆん巡じゆんを見破ったかのように微ほほ笑えんだ。


「大だい丈じよう夫ぶですよ。これは、わたしが瀬木くんに優しくしてあげているんです」


　そして、彼女の方からそっとオレの手を握にぎる。


「だから大丈夫です」


　そう言って朗らかに笑った妹尾の目には、涙が薄うすくたゆたっていた。





「わたし、まだ、瀬木くんに恋していませんよ」






　エピローグ　ロマンチックに踊おどらされるオレ





　そうして、オレの文化祭は終わった。


　次の日の代休、オレは黒くろ川かわについて天文部の観測会へ向かった。天体観測というロマンチックなシチュエーションで女の子に星座を教授できるモテ男になりたいというのが、この会への参加を志願したそもそもの動機だった。


　ところが。





「……なんだこれ」


　標高約二千メートルの山の上で、オレは激しく体を震ふるわす。長なが袖そでのＴシャツを何枚着こんでも、まるで何も着ていないかのように寒風がしみ通ってたまらない。


「だから、冬の恰かつ好こうで来てと言ったんだよ」


　そう言う黒川はジャンパーにフリースを着ていて、完全防備の真冬の装いである。


「だって、ついこの間まで最高気温三十度とかだったのに、そんなこと言われてピンと来るわけないだろ！」


「でも、理科で習っただろう。高度が上がるごとに気温は下がるんだよ」


「覚えてねーよ！　バカ！　黒川のバーカ！」


　今日、オレたちは電車とバスを乗り継ついで、長野県のとある山へやってきた。今いる場所は、バス停兼けん駐ちゆう車しや場じようから五分ほど山道を登ったところにある、ゴツゴツした岩の多い小山である。日中に登山道を登っていたときからＴシャツ重ね着でも肌はだ寒ざむかったけれども、陽が落ちて真っ暗になると、事態はそれどころでは済まなかった。


「しかも、なんで宿とかないんだよ!?　まさか、一晩中ここで過ごすのか!?」


「星は夜に見るものだからね。明け方になったらバスで帰るから、必要ないんだよ。車で来られれば車しや中ちゆう泊はくできるんだけど、まだそれも無理だしね。テントは風が強くてここでは使えないから、防寒シートなら貸すよ」


　黒川は淡たん々たんと言ってのけるが、オレが言いたいのはそういうことではない。


「しかも、一番気になってんのは……」


　オレは辺りにいる部員を見み渡わたした。一年生四人に二年生が二人、ギャーギャー騒さわぐオレを迷めい惑わくそうに見ている。


「なんで部員が全員男なんだよ……！」


　だって、天文部ってなんかロマンチックじゃんか！　部長は黒川だし、女子への釣つりとしてはカンペキなはずなのに……！


「なんでだろうね。毎年四月には女子も結構いるのだけれども、仮入観測会のあとでみんなやめてしまうんだ。やはり春山の恐おそろしさが骨身にしみるのだろうか」


　なんでそこで春山の恐ろしさを教え込んでしまうのか。まずは適当にピクニックでもしておけばいいものを……！


「ううう、寒いぃ……」


　オレのカラ元気も、その辺が限界だった。時刻は午後九時。向かいの山の稜りよう線せんに太陽が沈しずんでから随ずい分ぶんと久しい気がする。


「……大丈夫かい、瀬せ木き」


　膝ひざを抱かかえて震えるオレに、黒川が尋たずねる。


「これが大丈夫そうに見えるか……」


「そうだね、さすがに」


　そう言って、おもむろにジャンパーを脱ぬぐ。次いで中のフリースを脱ぎ、それをオレに渡わたしてくれた。


「着るといいよ」


「えっ、いや、でも……」


「僕たちは、かなり多目に支し度たくをしているんだ。一晩中戸外にいると冷えるから、少し動くと暑いくらいに着ているんだよ」


　説明してから、下の方に固まっていた後こう輩はいたちに声を掛ける。


「誰だれか、下貸してくれないかい」


「いいですよ、俺タイツ穿はいてるんで」


　後輩部員の一人が、穿いていたズボンを一枚脱いで渡してくれる。その他にも、また別の部員からマフラーとカイロを貸してもらえて、まだまだ寒くはあるけれども、さっきよりはだいぶ装備が整ってきた。


「人間は裸はだかだと五度で凍とう死しだからね。それでもまだ寒いと思うけど」


「いや、ありがとう……」


　元々はちょっと男を磨みがこうと思っただけなのに、とんだ観測会になってしまった。肝かん心じんの空の方はというと、上空にうっすらもやがかかって、見える星の数は今のところ東京と大差ない。


「今は空が悪いけど、深夜にはガスが下りてくると思うよ」


　部長の黒川がそう判断して、オレたちはその場で空が晴れるのを待った。


　借り物を身に着けて防寒シートにくるまっていると、寒さが幾いく分ぶん和やわらいだ気がしてホッとした。そうして考えるのは、嵐あらしのように過ぎ去った文化祭の二日間のことだ。


　絽ろ美みはどうしているだろうか。昨晩、帰宅してから「大丈夫か？」というメールを送ったのだけれども、返事はまだない。熱でも出しているのかと心配になる。


　それに、莉れい子こサマのことも気になる。あんな風にして去っていってしまった彼女に対して、これまで通り普ふ通つうにしていていいものだろうか。でも、莉子サマのような高たか嶺ねの花がオレみたいな男を好きになる理由なんてないわけで、それを考えれば四し条じよう先輩が言っていたことの方がおかしいに決まっている。


　ましてや、女の子の言動をむやみに勘かん違ちがいすまいと決めたばかりなのだし……。


　――わたし、まだ、瀬木くんに恋していませんよ。


　昨日から頭の中で何百回繰くり返したかわからない妹せ尾おのセリフを、今一度思い出す。


　あの言葉も同じだ。本人がそう言っているのだから、オレはそれを信じるべきなんだ。


　そんなことを考えていたとき、周囲に遮さえぎるもののない山地へ、突とつ風ぷうにも等しい強風が吹ふきつけた。


「ひぃぎゃああっ……！」


　頰ほおが切れるような寒さに、思わず悲鳴が出てしまう。


「大丈夫かい？」


　隣となりの黒川が、そう声を掛かけてくる。部外者のオレに気を遣つかっているのか、他の部員は皆みな、オレたちから少し離はなれたところで固まっていた。


「あ、うん……。でも確かに、この過か酷こくさじゃあミュウちゃん連れてくるわけないよな」


「いや、魅み夕ゆうにはその他にも問題があるから……」


　それで、オレはミュウちゃんの危なっかしい行動を思い出した。


「ああ……。ここ男ばっかだもんな」


「僕の目も、常に行き届いているわけではないしね」


「なんか……オマエも色々と大変だな」


　思わず同情して呟つぶやくが、黒川はこの運命を甘受しているかのように首を振ふる。


「そうでもないよ。あの妹も、あの姉も、僕にとっては当たり前のことだから」


「だけど、あんな姉妹がいた日にゃ、彼女作るどころかエロ本の一つも置いておけなさそうだよな、実際……」


「いいんだ。幸いなことに、そういうことには淡たん白ぱくな方だから」


　さらりと言ってのける黒川に、オレは羨せん望ぼうの念を禁じえない。


「黒川さん、カッケー……！」


「……瀬木。僕は変だろうか」


　驚きよう嘆たんしていると、ヤツの口調がふと改まった。


「気づいているんだ。僕の見ている世界は、どうやら他の人のそれとは違ちがうようだって」


「え……」


「美び醜しゆうの感覚がおかしいのかもしれない。僕が美しいと思うものを他の人は醜みにくいと言い、他の人たちが美しいと言うものを、僕はそう思えないんだ」


　ああ、やっぱ自覚はあるのか。


「うん……、まあ、そういうことはあるよな、たぶん」


「瀬木、まだあの像を持ってるかい？」


「え？　あの……像……？」


　と聞き返している途と中ちゆうで思い当たった。


「一学期にオレが美術室で見つけた、オマエの作った自分像な。持ってるよ」


　あのとき、妹尾と黒川の関係を怪あやしんだオレは、野次馬根性で美術準備室をのぞき、二人にそれを見つかって、苦し紛まぎれの口実に使ったのがその像だった。気に入ったならあげると言われたので、捨てるのもなんだから自分の部屋に置いてある。


「実は、あの像は僕を模かたどったものではなくて、理想の自分像なんだ」


「ん？　どういう……」


「だって、あの像は僕には似ていないだろう？」


　思いがけない言葉に、オレの目が点になる。


「いくら僕が自分の外見を好きだと思えなくても、鏡を見てそっくりそのまま写し取れば、自分そっくりのものは作れるんだ。でも、それができないくらい自分の容姿が嫌いやだったから、理想の自分を作ったらああなった」


「な、なるほど……」


　それを考えると、黒川の美意識の歪ゆがみはいよいよもって深刻だ。


「小さな噓うそだけど、君についているのが苦しくなった。君はあの像を素晴らしいと褒ほめてくれたから。初めて、僕の世界を理解してくれる友達に出会えたと思ったんだ」


　そう言ってヤツが微ほほ笑えむので、オレの良心がずきりと痛む。


「いや、あれは……」


　けれども、その先は言えなかった。


　あれはとっさの出まかせだったんだ。あんなグロテスクな像、本気でいいと思うわけないだろ。


　オレがそう言ったら、黒川はきっと傷つく。せっかく友達になれたのに、この関係を壊こわしてしまうかもしれない。





[image: ]


「……うん、いい像だよな、あれ」


　生まれて初めて、自分のためではない噓をついた。


「気に入ってるぜ。大切にするよ」


「ありがとう」


　心底うれしそうな黒川の笑顔を見て、オレはこれでいいんだと心の中の罪悪感に言い聞かせた。


　人はこうやって、誰かの気持ちを考えて、本音と違うことを言うことがあるんだ。大切な人を傷つけないように、困らせたりしないように。


　――わたし、まだ、瀬木くんに恋こいしていませんよ。


　妹尾……。


　本当に申し訳ないうぬぼれかもしれないけど、もしも彼女がオレに異性としてずっと憧あこがれてくれていたのなら。


　オレはどうしてあんなことをしてしまったのだろう。男としての自信を取り戻もどすためだなんて、軽はずみにデートに誘さそったり、絽美への誕生日ケーキを作るのに妹尾を頼たよったり。オレの身勝手な行動のせいで、彼女は一体どんな思いをしていたのか。


「……空が良くなったね」


　そのとき、黒川が立ち上がって言った。見ると本当に、先ほどまで霧きりがかかったように白く濁にごっていた天頂付近が晴れ、空の色が深く落ち込み、無数の星々のきらめきを鮮せん明めいに浮うき立たせていた。


「みんな、撮さつ影えい開始だ！」


「はい！」


　黒川の一声で、部員たちは一いつ斉せいに作業を開始した。ここまでふうふう言いながら担かついできた望遠鏡やそれに似た機材を、懐かい中ちゆう電灯を使って組み立てていく。


「電灯の使用終しゆう了りよう！　赤せき道どう儀ぎを使わない人の撮影はもう始めていい」


「部長、露ろ出しゆつは何分ですか？」


「天頂付近なら二十五分かな。それより下ならもっと短く」


　黒川は後輩にてきぱきと指示していく。


「……写真なんか撮とるのか。大変なんだな」


　全員がシャッターを開けて露出待ちになってから、ようやく黒川はこちらへ戻ってきた。オレは防寒シートにくるまって仰あお向むけになり、都会では見られない宇宙の広がりを視界全体に焼きつけようとする。


「漫まん然ぜんと夜空を見上げていても退たい屈くつだからね。自分で星空を切り取ってフレームに納めようとすれば、星の名前や星座も覚えられるようになるだろう。君も撮るかい？」


「うん、オマエらがいいんだったら」


「かまわないよ」


　黒川は快く言って、隣に腰こしを下ろす。


「僕が星を好きなのは、僕が他人と『きれいだ』という感想を共有できる、数少ないものだからなんだ」


　頭上を仰あおいで呟いた言葉が、オレの心に深く刺ささる。


　オレの噓のおかげで、黒川の作ったあの変な人形は、オレたちの間の星になった。誰だれかと関係を作っていくことは、その人との間にどれくらい星を作れるかってことかもしれないと思う。今度は黒川と、できたら噓をつかずに星を作りたい。


　そして、妹尾との間にも、オレは星を作ることができるだろうか。あんな辛つらい秘密を打ち明けてくれて、オレに本当の気持ちを見せてくれた彼女と、オレはどうしたら誠実に向き合うことができるだろう。


「……黒川、オレさ、聞いたよ。妹尾の昔の話」


　黙だまっていると妹尾のことを考えてしまうので、潔く話題に載のせた。


「苦労してるんだな、あの娘こ。中学の頃ころは今より一人ぼっちだったみたいだし」


「そうだね。友達はいなかったよ」


「そうか……」


「でも、それは僕も同じだったから。一人になるのが怖こわくて、学校の中でも外でも、よく二人でいたよ。楽だったんだ、お互たがい相手の事情を知っているから」


　それを聞いて、オレの時間が一いつ瞬しゆん止まる。


「……同じ学校だったんだな。そっか、ピアノ習ってたくらいだから家が近いのか」


　それくらいしか相あい槌づちの言葉が出ないオレに、黒川は頷うなずいてみせる。


「だけど、それじゃいけないと思った。だから、妹尾さんが聖☆ジュウに入学すると聞いたとき、僕は怒おこったんだ。このままだと、僕たちはずっと二人だけの世界から出られなくて、他に友達も恋こい人びともできないままだって。そうしたら、妹尾さんも怒って言い返してきたんだ。『違う』って。僕は関係ないって。初めて、彼女と喧けん嘩からしいものをしたよ」


　それを聞きながら、オレは身内に交こう互ごに湧わき上がる不安と安あん堵どの情に戸と惑まどっていた。


　どうしてだろう。どうして、妹尾のことで黒川に嫉しつ妬としたり、優ゆう越えつ感かんを覚えたりするんだろう。オレはヴィーナス賞を獲とるためにこの学校に入って、苦労してここまで来たんだ。誰の気持ちもわからずに迷走していた一学期の頃とは違う。オレは絽美と両想いになって、このまま行けばヴィーナス賞に手が届くんだ。


　でも……。


　あんな痛々しかった頃からオレをずっと見ていてくれた妹尾を、気にしないでいられるわけがないじゃないか。


「……妹尾さんが、何を求めてこの学校に入ったのかはわからないけど」


　そう言って、黒川は立ち上がった。


「幸せになってもらいたいと思っているよ、彼女には。彼女のお母さんの分も」


「……部長ー！」


　そのとき、部員の誰かに呼ばれて、ヤツは向こうへ歩いていった。カメラの露出が完かん了りようしたようで、レリーズを切り、部員たちに何やら次の指示を出している。


　いいヤツだよな、黒川。


　カッコいいし、頭もいいし、あんなカンペキな幼なじみがいるのに、どうして妹尾はオレなんだろう。


　オレは寝ね転ころがったまま目を閉じた。そして、瞼まぶたの裏に映る星空の残像にそう尋たずねた。





　　　　　☆





「瀬木、瀬木！」


　激しく肩かたを揺ゆすぶられて、オレは薄うす目めを開けた。全身をからめとられるような眠ねむ気けに負け、それ以上は視野が広がらない。


「起きるんだ、瀬木！」


「くろかわ……？」


「君は薄うす着ぎなんだから寝ねてはいけない、凍とう死しするよ」


「トウシ……？」


　眠ねむすぎて、意味がわからない。そういや文化祭前からよく寝られなかったし、今朝も休日にしては早起きで、寝ね不ぶ足そくが続いていたのだった。


「トウシ……透とう視し……女子のパンツを……」


「瀬木！」


　寝ぼけていると、頰ほおに強きよう烈れつな一いち撃げきをくらった。


「いでぇ……！」


　しかし、それくらいのことではオレの意識は闇やみから救われない。


「目を開けるんだ、瀬木」


　ビタン、ビタン、と両頰にビンタをくらう。それでも耐たえて眠気に耽たん溺できしていると、さらにもう一往復叩たたかれた。


「……いってーよ！　何するんだよ、バカ！」


　今回はドメスティックＤ・バイオレンスＶ黒川か！


　そこでようやく目覚めたオレは、文句を言おうと身を起こして、自分のポケットが震ふるえているのを感じた。


「……電話？」


　ケータイを取り出すと、確かにディスプレイには「着信中」の文字が浮かんでいる。


「こんなとこでも電波入るのか。すげー」


　文明の利器の性能に感心して、通話ボタンを押した。名前はよく見なかったけれども、どうせ石いし田だだろうと思っていたオレは、耳元に流れ込んできた声に全身を震わせた。


「成なる道みちくん？」


「……絽美か」


「夜よる遅おそくにごめんね。今大だい丈じよう夫ぶだった？」


「あ、うん……」


　遅くといってもまだ日付の変わる前だろうが、絽美にしては珍めずらしい。オレが起きて通話し出したのを見ると、黒川は安心したように部員たちの方へ戻っていった。


「なんだ？　手芸部の話？」


　そういえば、体調は大丈夫なのだろうか。それを聞こうとしたとき、絽美が言った。


「ううん。成道くん、知ってる？　今日の夕方、校庭に☆スターランクの見直し結果が貼り出されたってこと」


「えっ!?」


「自主練してた運動部の子が教えてくれたから、私もさっき学校に行ってきたの。そうしたら、二年生全員の現在の☆ランクが出てたんだ」


「じゃっ、じゃあ、オレのランクも……」


「うん、出てたよ」


「なっ、なに……？」


　さっきまでの眠気はどこへやら、オレは息を詰つめて尋ねた。激しく叩かれた冷たい頰がピリピリかゆいけれども、そんなことも今はどうでもいい。


「がっかりしないでね」


「うん、大丈夫だよ。今回はランク下がるの覚かく悟ごの上だし」


　オレがそう言ってやると、彼女は緊きん張ちよう気味な声でオレに告げた。





「下の……下」





「えっ……？」


「だから、あの……学年で最下位の順位、だった、よ」


「なっ……！」


　なんということだ……！


　確かに、文化祭中はまるでいいところがなかったけれども、いきなり学年で一番下って、そんなのアリなのか？


「ん？」


　でも、ちょっと待て。


「なんで最下位ってわかるんだ？　他にも下の下のヤツはいるだろ」


「それが、いなかったの。『下の下』と『上の上』は、男女一人ずつしか出さないみたい」


「なんと……！」


　それではオレはまさしく、現時点で最もヒーローから遠い男……！


「……だからね、ヴィーナスも、わかったよ」


　奈な落らくの底でスクーバダイビングしていたオレは、絽美の発言で会話に引き戻された。


「そ、そうか……！　誰……だった？」


「……私」


　小さな声で、絽美はぽつりと言った。


「信じられないけど……。私が『上の上』だった、よ」


「おおお……！」


　やっぱり！　よかった、よかった、よかった！


　やっぱ、オレの絽美が一番だ……！


「やった！　よかったよ、絽美！」


　ところが、電話口からは沈ちん黙もくしか返ってこない。


「絽美……？」


　そこで、オレは再び質問した。


「ちなみに……男の方の『上の上』は？　やっぱ黒川？」


「うん、そう」


　予想していた答えとはいえ、叩かれ地蔵のごとき仕打ちを受けた今、両頰のかゆみがなんとも忌いま々いましい。


「くそっ、ドメスティック黒川め……！」


「……？　家庭的な黒川くんが、どうかしたの？」


「は？」


「じゃあ、国産の黒川くん？」


　どうやら、オレの省略の仕方がまずかったらしい。明日あした家に帰ったら、真っ先に英和辞典でdomesticを調べようと思った。


「……そういえば絽美、体調はもう良くなったのか？」


　ようやく思考が最初のところへ戻ってきて尋ねると、絽美は再び沈黙してしまった。


「……もしもし？　もしもし？」


「うん、聞こえてるよ」


　どうやら、回線は無事のようだ。


「……じゃあ、あのさ。もし絽美の体調が大丈夫だったら、今度の日曜とか会わないか？　デート許可証出して、どっか……」


「ごめんね、行けない」


　思い切ったオレの誘さそいは、即そく座ざに断られた。


　な……なんだ……？


「……そっか、そうだよな。『下の下』になったような男と、デートなんてしたくないよな。オレ今、学園中に変態だって噂うわさが流れてるし、仮にも暫ざん定ていヴィーナスの絽美が……」


「ううん、そうじゃないの。私は噂なんかどうだっていい」


「え、じゃあ……」


「ねえ、成道くん」


　いつになく硬かたい声こわ色いろで、絽美が言った。


「私のこと、もしヴィーナスだと思わなくても、好きになってくれた……？」


　え……？


「ごめんね、私、今すごく勝手なこと言ってる。元々はヴィーナス賞に向けて頑がん張ばってる成道くんを見て応おう援えんしたいって思って、そのうちに惹ひかれてて、だから、自分が現時点でのヴィーナスだってわかってすごくうれしいし、ホッとしてるの。でも……」


　そこで息いき継つぎをした絽美は、オレが今まで考えたこともなくて、すぐには答えることのできない問いを投げかけた。





「この先、もし暫定ヴィーナスが莉子ちゃんや雪ゆき菜なちゃんに変わっても、投票日に私の名前を書いてくれる？」





　オレは、ヴィーナス賞を獲とるために聖☆ジュウに入学して、たまたま一ひと目め惚ぼれした絽美がヴィーナス最有力候補だった。だから、オレは絽美に好きになってもらうための努力をする。オレがこれまで歩いてきたのは、そんな単純な道だった。


「……ひどいこと言ってごめんね。もう少し頭冷やすよ、私」


　そうして、絽美は最後にこう言い残した。


「私の成道くんへの気持ちも、もう一度よく考え直してみる」





　オレが今いる標高二千メートルは、そのまま絽美との心の距きよ離りだった。寒さに震えながら携けい帯たい電でん話わを握にぎりしめるオレの耳に、回線切れの機械音がむなしく響ひびいていた。










現在の成道の☆ランク→【下の下】







あとがき




　こんにちは、長なが岡おかマキ子こです。この度たびは『中チユーの下ゲ！』三巻をお手に取っていただき、ありがとうございます。


　早さつ速そくですが、今回のあとがきはここから若じやつ干かんのネタバレ的内容を含みますので、物語を百パーセントお楽しみになりたい方は、ぜひとも次のセクションを本文読どく了りよう後にお読みくださればと思います。





　大学時代、私はなぜか天文研究会というサークルに入っておりました。これが本当になぜかで、入学当時、大学の華はなやかな雰囲気に圧倒されてすっかり萎なえ切っていた私は、サークルなんてリア充なものに入る気は微み塵じんもございませんでした。


　ところが、同様に萎え切っていたはずの友達が、ある日突然「マキ子、サークルに入ろうよ！」と言い出しました。入学して最初に仲良くなった、上うえ原はらさくら似の小柄な子です。どうもどうも、女友達がかわいいことに定評のある長岡です。


「えっ、サークルってテニサーとか？　イヤだよ、パラパラとか踊おどれないし（←偏へん見けんによる誤あやまったテニスサークルへのイメージ）」


「だったら『天文研究会』ってどう？　真面まじ目めそうだし、星を見る男ってなんかロマンチックじゃん！」


　このとき、私は内心「そうかなぁ」と思いました。「オタクくさ……」という言葉が喉のど元もとまで出かかりました。同類は肌はだでわかるものです。しかし、彼女の決意は固いようなので、とりあえず一いつ緒しよに天文研究会の戸を叩たたきました。


　結果は、聖☆ジュウの天文部とほぼ同じです。想像を絶する過か酷こくな活動が、私を待ち受けていました。


　まず、寒いのは基本です。たとえ真夏でも、標高と風速によってはびっくりするほど寒いです。観測会は山上の駐車場での車中泊が基本なので、横にもなれず風呂にも入れず、明け方には皮ひ脂しで化け粧しようが流れ落ち、寝不足で十歳老ふけた無残な素す顔がおが朝日に照らされます。着き膨ぶくれのため、体は雪だるまもびっくりのどすこい状態です。


　しかし、天文研究会がそんな非リア充なサークルだったおかげで、私のような輩やからでも、なんとか卒業までサークル活動なるものを営いとなむことができました。観測会という名の数あま多たの戦場を共に乗り越えた仲間（九割が理系男子）とは、今でも熱い友情で結ばれています。


　ちなみに、上原さくら似の友達は入会後すぐに幽ゆう霊れい会員となり、現在は私とすら音信不通です……。いつかこの本見たら連絡ください！


　というわけで、そんなかつての友達の四月病のおかげで、今回はこんな感じのお話になりました。聖☆ジュウ天文部部長は文系なのが少し心配ですが、四則計算すらままならない超文系の私でも四年間なんとかなったので、まあなんとかなっているのでしょう。





　今回も、イラストのごまえさんと担当さんには大変お世話になりました。相変わらず一人では何もできない長岡です。いつもありがとうございます！


　ところで、少し前からペンネームでツイッターをやっております。お察しの通りろくでもないことしか呟つぶやいておりませんが、よろしければご覧になってくださいませ。ＩＤは、n_makikoです。


　それでは、三巻もありがとうございました！　次巻は冬以降を予定しております。また四巻でもお会いできますように！





　二〇一〇年八月




長岡マキ子　
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中チユーの下ゲ！


ランク３.中の上に踊らされるオレ
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